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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　あとがき




ギャラリー







　秋の柔やわらかな日差しが降り注ぐ、とあるのどかな昼下がり。

　人ひと里ざと離はなれた山奥にぽっかりと開けた原っぱの真ん中で、黄色いふわふわとした塊かたまりが三つ、ふるふると震ふるえている。この山に棲すんでいるらしい子こ狐ぎつねたちだ。皆みなで目を瞑つぶって踏ふん張っている。

　そのうち、一いつ匹ぴきが「とぅ！」とかけ声を上げて、ひらりと宙返りした。

　ポンッという音とともに、宙に青白い火の玉が現れた。

『わあ！　たろちんの狐火おっきい！』

　残りの二匹が踏ん張るのをやめ、宙でゆらゆら揺ゆれる火の玉を見て歓かん声せいを上げると、たろちんと呼ばれた子狐がふんぞり返る。

『ふふん。驚おどろくのはまだ早いぞ。ここから、さらに……むむむむぅ！』

　たろちんがさらに尻しつ尾ぽを震わせて踏ん張ると、青かった火の玉が赤色に変わった。

『色も変えられるんだあ。こんなにすごいなら、「からすまる」さまに声かけられたりして！』

『へへん！　それ、母ちゃんも言ってた！　お前は天才だから「からすまる」さまが都に連れて行ってくれるかもって。羨うらやましいだろ？　はは！』

　屈くつ託たくなくはしゃぎ合う。その光景を、木こ陰かげからこっそりと見つめるものがあった。

　彼らより一回り小さな子狐のハルだ。

（からすまるって、この山の主か？　よく分かんないけど、狐火の練習かあ）

　自分もあんなふうに、兄と一いつ緒しよに練習したものだ。上手うまくできたら兄が褒ほめてくれた。

　──お前、俺と同じ天才かもしれないぞ！　もっと色々教えてやろうな。それでいつか、父ちゃんみたいな正義の味方に、二人でなろう。

　──せいぎのみかた？

　──そうだ。困ってる奴やつがいたら助けてあげて、悪い奴がいたらやっつける。山の長おさはいつだって、正義の味方じゃなきゃ駄だ目めだって、父ちゃんが言ってた。

　──わあ！　すごい。かっこいい！　おれもなるぅ！

　──よしよし。だったら、早く二人で父ちゃんに認めてもらえるよう頑がん張ばろうな。

　強くて、優やさしい兄。大好きだった。でも、今はもう……っ。

　何だか、無む性しように兄が恋こいしくなって目め頭がしらが熱くなった、その時。

　ばりゅるるるる。

　まずい！　盛せい大だいに鳴ったお腹なかを押さえて体を丸める。だが、時すでに遅おそく、はしゃぎ回っていた三匹は足を止め、顔を見合わせた。

『おい、今の聞いたか』

『うん。なんか変な音がした』

　どうしよう。今、気づかれたらまずいのに！　しかし、子狐たちは大きな耳をぱたぱたさせて、あたりをきょろきょろと見回すばかり。

　よかった。まだこちらには気づいていないようだ。と、ほっと息を吐ついた瞬しゆん間かん。

　ばりゅるるるるん！

（……げ！）

　さっきよりも大きな音を立てる腹に目を剝むいていると、

『おいっ。そこに誰だれかいるのか……っ！』

　腹の音を頼たよりに近づいてきた子狐たちに見つかってしまった。

　そして、ハルの姿を目にした途と端たん、彼らはぎょっとした。

　姿かたちは、彼らより一回り小さな子狐。しかし、その毛は元の狐色が分からないほど煤すすで汚よごれ、体もところどころが焼けただれ、赤く腫はれあがった皮ひ膚ふがむき出しの状態。その上、前足の爪つめは全部割れて血まみれという、異様な風ふう体ていだったものだから、

『きゃあ！　お化けぇっ』

　三匹は脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。その後ろ姿に、ハルの大きな耳がしゅんと下がる。

　お化けだなんて、そこまで言わなくても……。

　──ここから逃げ出そうだなんて、馬ば鹿かなことは考えるなよ？

『……っ！』

　──貴様は我われらの道具。朽くち果てるまで、我らのために働き続ける宿命。ここ以外に、貴様の居場所などない。

（煩うるさい煩い！　勝手なこと言うな！）

　ぶんぶんと首を振ふり、脳のう裏りに浮うかんでくる人間たちの言葉を必死に振り払はらう。

　あいつらのために生きるなんて、真っ平ご免めんだ。

　どこの誰かも分からないその連中は、山で楽しく暮らしていた自分たち家族を、ある日何の理由もなく襲おそってきて、ハルから家族も自由も奪うばい、責め苛さいなみ、暗い穴の中に閉じ込めた。

　そんな連中なんかのために誰が！　冗じよう談だんじゃない！　それに、

　──ハル、お前だけは絶対、生き延びるんだぞ。

　兄との約束もある。だから、こうして逃げてきた。

　待っていてくれるものも帰る場所もなかったが、連中の言いなりになったまま終わりたくなかったし、ここにいては死んでいるのも同然だと思ったから、逃げるための穴を掘ほった。

　幸運にも、崩くずれかけていた箇か所しよを見つけることができたから、前足の爪が全部割れるほどがむしゃらに、掘って掘って掘りまくった。

　逃げ出したことがばれた時、連中は鬼おにのような形相で追いかけてきた。石をぶつけてきたり、凶きよう暴ぼうな式神をけしかけてきたり、しまいには、ハルが潜ひそむ原っぱに火を放ちもした。

　生きたまま身を焼かれるのはすごく痛かったが、それでもハルは足を止めなかった。

　信じていたのだ。逃げられれば……外の世界にさえ出られれば、苦しみから解放されると。

　外の世界で過ごした日々は楽しい思い出ばかりだったし、閉じ込められていた穴に空けられていた空気穴よりわずかに覗のぞき見ることができる世界は、夢のように美しかったから、この地じ獄ごくを抜ぬけ出した自分を優しく包み込んでくれるはずだと、馬鹿みたいに信じていた。

　しかし、逃のがれることができた今はどうだ？

　火傷やけどで爛ただれたこの姿を見ただけで、皆自分から逃げていく。先ほどのように「お化け」と叫さけび……もしくは、ハルに関かかわると何か厄やつ介かい事に巻き込まれると警けい戒かいして。

　歩くのさえ辛つらいこの状じよう況きようで、誰も……同族の狐さえ助けてくれない。独りぼっち。

　そのことも悲しかったが、この状況があんなにも焦こがれた外の世界でのことだという事実が、どうしようもなくやるせなかった。

　こんなにも、目に映る世界は温かくて美しいのに、どうして……っ。

　やるせなくて、惨みじめだった。寂さびしかった。

　家族が恋しい。今すぐにでも会いに行きたい。そんなことさえ考えた。それなのに。

　ばりゅるるるる。

　腹が鳴る。そう言えば、家族が目の前で殺されても、連中から死ぬほど辛い仕打ちを受け続けても、必ず腹は減ったっけ。

　自分の食い意地には呆あきれるばかりだが、それでも……減るものは減る。何か食べたいと思ってしまう。だが、ここには何もない。

（しかたない。「あれ」を食べるか。でも……「あれ」まずいんだよな）

　連中も「あれ」しか食べさせてくれなかったし……ああ。せっかく外に出られたのだから、久しぶりに美味おいしいものが食べたい。例えば、そうだ。握にぎり飯！

　前に一度、兄が人間から盗ぬすみ出した弁当を分けてくれたことがあるのだが、その時食べた握り飯はほっぺたが落っこちそうなほど美味しかった。

（もう一度食べたいなあ。あの白くて、いい匂においがして……っ）

　ハルは目を瞠みはった。突とつ如じよ、思い描えがいていた握り飯が、目の前に現れたのだ。

　夢でも見ているのだろうか。だが、何回瞬まばたきしても消えないし、鼻をひくつかせるとちゃんと匂いがする。

　恐おそる恐る一口かじってみると、ふわっとした感かん触しよくが口の中に広がる。

　あの時と同じ味だ！　そう思ったら、口が止まらなくなった。

　飯を頰ほお張ばり、夢中で口を動かす。最初は、味を嚙かみしめるためだった。嚙みしめれば嚙みしめるほど、楽しかったあの頃ころに帰っていける気がしたのだ。

　しかし、だんだんそんなことさえ考えられなくなっていった。自覚していた以上に減っていたらしい腹は、とにかく食い物を求め、「早くくれ。早くくれ」と急せき立ててくる。

　その声の命じるままに、ハルは握り飯を貪むさぼり食った。

「……ぷぅっ！」

　全すべてを食べ終えた後、ハルはそんな声を上げて地面に寝ね転ころんだ。

　……どうしよう。すごく幸せ。

　ただ、好きな食べ物で腹がいっぱいになっただけ。いまだに火傷で全身が痛むし、他ほかのことだって何一つ解決していないというのに。

　つくづく自分の食い意地には呆れてしまう。ぽっこり膨ふくれた腹をぽんと叩たたく。すると。

「そうやって腹はら太だい鼓こを打つと、まるで狸たぬきだな」

『狸？　ばか。あんな不細工なでかっ腹はしてない……っ』

　何の気なしに答えたハルは飛び起き、声がしたほうに顔を向けた。

　そこには、人間の童わらべの姿があった。歳としの頃は六、七歳。稚ち児ご頭に、上等な浅あさ葱ぎ色いろの水干を纏まとったその童は、しゃがみ込み、小首を傾かしげてこちらを覗き込んでいる。

　ハルはすぐさま地面を蹴けった。なぜ、こんな山奥に人間がいる。もう二度と会わないですむよう、山の奥の奥まで入り込んだつもりだったのに。

　とはいえ、出会ってしまった以上はしかたない。逃げないと！

　けれど、すぐ転んでしまった。火傷だらけの体が軋きしみ、上手うまく走れなかったのだ。

　童が近づいてくる。童とは思えない、やたらと落ち着き払った、ゆったりとした足取りで。

　しかも、こちらを見み据すえてくる顔……人形のように整った白い顔には、まるで生気が感じられない完かん璧ぺきな無表情が貼はりついていたものだから、幼いたい気けで愛らしい容姿と相まって何とも薄うす気き味み悪わるく、背筋に悪お寒かんが走った。何だかよく分からないが、この童、怖こわい！

『ち、近づくな！』

　全身の毛を逆立てて、必死に威い嚇かくする。

　童は動じない。感情がまるで見えない底なし沼ぬまのような瞳ひとみで、じっとこちらを見つめてくる。

　それがますます怖く感じられて、ハルはよりいっそう毛を逆立てた。

「おい、怪け我がをした足で、そのように踏ふん張るな。傷に障さわるぞ」

　表情同様、抑よく揚ようのない声で淡たん々たんと言い、手を差し伸のばしてくる。だが、ハルにはその言葉の意味を考える余よ裕ゆうはなかった。ただただ、伸びてくる掌てのひらが、小さくても怖くて、

『触さわるな！　人間っ』

　右前足を振り上げて童に繰くり出す。しかし、傷ついた体は満足に動かず、前足は難なく童に摑つかまれてしまった。そして、ぐいっと顔を近づけてきたかと思うと、

『……ひゃっ！』

　ハルはひっくり返った悲鳴を上げた。突如、童がハルの鼻先をぺろりと舐なめてきたのだ。

『な、な……何するんだっ、お前』

　飛びのいて牙きばをむき出すと、童は「あれ？」と首を傾げた。

「獣けものというものは、舐められたら安あん堵どするものだと思うたが」

　おかしいな。桃もも色いろの舌をちろりと出したまま、そんなことを言う。ハルが「は？」と間の抜けた声を漏もらしていると、童はぽんっと手を叩いた。

「うむ。舐めたのが鼻だったゆえ、よくなかったのだな！」

『……へ？』

「よし。今度はちゃんと体を舐めてやるぞ。べえ～」

『わっ！　ま、待て待てっ』

　べえっと舌を出して迫せまってくる童に、ハルは声を上げた。

『ばかか、お前！　確かに、俺たち獣は舐めあいこするけど、仲良くないやつにやられても嫌いやなだけだ。お前だって、全然知らないやつにいきなりそんなことされたら嫌だろう』

　童は立ち止まり、大きな目をぱちくりさせた。

「うむ。言われてみれば確かにそうだ。では、どうすればよい。教えろ」　>>>♥

『きゅ、急に言われても……って！　なんでお前、俺と普ふ通つうに話をしているんだっ』

　狐の言葉が人間に分かるわけないのに。と、今いま更さら驚きよう愕がくしていると、

「ああ。それは、俺が天才だからだ」

　堂々と即そく答とうするではないか。今度は、ハルが目をぱちくりさせる。

『……は？　な、なんだ、それ』

「父上が仰おつしやったのだ。お前は陰おん陽みよう道どうの天才ゆえ、童でも妖あやかしの言葉が分かるのだと。ゆえに、文句があるなら父上に言え。俺は知らん」

　……いや、知らんと言われても。

　何なのだ、この人間は。人間のくせに獣を舐めてきたり、妖の言葉が分かったり、自分は天才だと宣言したかと思えば、それは父の言ったことだから知らんと言ったり、いくら年とし端はの行かない子どもといえど、意味不明にも程ほどがある。

　呆あつ気けに取られていると、童がまた性しよう懲こりもなく手を伸ばしてくるので、ハルは牙を剝むいた。

『だから触るなっ。どっか行けっ』

「そういうわけにはいかん。……うーん。とにかく落ち着け。それでは薬が塗ぬれん」

『煩うるさい！　人間なんか顔も見たくな……は？　く、薬？』

　耳をぱたぱたさせると、童はあるものを取り出し、かざして見せる。小さな二枚貝だった。

「いいか。この中に、火傷の薬が入っている」

『……へ？』

「俺は、お前の傷にこれを塗りたい。ゆえに、しばらく大人しゅうしていてくれぬか」

　二枚貝をかざして言う童に、ハルは大きな瞳を揺ゆらした。

　薬を塗りたい？　本当ならとてもありがたいことだ。でも……。

『だ、騙だまされないぞ！　それ、絶対変な薬だろ……っ』

　全身の毛を逆立て、フーフー威嚇していたハルは息を吞のむ。

　童が水干の袖そでをめくり上げ、腕うでを見せてきた。

　白くて細い腕には、大きな火傷の痕あとがあった。古い傷だが、今ハルが負っている怪我とは比べ物にならないくらい重傷だと容易に分かるほどの、痛々しい傷痕。

「この薬は二年間、この傷に塗っておるものゆえ、心配するな」

『え……あ、あ。お…前……』

「同じだ。俺も、今のお前と同じぞ。ゆえに、お前の今の痛みがよう分かる。放ほうっておけん。どうか、診みせてくれぬか」

　しっかりと目を合わせて告げられた言葉に、ハルはますます混乱した。

（な、何なんだ……こいつ）

　ハルを捕つかまえた人間たちには、ハルたち獣に対しての気き遣づかいは一いつ切さいなかった。暴力は勿もち論ろん、殺すことにさえ何の頓とん着ちやくもない。

　獣は命ある生き物ではない。ただの消しよう耗もう品。

　痛みで泣き叫さけぼうものなら、物の分際で痛がるなとさらにひどい仕打ちを受けた。

　だが、この人間は……自分とお前は同じだ。お前の痛みがよく分かる。放っておけないから薬を塗らせてくれと頼たのんでくる。痛々しい傷痕を晒さらしまでしてだ。

　あまりにも違ちがい過ぎる。本当に同じ人間なのか？　それとも、噓うそを吐ついていて、騙してひどい目に遭あわせるつもりなのか。

　疑念は尽つきない。けれど、自分のそれより痛々しい傷痕を見ていると、つい、こくりと頷うなずいてしまっていた。

「ありがとう」

　頭の上から降ってきた、その言葉。思わず顔を上げたハルは耳を立てた。

　童の整った顔に、かすかな笑えみが浮ういていた。子どもにしてはひどく控ひかえめだったが、それまでの人形のような無表情が噓みたいな、陽ひだまりのような温かい笑み。

「ありがとう」

　目が合うと、童はもう一度同じ言葉を繰り返した。それが、いやに嬉うれしそうな声だったから、ハルはどぎまぎした。

　どうしてここで、そんなに嬉しそうな顔をして、そんなことを言う。

　意味が分からない。何と、返していいのかも分からない。

　童はこちらの動どう揺ようなど気にも留めず、貝かい殻がらに塗られていた薬を指先ですくい取り、ハルの火傷やけどに塗り始めた。顔はまた、温かみのない真顔に戻もどってしまったが、薬を塗ってくれる指先は、先ほどの笑顔同様に優やさしく丁てい寧ねいだ。

『……な、なあ。お前の、その火傷……えっと』

　童の傷痕を鼻先で指し示し、おずおずと尋たずねる。

　火傷を負った時、とても痛かったんだろうなとか、自分と同じように「お化け」と叫ばれ逃にげられたりしたのかなとか、そういうことを考えると聞かずにはいられなかったのだ。

「うん？　痕が残るのではないかと心配しているのか？　大だい丈じよう夫ぶだ。これくらいなら、痕は残らん。毛も、ちゃんと……ふわふわしたのが生えてくる。大丈夫」

『へ？　……い、いや、そういうことが、聞きたいんじゃなくて……あ』

　やたらと優しい色をした眼まな差ざしに、言いようのない居い心ごこ地ちの悪さを覚えて顔を背そむけると、地面に置かれたあるものに目が留まった。

　ご飯はん粒つぶがついた笹ささの葉だ。多分、ハルが貪むさぼり食った握にぎり飯を包んでいたものだ。そこでようやく、先ほどの握り飯は童が与あたえてくれたのだと思い至り、ハルは髭ひげをひくつかせた。

『……変なやつ。お前が言うこと、なかったろ？　「ありがとう」なんて、それは……その』

　こっちの台詞せりふ……まで、言葉にすることができず、体を竦すくませ、もじもじした。

　飯を食わせてもらったことにも気づかず、敵意剝き出しの態度を取ってしまった自分が、今いま更さら恥はずかしくなったのだ。でも。

（ちゃんと……お礼言わないと駄だ目めだよな。あと……ひどいこと言ってごめん、とか）

　俯うつむいて尻しつ尾ぽの先をぷるぷる震ふるわせ、そんなことを考えていた時だ。

　きゅるるん。ふと聞こえた小さな音。この音、もしかして！　弾はじかれたように顔を上げると、童わらべがふんと鼻を鳴らした。

「どうだ。お前より何倍も愛らしい腹の音であろう」

『へ？　あー確かに可愛かわいい……って！　お前腹が減ってるのか？　ばか！　だったらどうして俺に飯をやったりした？　自分で食えよ……わっ』

　握り飯を収めたぽっこり腹を、鼓つづみを打つようにぽんぽん叩たたかれて、ハルは飛び跳はねた。

「うむ。よい音だ。食わせてやった甲斐かいがあった。しかし……あれは誠まことに立派な音であった。どんな馬ば鹿かでかい熊くまが出しているのかと思うたぞ」

『そ、そんなに大きな音は出してな……！　ちょっと待て。お前、熊だと思って俺に近づいたのか？　ばか！　熊は危ないんだぞ』

「うん？　そうだな。熊では、これっぽっちの握り飯では足りぬと怒おこられていたな」

『は？　いやいや！　そうじゃなくて』

　一々ずれた返しをしてくる童に牙を剝いて突つっ込んでいると、

「それに、用はもうすんだゆえな。飯は帰ってから食うことにしたのだ」

　やんわりと遮さえぎり告げられた言葉に、ハルは耳の先をぴこぴこさせた。

『用？　そういえば、お前みたいな子どもがこんな山奥で何してるんだ。山菜採りか？』

「初神の儀ぎだ」

　はつかみのぎ？　小首を傾かしげると、童も小首を傾げた。

「知らぬのか？　……やはり、お前はこの山の狐きつねではないな？」

『！　そ、それは……どうでもいいだろ、そんなこと！　それより、ほら、早く教えろよ』

　探さぐるように見つめてくる童からぷいっと顔を背け、慌あわてて尻尾を振ふって先を促うながす。

　話せるわけがない。他人の痛みを我が事のように感じるというこの童には、とても……。

　黙だまり込むハルに、童は少し考えるふうを見せたが、すぐに頷いて話を進めてくれた。

「俺の家は陰陽道を生なり業わいにしていてな。先祖代々、式神をこの森に棲すむ妖の中から選んでいる」

『……しき、がみ』

　硬かたい声が漏もれる。あの人間たちもよく「式神」という言葉を口にしていた。

「うん？　式神も知らぬのか？　式神とは、我われら陰陽師の仕事を手伝ってくれる相棒のことだ。陰陽師は霊れい力りよくや知ち恵えはあれど、妖よう魔まや神々に比べて非力ゆえな。式神の助けがなくてはとても太た刀ち打うちできん」

　──貴様は我らの道具。朽くち果てるまで、我らのために働き続ける宿命。

『……相棒？　道具じゃ、なくて？』

「当たり前だ。言うたであろう。式神の助けがなければ、陰陽師は仕事ができん。それに……式神は我らと同じく命も心もある。さようなものをなにゆえ、道具などと思うことができよう」

『え？　あ……う、うん。そう……そうだよな！　そのとおりだ』

「うむ！　それでな。我が烏からす丸まる家には、妖が見えるようになった男児は、一人でこの山に入り、妖を従属させて、初めての式神を得るべし。克こく服ふくした者のみ一人前と見なさん！　という掟おきてがある。これを、初神の儀と言うのだ」

　ハルは先ほどの子狐たちの会話を思い出した。

　優ゆう秀しゆうな子は烏丸様が都に連れて行ってくれると言っていたが、そういうことか。

　そして、彼らに選ばれるのは羨うらやましいことだと言っていた子狐たちの様子から察するに、烏丸家の人間は妖あやかしのことをとても大事に扱あつかっているようだ。

　この童が獣けもののハルに対してこんなにも優しいのは……あるいは、あのようにひどい火傷を負っていても、屈くつ託たくがなく健すこやかなのは、そういう家でたくさん愛され、可愛がられて育ったから？　そう思ったら、独りぼっちのハルの心はちくりと痛んだが、

『……ふうん、そんな決まりがあるのか。でも、やっぱり危ないぞ。こんな山奥に、ちっちゃいお前一人きりで』

　警告せずにはいられなかった。山奥に一人きりでいるというのに、こののほほんとした無防備さ、危なっかしくてしかたない。

「大丈夫だ。俺は特別ゆえな」

　しかし、童はぶんぶん首を振り、大おお真面目まじめな顔でそんなことを言い出した。

「普ふ通つうは、十数年血の滲にじむ修練を重ねてようやく見えるようになるらしいが、俺は赤子の時からすでに見えていた。これは、とても驚おどろくべきことらしい」

『……』

「だが、赤子を一人山にやるわけにもいかず……全く、規格外の天才を息子むすこに持つと、色々考え直さなければならなくて面めん倒どうだと、父上にぐじぐじ文句を言われて……なんだ」

『それ、自じ慢まんか？』

「いや？　真まことのことを言うておるだけぞ」

　やはり、この童は家族総がかりで……警けい戒かい心しんだとか謙けん虚きよさだとか、そういうものが欠落するぐらい溺でき愛あいされているに違いない。特に父親！

　もしかしたら今、物もの陰かげからこっそり見守っているのでは？　と、あたりをきょろきょろ見回していると、童が唇くちびるを尖とがらせた。

「それでな。ようやく許しが出たので、こうして山に入った。いい妖を見つけるまでは、絶対に帰らぬ気でおったが、もう帰る」

『？　何でだ。まだ誰だれも従えていないじゃないか……っ』

　びくりと体を震わせた。童がハルの頭に掌てのひらを置いてきたのだ。

「俺は陰おん陽みよう師じになったら、害をなす魔物や怨おん霊りようを退治したり、陰陽の力を使って困っているものたちを助ける、正義の味方になりたいと思うておる」

『！　……せ、正義の味方？』

「うむ。ゆえに、ここには俺が欲しいと思う妖はおらん。かように傷ついたお前を見て、『お化け』と叫さけんで逃げ出す腰こし抜ぬけも、助けて面倒事に巻き込まれるのはごめんと見て見ぬふりをする冷たい輩やからも、俺はいらん」

　あたりを睨にらみつけ、言い捨てる。

　ハルはぽかんとしていたが、次の瞬しゆん間かん、全身の毛を逆立て、耳の中を真っ赤にした。

『……え、偉えらそうに！　ばかじゃねえの』

　どうしよう。うっかり、すごく格好いい！　とか、思ってしまった。

（こいつがいきなり、兄ちゃんみたいなこと言うから……くそっ！　まだ止まんないっ）

　尻尾で地面をぺしぺし叩き、高鳴り続ける胸を持て余す。

　その時。ミシッと、小枝が折れるような、乾かわいた音がした。

　何だろう。顔を上げ、ぎょっとした。熊のように大きな黒い山やま狗いぬが歩いてくる。

　全身から黒い煙けむりが立ち昇のぼっていて……この狗は！

　後ずさると、血のように赤い瞳ひとみが、ぎろりとこちらを向いた。

　異様なほどに裂さけた口を大きく開き、鋭するどい牙きばを剝むき出しがちがちと鳴らして嗤わらうので戦せん慄りつした。この狗は、連中が差し向けてきた追っ手だ！

　なぜ、ここにいる？　確かに、まいたはずなのに。

　全身ががくがくと震える。すると、何かが頭に触ふれてきた。童だ。ハルの頭を撫なでながら、あの、子どもにしてはいやに控ひかえめな笑えみを浮うかべている。

「怖こわがることはない。俺がおるゆえな。安心せい」

　童がゆっくりと立ち上がる。

「俺がこやつの相手をする。その間に、お前は逃にげろ」

　淡たん々たんとした口調で言い切り、懐ふところからお札を取り出す童にハルは驚きよう愕がくした。

『な、何言ってんだっ。相手が誰だか分かって』

「分かっておる。こやつは害をなす魔物だ。これを退治するのが、我ら陰陽師の務め」

　何のためらいもなく一歩前に踏ふみ出す。ハルは慌てて童の袖そでに嚙かみつき、引っ張った。

『ばか！　お前まだ陰陽師じゃないだろっ。式神もいないくせに、命を粗そ末まつにするな』

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺は負けん」

『どっから来るんだよ、その自信！　とにかく逃げろ。逃げるんだ！』

　必死に止める。こんな小さな童が、あの魔物に勝てるわけがない。

「駄だ目めだ。捨て置けば山の妖たちに害が及およぶし、あのものはそのぽっこり腹を狙ねろうておる。お前が食われてしまったら、俺の握にぎり飯も手当ても無駄になる。骨折り損はごめんぞ！」

『な……なんだ、その理由！　滅め茶ちや苦く茶ちやにも程ほどが……ああっ』

　ハルの制止を振り払はらい、童が駆かけ出す。

『戻もどってこい！　行くな……行くなったら！』

　呼びかけるが、童は振り返らない。脇わき目めも振らずに突つっ込んでいく。

　滅茶苦茶だ。たった今会ったばかりの畜ちく生しようのために、人間がどうしてここまで……。

　──正義の味方になりたいと思うておる。

　童が言った言葉。兄も同じようなことを言っていた。

　人間たちに立ち向かっていった兄の末路が脳のう裏りを過よぎる。刹せつ那な、体が勝手に動いた。

『駄目だぁああっ』

　傷ついた足で、思い切り地面を蹴ける。

　さっきまであんなに痛かったのに、まるで痛みを感じない。向かっていく先も……さっきまで、目が合っただけで全身が震ふるえたというのに、ちっとも怖くない。

　見たくない。あの童わらべが傷つけられるところなんか……兄のように殺されるところなんか、絶対に見たくないっ。

（助けないと……あいつを、助けなきゃ！）

　それしか頭になかった。だから、走って行く童を追い越こして──。

「……あ」

　童が思わずといったように声を漏らす。ハルの体が青い炎ほのおに包まれ、火の玉となって、山狗に突っ込んで行ったのだから無理もない。

『ああああ！』

　声を上げ、山狗に体当たりした。山狗の体も青い炎に包まれ、目の前が真っ青になる。

　山狗がけたたましい悲鳴を上げて暴れたが、必死にしがみつく。離はなしてたまるか。

　自分はもう、嫌いやなのだ。自分を庇かばって誰かが死ぬのは、もう……絶対に嫌だ！

　その思いで、頭がいっぱいだった。それしかなかった。

「やめろ……やめてくれっ」

　だから、燃え盛さかる炎の向こう側で響ひびいた悲痛な叫びを、聞き流してしまった。







　──……ハ、ル。お前は、生きて……くれな？

　何も見えない真っ暗くら闇やみに、弱々しい声が転がる。

　──父ちゃんも、母ちゃんも……俺も、死んじゃうけど……どうか、お前だけは、俺たちの分も生きて……。

　これは、兄の声だ。弟の自分を守り、真っ赤に染まった兄の、最さい期ごの願い。

　自分は、それに頷うなずいた。だから、こうして……どんなに辛つらくても生きている。

（でも……でもね、兄ちゃん。俺……）

　大きな穴がぽっかりと空いた心で、ぼんやりと呟つぶやいた時だ。

『自分が何をしたのか分かっておるのかっ』

「……っ！」

　突とつ如じよ響ひびいた若い男の鋭い怒ど声せいに、ハルははっと目を見開いた。

　途と端たん、真っ暗闇が消え、美しい柄がらの布で仕切られた室内が目に映った。

　どこだ？　顔を上げ、あたりを見回す。

　布の向こう側はどうなっているのか分からないが、どうやら建物の中にいるようだ。

　最後に、綺き麗れいに汚よごれを落とされ、手当てをされた状態で、部屋の真ん中に敷しかれた上等な褥しとねに寝ねかされていることに気がついて、ハルは目を丸くした。

　手当てだけでなく、獣けものを褥に寝かせる。こんな滅茶苦茶をやるのは……。

『まあ待て』

　また男の声がした。先ほど聞こえてきたのとは違ちがう、落ち着き払った男の声だ。

　布の向こう側にいるらしい。少し迷ったが、褥を抜ぬけ出し、声のするほうに歩み寄った。

　布の合間からこっそり覗のぞき見ると、こちらに背を向けて座す、小さな背中が見えた。着ている水干は違うが、かすかに香かおる薬の匂におい。間違いない。先ほど山で会ったあの童だ。

　後ろ姿だけなので怪け我がをしているかどうかまでは分からないが、とりあえず命に別状はないようだ。ハルが胸むねを撫で下ろしていると、童に男が近づいてきた。十代半ばくらいの秀しゆう麗れいな若者で、顔には強い怒ど気きの色が浮いている。

「時とき定さだ、落ち着け。そのように頭ごなしに怒鳴っては」

「いえ、兄上。今日という今日は我が慢まんなりません」

　若者……時定が振ふり返った先には、もう一人男がいた。歳としの頃は二十歳はたちくらいの狩かり衣ぎぬを着た男で、こちらに向かって、童に向かい合う形で座している。この男たちは、童の家族か？

「時とき輔すけ、時とき好よし兄上はそちにこう言われたはずぞ。陰おん陽みよう師じになるどころか、初神の儀ぎもそちには早い。許しが出るまで時を待てと。それだと言うに、なにゆえ黙だまって一人山に入った」

　ハルは思わず「え？」と声を漏もらしそうになった。……黙って？

「どれだけ皆みなが捜さがしたと思うておる。おまけに、何の罪もない山の妖あやかしに、あのような怪我まで負わせて！」

（山の妖……！　それ、もしかして俺のことか？　あ……そんな）

　この怪我は、童……時輔のせいではない。自分が勝手に負ったものだ。

　名乗り出ようとした。だが、それより早く告げられた時定の言葉にはっとした。

「時輔、自うぬ惚ぼれるのも大たい概がいにせい。今のそちに、初神の儀ができると思うか？　たった七つの……二年前の怪我さえ、いまだ完治させることもできぬ分際でっ」

　……完治させることも、できない？

「かように怪我の治りが悪いのは、そちが養生せず、己おのれは天才ゆえ大丈夫だと馬ば鹿かなことを言って、無む茶ちやを繰くり返すからだ。それも分からず、またしてもこのような……そちなど、天才でも何でもない。ただの大馬鹿者ぞっ」

「……」

「あのまま化け物に喰くわれていたら、あの世でなんと申し開きをするつもりだった？　そちを庇って死んだ父上に、どう」

「時定っ」

　時輔たちの兄……時好が鋭するどい声を上げ、時定の言葉を遮さえぎった。

「もうよい。後は私が話す。そちは外せ」

　きつく睨にらみつける。途端、時定は怯おびえたように肩かたを震わせた。

　それから少し迷うようなそぶりを見せた後、忌いま忌ましげに舌打ちして、乱暴な足取りで部屋を出て行く。それをハルは呆ぼう然ぜんと見つめる。時輔の父親は死んだ？　時輔を庇って……？

（それじゃ……あいつは俺と、同じ……）

「時輔」

　時定が去っていくのを見届けた後、時好が黙ったままでいる時輔に目を戻した。

「ああ言うておるが、いなくなったそちを一番心配して捜し回ったのはあやつだ」

「……」

「たまらぬのだ。天才だと褒ほめそやされながら、己のせいで父上を死なせてしまった、兄たちにかかる苦労を負わせてしまったと、己を責めるように、己は天才ゆえと無理を重ねるそちが」

　時輔は何も言わない。顔を俯うつむけ、押し黙ったままだ。

「……まだ、父上の夢を見るのか？」

　即そく座ざに首を振る。時好は「頑がん固こ者め」と苦く笑しようし、時輔の頭に掌てのひらを置いた。

「時輔、案ずるな。私も時定も死なぬ」

「……っ」

「確かに二年前、父上や母上どころか、家の者も式神も皆死んでしまったし、私にも時定にもそちのような陰陽師としての才はないが、なあに。この程度の局面、どうということはない。そちを置いていったりもせん。ゆえに、そちも我われらを置いていこうとするな。そちは、我らの大事な弟。父上の代わりになろうと思うな」

　そちはそち。父上は父上。分かったな？　時好が優やさしい声で呼びかける。

　時輔はやはり何も言わなかったが、少し間を置いて、こくりと頷いた。

　時好が時輔の頭を撫なで、席を立つ。時輔は微び動どうだにしない。一人になっても座り込んだまま。

　だが、不意に右みぎ腕うでが動いたかと思うと、袖そでで乱暴に顔を擦こすった。

　泣いている。誰だれもいないのに、声を殺して。ハルは胸を搔かき毟むしられる思いがした。

（あいつ……ばかだ）

　誰もいないのだから、思い切り泣けばいいのに。と、尻しつ尾ぽを丸めていると。

　ばりゅるるるるぅ！

（……げ）

　時輔が俯けていた顔を上げる。まずい！　ハルは慌あわてて寝しん具ぐの中に潜もぐり込んだ。

「……起きて、おるのか？」

　寝たふりをする。盗ぬすみ聞きしていたことを知られるのはばつが悪い。

　時輔は、それ以上話しかけてはこなかった。

　代わりに、あるものが鼻び孔こうをくすぐる。好物の握にぎり飯の匂い。

　ばりゅるるるるぅん！

　腹の音がいよいよ大きくなり、止まらなくなってしまった。

「ほら。観念して出てこい」

　再び声がかかる。寝具の隙すき間まから覗いてみると、手に持った握り飯を扇おうぎで扇あおいで、匂いを送ってくる時輔と目が合った。

「立派な腹の音に狸たぬき寝ね入いり。まこと、狸だなあ、お前は」

『！　た、狸って言うな……っ』

　寝具から顔を出すと、鼻先に握り飯を突つき出された。

「まあ食え。俺も食う」と、ハルの前に握り飯を置き、時輔が握り飯を口に含ふくむ。

　その姿は山で会った時と同じく、あっけらかんとしている。

　先ほどの様子を盗み見られていたことを知っているくせに……と、ここで、ハルは目を見張った。時輔の手に包帯が巻かれていることに気づいたのだ。

　包帯からは、痛々しく爛ただれた肌はだが覗いていて……まさか、自分が出した狐きつね火びで？

（……助けて、くれたのか）

　自身が発した狐火で魔ま物ものとともに燃え去ろうとした自分を。と、その時。

　──やめろ……やめてくれっ。

　燃え盛さかる炎ほのおの中、かすかに聞こえた悲痛な叫さけびが思い出されて、愕がく然ぜんとした。

「うん？　どうかした……」

『ごめん！』

　不思議そうにこちらを見つめてくる時輔の膝ひざに、ハルは飛びついた。

『俺、お前にすごくひどいことした』

「？　一体何のこと……」

『お前を庇かばって死にかけた』

　時輔の顔が目に見えて引きつった。それがひどく痛々しく見えて、ハルは慌てて首を振った。

『あ……その、別に、死のうとしたんじゃない。ただ、お前を守ることで頭がいっぱいで、自分のこと考えるの、うっかり忘れてたんだ。それで、あんな……』

「なに、ゆえだ」

　時輔が掠かすれた声を漏らす。見つめてくる瞳ひとみは、動どう揺ようで揺ゆれている。

「なにゆえ、己のことを忘れるほど、必死になる。俺は、ただ……握り飯と薬をやっただけぞ」

『それは……』

　ハルはいったん言葉を切った。そして、思案げにぶんぶん尻尾を振った後、

『兄ちゃんは、俺を庇って死んだんだ』

　震ふるえる声で言った。時輔の目が大きく見開かれる。

『突っ込んでいくお前を見て、兄ちゃんみたいに死ぬ気がして、頭の中真っ白になったんだ。……だから、お前が、あの魔物と一いつ緒しよに燃える俺を見て、どれだけ嫌いやな思いをしたか分かる』

　馬鹿なことを言っていると思った。

　自分と同じように、家族に庇われ死なれたと聞いた。たったそれだけのことで、何が分かるのかと。でも今は、時輔が自分と同じ痛みを感じていると思えてしかたない。

『ごめん。嫌な思いさせて、こんな怪け我がさせて、ごめんな……っ』

　時輔の手にしがみついて訴うつたえていたハルははっとした。突とつ然ぜん、時輔に抱だき上げられたのだ。

「俺も……あの魔物を見た時、頭の中が真っ白になった。父上たちを殺したのは、あやつと同じように、赤い目をした、黒い毛の魔物だったゆえ」

『……っ』

「俺も、お前に惨むごいことをした。許せ」

　抱き締しめられ、囁ささやかれる。胸が熱くなって、ハルは身をすり寄せた。

『いいんだ。お前が、生きててくれたんなら、それで……あ。そうだ。山の妖あやかしたちは？』

「山の？　……大だい丈じよう夫ぶだ。あの魔物はお前の狐火に気を取られている隙すきをついて、俺が退治したゆえな。誰も傷ついてはおらん」

『そ、そっか！　よかった』

　ほっと胸を撫で下ろすと、時輔がまじまじと覗のぞき込んできた。どうしたのかと尋たずねると、時輔は「変なやつだ」と首を捻ひねった。

「あのものたちは、お前をお化けと罵ののしり、見殺しにした連中ではないか。お人ひと好よし」

　からかうように鼻先をくすぐってくるので、ハルは「煩うるさい！」と、尻尾を忙せわしなく振ふった。

『お、お前に言われたくない！　あいつらのこと、腰こし抜ぬけとか冷たいとか言っておいて、すぐに守ろうとしたじゃないか』

　お人好し！　尻尾の先で鼻先をくすぐり返してやると、時輔は目をぱちくりさせた。

　それから、眉み間けんに皺しわを寄せたかと思うと、黙だまってこちらを凝ぎよう視ししてくるので、ハルの髭ひげが下がった。あれ？　もしかして、本気で怒おこった？

『お、おい。これくらいで、そんな……怒るなよ……』

「お前、俺の式神にならぬか」

『もも元はと言えば、お前のほうからからかってきた……へ？』

　ハルが間の抜ぬけた声を漏もらすと、時輔は抱かかえていたハルを下ろし、居住まいを正した。

「仕え甲斐がいがあるぞ。俺は将来この国随ずい一いちの陰おん陽みよう師じになる男ゆえな」

『え……あ。ちょ、ちょっと待て！』

　ハルは総毛立てて、ひっくり返った声を上げた。

『おおお前、いきなり何言い出すんだっ。なんで俺……てか、この国随一？　ばか！　ついさっき、あんだけ怒られたくせに、全然反省してないじゃないかっ。それに、えっと』

「うん？　いっぺんに色々申すな。一つずつにしろ」

『お前がいっぺんに滅め茶ちや苦く茶ちや言うからだろ！　でも……じゃ、じゃあ、どうして、俺？』

　とりあえず、一番聞きたいことを尋ねる。

　なぜ、時輔が自分を式神にしたいと思ったのか、本気で分からない。

　自分は時輔に、いいところなんて一つも見せていない。それどころか、握り飯や薬を恵めぐんでもらったり、施ほどこしを受けたことに気づかずひどい態度を取ったり、知らないうちに、時輔の心の疵きずを抉えぐるようなことをしたりと、悪いことばかりした。それなのに、どうして？

　どきどきして落ち着かない心を持て余しつつ返事を待っていると、時輔は人差し指を唇くちびるに当て、考えるように視線を彷徨さまよわせた。

「色々ある。立派過ぎる腹の音。愉ゆ快かいな食いっぷり。ぷよぷよふかふかした狸腹」

　そう言って、ハルの腹をぽんぽん叩たたくので、ハルは身を翻ひるがえし、体を丸めて腹を隠かくした。

『な、なんだ、それ！　お前、選ぶ理由がおかし過ぎる……』

「それから、手負いでありながら、あれほど大きな狐火が出せる力。強敵にも臆おくせず突っ込んでいく度胸。己おのれに冷たくした相手のことも気き遣づかえる慈じ愛あいの心」

『……へ？』

「そして何より、庇われて死なれることの辛つらさを、分かってくれている」

　ハルが息を吞のむと、時輔は顔を近づけてきた。

「お前ほどの妖……いや、男、そうはおらん。ゆえに、お前がよい」

　真っ直すぐに目を合わせ、きっぱりと告げられる。

　ハルは口をあんぐりと開いて、ぽかんと時輔を見つめていたが、突とつ如じよぶわりと全身の毛を逆立てたかと思うと、脱だつ兎とのごとく駆かけ出し、寝具に潜り込んだ。

『お、お前、いきなりなんてこと言うんだよ。ばか！　ばか……ひゃっ！』

　被かぶっていた布を容よう赦しやなく剝はぎ取られて、慌あわてて身を丸め、尻しつ尾ぽで顔を隠す。今、時輔と顔を合わせたら、心の臓が爆ばく発はつしてしまうような気がしたのだ。

「言えと言うたのはお前ではないか。いや、そもそも、なにゆえ真まことのことを言われただけでさように取り乱す？　おかしなやつぞ……わっ」

『ばか！　お前、しばらく喋しやべるなっ』

　ばかばか。尻尾で時輔の膝をぺしぺし叩いて、再び中が真っ赤になった耳ごと顔を隠す。

　狸腹だの、食い意地が張っているだの、平気な顔をして悪口を言ってきたかと思えば、それと同じ顔で、身の置き所がないほど恥はずかしくなるような賞賛を連発してくる。

『お前、訳分かんねえ！』

　なぜか滅茶苦茶恥ずかしくて、胸がどきどきして、どうしていいか分からず上うわ擦ずった悲鳴を上げると、

「そうか。だが、嫌きらいではあるまい？」

　顔を寄せ、そんなことを言ってくる。

　この自うぬ惚ぼれ屋！　思わずそう返しそうになったが、すんでのところで飲み込む。

　そんなことを言おうものなら、意地っ張りな自分は続けて「誰だれがお前なんかの式神になるかっ」と口走ってしまいそうな気がしたから。

　ハルは何も言えぬまま、顔を隠した尻尾の先をちょろちょろ震わせた。

　しばらくして、おずおずと尻尾の陰かげから時輔を覗き見た。

『……この国随一の陰陽師になるって言葉、本気か？』

「ああ。本気だ」

『……そっか。じゃあ……その陰陽師の式神は、この国随一の式神ってことだよな？』

　尋ねると、時輔は目を丸くした。

「……うん？　まあ、そうなるかのう」

『そっか。この国随一の式神……うん。格好いい……かも』

　再び顔を隠して、耳を澄すまさなければならないほどの小さな声で、ぽつりと呟つぶやく。

　返事はなかった。代わりに、頭に何かが触ふれてきた。時輔の小さな掌てのひらだ。

　時輔は何も言わぬまま、ハルの頭を撫なでてくれた。

　ハルも何も言わぬまま、時輔に頭を撫でられ続けた。

　温かくて、優やさしい掌の感かん触しよく。……気持ちいい。すごく、安心する……。
















「……えっと、『あ』は、こえ！」

　どこかで声がする。耳を澄まさなければ聞こえない、舌足らずな童わらべの声。

「そう。いい子だ。なら、次は」

　違ちがう声がした。男の声だ。耳みみ触ざわりのいい……聞くだけでひどく落ち着く柔やわらかな低音。

　この声。それから、ほのかに鼻をくすぐる梅の香かおり。身じろぐと、「うん？」と声が呟く。

「ハル？」と、呼びかけられて、目を瞬またたかせる。

　見覚えのある寝しん所じよとともに、こちらを覗き込む男の姿が夕ゆう闇やみに浮うかび上がる。

　歳としの頃は二十代前半。月白の狩かり衣ぎぬに身を包み、烏帽子えぼしを被った貴族姿の風ふう体ていに、闇夜に浮かぶ月明かりのように優しい色を宿した二ふた重えの瞳ひとみが印象的な、彫ほりの深い精せい悍かんな顔。

　一いつ瞬しゆん誰だれだか分からなかったが、目を合わせるなり浮かべた控ひかえめな笑えみにはっとした。

「……時、輔？」

「うん？　起きるのか？　まだ寝ねておってもよいぞ」

　ハルの頭を撫でて、男……時輔が笑みを深くする。

　その瞳には、人間の男が映し出されている。

　歳の頃は十代後半。鮮あざやかな緋ひ色いろの水干に映はえる、後ろで束ねられた長い黒くろ髪かみ。繊せん細さいな作りの白い顔に収まる、くりっとした大きな二重の瞳をぱちぱちさせながら、時輔が胡坐あぐらを搔かいた片かた膝ひざを枕まくらに丸まっている。

　あれ？　これは、誰だっけ？　とっさに分からず、ハルがもう一度瞬まばたきしていると、白く長い指が口元に触れてきた。

「食い物の夢でも見ていたのか？　涎よだれが出ておる」

「夢？　……そっか、夢か」

　では、時輔の瞳に映る人間は人ひと型がたに化けた自分……と、そこまで思った時だ。

「……って！　涎っ？　ホントか……」

「きゃっ」

　大声を上げた途と端たん、小さな悲鳴がした。見ると、時輔の傍かたわらに二人の童の姿があった。

　一人はころころした子犬を抱えた、歳の頃七、八歳の凜りんとした顔立ちの、直垂ひたたれ姿の童なのだが、頭には大きな獣けものの耳、お尻しりにはふかふかの尻尾がぴんっと立っている。

　もう一人は、その童にしがみつく、直垂を着た茶毛の狗いぬ。

「あ、あれ？　黄き一いち郎ろう、青あおべえ。どうしてここに」

　尋たずねると、獣耳の童、黄一郎は行ぎよう儀ぎよく姿勢を正して頭を下げてきた。それを見た、茶毛の狗……黄一郎の一番目の弟、青べえも兄に倣ならって姿勢を正す。

「は、はい。時輔さまに字を教えてほしくて、まかり越こしました。そしたら、ハルさまがお昼寝中だから、静かにしているならよいと言ってくださって」

「くやしゃって！」

「きゅぅ！」

　青べえと、人語も話せない子犬……黄一郎の二番目の弟、桃もも太たが、元気な声を上げる。

「え？　文字？　お前たちにはまだ早くないか？」

「いえ！　遅おそいくらいです。ハルさまが文字を習い始められたのは、俺よりも小さい時だったと時輔さまにうかがいました。頑がん張ばって遅おくれを取り戻もどさないと！」

「しゃないと！」

「きゅぅ！」

　鼻息混じりに答えるこの山狗三兄弟は、半年ほど前にこの屋や敷しきにやって来た妖あやかしたちだ。

　魔ま物ものに両親を殺され、自分たちも殺されそうになっていたところをハルたちに救われ、そのまま時輔が引き取った。

　彼らはハルと時輔に並々ならぬ恩義を感じており、ゆくゆくはハルのような立派な式神となって二人を助けたい！　と、家の仕事を手伝う傍ら、修練に勤いそしんでいる。

　そんな彼らを見ると、ハルは非常にそわそわした気持ちになる。

　ハルさまは自分たちの目標と言われるのがすごく恥ずかしくて、言われるたびに悶もん絶ぜつしそうになるのだけれど、立派な式神は陰おん陽みよう師じと同じく、滅めつ多たなことでは動じないものだと何かの書物に書いてあったから、一いつ生しよう懸けん命めい我が慢まんして……と、内心色々忙いそがしい。

　実は今も、黄一郎たちが来たことにも気づかず、時輔の膝枕で爆ばく睡すいしていた自分が恥ずかしくてしかたないのだが、ここで取り乱しては恥はじの上うわ塗ぬり。澄まし顔で乗り切り、立派な式神とは何たるかを示さねば。

　彼らには、時輔の立派な式神になってもらわなくてはならない。だって──。

「コホン。そ、そっか。悪かったな。勉学の邪じや魔まをして……うぐっ？」

「ほら、顔を出せ。かように立派な跡あとをつけて。全く、先刻あれだけ食うたというに。相変わらず、強ごう欲よくな狸たぬき腹ばらぞ」

　時輔が懐かい紙しで口元を拭ぬぐってくれたかと思うと、すかさず腹を叩たたいてきた。

　ぽんっ！　と、いやにいい音がした。黄一郎たちが思わずといったようにくすくす笑う。ハルは慌てて体を丸めて腹を隠かくした。

「ば、ばか！　黄一郎たちの前でやめろっ。それに……違うよ。食い物じゃなくて、昔の夢を見ていたんだ」

　話を強ごう引いんに逸そらす。「昔の？」と、黄一郎が首を傾かしげるので、ハルは上体を起こし、「そ。俺と時輔が出会った時の夢」と言って、黄一郎の膝の上にいた桃太を抱だき上げた。

「そん時はな、俺は桃太みたいな獣で、時輔は腹の音以外くそ可愛かわいくないガキんちょでさ」

「うむ。格好良さが溢あふれ出ておったゆえな。愛らしくないのは致いたし方ない」

　しれっとした顔で頷うなずく。ハルは「ばか」と呟き、唇くちびるを尖とがらせた。

　この男、烏丸時輔の式神になって十五年。

　色んなことがあったし、お互たがい容姿もだいぶ変わったけれど、初対面時に抱いだいた印象……変で困ったやつという認にん識しきは、今も変わっていない。

　なんというか、この時輔という男は色々ずれている。

　例えば、ハルたち式神に対しての態度。

　普ふ通つうの陰陽師は基本、式神を道具として扱あつかう。よく言って愛あい玩がん動物か。しかし、時輔ときたら、「式神は相棒」という言葉どおり、狐きつねのハルを自分と同等に扱った。

　平気で自室に上げ、自分と同じものを食わせ、「お前用の寝具をもらえなかったから」と言って、一いつ緒しよの床とこに寝かせる。

　──お前がこの国随ずい一いちの陰陽師になるなら、俺はこの国随一の式神になるぞ！

　ハルがそう宣言すると、では一緒に頑張ろうと頷き、ハルに文字を教え一緒に勉強したり、鍛たん錬れんを積んだりするようになり……と、時輔が外出する時以外は、何をするのも一緒になった。

　狐相手にかなり奇き異いなことだが、時輔の奇行はそれに止とどまらない。

　時輔はハルの他ほかにも式神を従えた。偵てい察さつや治ち癒ゆの力などに秀ひいでた非ひ戦せん闘とう要員の鼠ねずみや小鳥、亀かめや蛙かえるといった小動物や、草や木の精せい霊れいだ。そのものたちに対しても、ハルのように連れ回さないまでも、あくまで人間のように接する。

　面めん倒どうもしっかり見てくれる。ハルたち式神にしてみれば、この上なく立派な主人だ。

　しかし、常人にしてみれば、室内を鼠や蛙を引き連れて歩いたり、妖と一緒に木に登ったり泥どろまみれになったりする貴族の童などたまったものではない。

　おまけに、時輔は身だしなみにとことん無む頓とん着ちやくで、舎人とねりたちが洗おうとしても、このくらい平気だと言い張り、すぐ逃にげてしまう。

　──そちというやつは！　それでも由ゆい緒しよ正ただしい烏丸の男子かっ。

　時定は何度も叱しつ責せきした。こんな生活を続けていたらいつか山やま猿ざるになるぞと。

　ハルは何度も頷いた。自分たち妖と仲良くしてくれるのは嬉うれしいが、時輔はあくまで人間、貴族様だ。それ相当の作法は身につけないといけない。本人には言えないが、せっかくの綺き麗れいな顔がもったいない。だが、時輔ときたら時定に注意されるたびに、

　──時定兄、せっかくの綺麗なお顔が台無しです。時定兄の性格の悪さを誤ご魔ま化かす大事なものですのにと。

　真顔でそんなことを言うものだから、時定は怒いかり、すぐ匙さじを投げてしまう。

　他の者も同様。時定のように煙けむに巻まかれるか、逃げられてしまう。だが、ハルだけは違った。

　──時輔、火傷やけどの薬を塗ぬる時間……ああ。手に泥がついてる。着物が汚よごれるから早く洗え。

　──別に、これくらい大事ない……。

　──駄だ目めだ！　俺は山猿が主あるじなんてごめんだ。格好良いい主がいい。だからほら、早くしろ！

　ハルは時輔が何を言おうと頑がんとして聞かなかった。逃げ出したら、どこまでも追いかけた。

　しかし、時輔はいっこうに行いを改めようとしない。大事ないの一点張り。

　全く！　普ふ段だんは呆あきれるくらい大おお雑ざつ把ぱなくせに、変なところで頑固なやつだ。

　こうなったら、自分が時輔の世話を焼くしかない！　だが、獣姿の自分では、時輔の体を拭ふいたり服を着せ替かえたりするのは不可能だ。なので、時輔に隠れてこっそり鍛錬を重ねて……。

　──時輔、だあれだ？

　──うん？　その声はハルか……わっ！

　背後から時輔の目を覆おおっていたハルの手を取り振ふり返った時輔は、珍めずらしく声を上げた。

　獣の耳と尻しつ尾ぽがついているが、人型になったハルが全ぜん裸らで立っていたのだから無理もない。

　──そ、その姿、いかがした……。

　──うん？　お前を小綺麗にするためになったに決まってる。狐の姿じゃ、服着せたり何だりできないから……なんだ、その顔。お前のせいだぞ！　いくら言っても聞かないなら、俺が世話してやるしかないじゃないか。ほら。分かったら、その汚きたない服脱ぬげ……。

　──いや、まずは服を着ろ！　その姿は、その……。

　──へ？　ああ……そういや俺、服の着せ方知らないんだった。教えてくれ！

　──いや……だから、そうではなくて……っ。

　参った。ハルを抱き締しめて、くぐもった声を漏もらす時輔に、ハルは鼻を鳴らした。

　──そうか、参ったか。ふふん、いい気味だ！

　それ以降、時輔はハルからの世話だけは文句一つ言わず全すべて受け入れてくれるようになった。

　猛もう特とつ訓くんして人型になったハルに言われては、さすがの時輔も観念したらしい。

　おかげで、身なりに関してはかなりまともになったと思う。

　ハルに日々世話を焼かれ磨みがかれて貴族然としていく時輔を見るのは、実に小気味よかった。

　けれど、どんなに頑張ってもどうにもできないこともあった。例えば和歌。

　──時定兄、一首できました。「はらへった　今日も鳴る鳴る　ぽっこり腹」

　何度時輔と一緒に歌の講義を聞いても、自信満々に時輔が詠よんだこの歌のどこが、時定を卒そつ倒とうさせてしまうほどひどいのか、さっぱり分からない。

　これじゃあお前に歌を教えてやれないと耳を下げるハルの頭を、時輔はぽんぽん叩いた。

　──案ずるな。これは喜ばしいことぞ？　俺は時定兄が得意な歌が下手。時定兄は俺が得意な陰陽道が下手。これならお互い、困った時に助け合え、ずっと仲良うしていられる。

　めでたしめでたし。そう言って笑う。確かに一理あると思うが、考えが甘過ぎないか？

　今の、子どもの時分ならまだいいかもしれないが……大人になれば考えを改めるだろうか？　だが、十五の時……本格的に陰陽師としての仕事を任せてもらえるようになった矢先、時輔は烏丸の家を出ると言い出した。しかも、その理由が、

　──雅みやびな暮らしは性しように合わん。俺はのびのび暮らしたい。

　お気楽過ぎて、ハルは軽く眩暈めまいがした。

　──貴族のくせに何言ってんだ。てか、家出てどうする気だ。住むところは？　家事は？

　説教すると、時輔は朗ほがらかに笑って、いつもの調子でこう言った。

　──案ずるな。住むところは時好兄が用意してくださるし、奥向きのことは、式神たちが何とかしてくれよう。

　他力本願にも程ほどがある言葉に、ハルは全身の毛を逆立てた。

　──お前滅め茶ちや苦く茶ちやだ！　付き合い切れねえっ。

　──そうか。しかし、ついて来てくれよう？

　なんだ、その返し！　意味が分からない。だが、何の疑いも持たぬ真っ直すぐな瞳ひとみでそう言われると、もう駄目で……ああ。

「本当……今思い返しても、時輔はいつだって滅茶苦茶だ」

　お前たち、とんでもないやつに拾われちまったなあ。桃太の、小さい頃ころのハルに負けず劣おとらずのぽっこり腹をくすぐりながら言うと、黄一郎がこくこく頷いた。

「はい！　時輔さまは京随一の陰おん陽みよう師じさまで、身寄りのない俺たちを拾ってくれて、こんな……文字まで教えてくださって……時輔さまはとんでもないです。すごく優やさしいです！」

　ちぎれんばかりに尻尾を振り、黄一郎が力説するので、ハルは「ええ？」と声を漏らした。

（いや、そういう意味で言ったんじゃ……まあ、間ま違ちがっては……いないけど）

　……そう。黄一郎の言うとおり、滅茶苦茶でも何でも、時輔はすごい。宣言どおり、この若さで京随一と謳うたわれるほどの陰陽師になってしまったのだから。

　それに……すごく優しい。

　ハルをはじめ式神たちに対しては勿もち論ろんのこと、一見ただの我が儘ままにしか思えない言動も相手を慮おもんぱかってのものだ。

　服を汚してしまうのは、式神たちの世話に夢中になるあまりのこと。汚れた服を着替えるのを嫌いやがっていたのは、一々洗せん濯たくする手間をかけさせたくなかったからで……お人ひと好よしなのだ。馬ば鹿かみたいに。

　そういう男だと分かっているから自分は……と、思っていると、時輔がふんと鼻を鳴らした。

「とんでもないのはハルの腹の虫だ。俺などまだまだ」

「うん？　当然だ。俺の腹の虫を何だと……おい！　腹の虫のことは言うな。でも」

　ハルは視線を、自身の体へと落とした。その時、御み簾すの向こう側から女の声がした。時輔が使し役えきしている蛇へびの式神の声だ。

『時輔様。迎むかえのお車が参りました』

　時輔は「ご苦労」と声をかけて立ち上がると、黄一郎たちに向き直った。

「ではお前たち。皆みなの言うことをよく聞いて、留守をしっかり守ってくれ」

「は、はい！　時輔さまもハルさまもお気をつけて」

「いっ……しゃい！」

　青べえも兄と同じように頭を下げ、嚙かみながらも元気よく挨あい拶さつする。桃太は頭を下げ過ぎてでんぐり返りしてしまった。

　とても微笑ほほえましい、温かな光景。だが、これから行こうとしているところは──。

　ハルは黄一郎たちに笑えみを返すと、歩き出した。その顔には、先ほどまでの屈くつ託たくのないものとはうって変わった、どこまでも鋭えい利りで張り詰つめた表情が浮ういていた。













　今回の依い頼らいは、藤ふじ原わらの成なり平ひらという貴族からのものだ。ハルは貴族社会のことは何も知らないので分からないが、時輔曰いわくかなりの実力者なのだと言う。

　その成平、最近、売りに出ていたとある別べつ荘そうを購こう入にゆうした。

　さほど大きくない、質素な造りの屋や敷しきなのだが、数ヶ月前に亡なくなった、この屋敷の前の持ち主が手塩にかけて造ったのだという庭が、実に見事なものだったので購入を決めた。

　怪かい異いは、その庭で起こった。

　庭には桜の木が数本植えられているのだが、そのうちの一本が先日花をつけた。

　枝がたわむほどたくさんの花を、霜しもの白で覆い尽つくされる、睦む月つきのこの時分にだ。

　色もおかしい。いやに赤くて黒みがかっている。その色が血を連想させ、薄うす気き味みが悪い。

　とはいえ、それ以上何かが起こるわけでもないので放ほうっておいたのだが、三日前。あるものに気がついた。

　木の根元から生えている枝が、まるで骸がい骨こつの腕うでのような形をしている。

　しかもそれが、恨うらめしそうに屋敷に向かって伸のばされているものだから急に怖こわくなって、慌あわてて顔見知りである時好を介かいして、時輔に依頼してきたというわけだ。

　話を聞き終えた時輔は、今夜別荘に伺うかがうことと、あるものを用意しておいてくれるよう返事を出し、魔ま物ものを打ち払はらうための準備をするようハルに命じてきた。

　怪異を引き起こしているのは魔物かと尋たずねると、時輔は首を振った。

　──まだ分からん。だが、念のためだ。

　言葉少なにそう返してきた時輔の瞳は、どこか悲しげだった。

　何か思うところがあるのだろう。だが、ハルは何も言わず頷うなずいた。

　自分の仕事は魔を滅めつし、時輔を守ること。今はただ、それに集中すればいい。

（時輔には一筋の傷だってつけさせない！）

　藤原邸ていに向かう牛ぎつ車しやに時輔と二人で揺ゆられながら、持ってきた得物を再度確かく認にんしていると、時輔がハルの膝ひざを扇おうぎの先で突つついてきた。

「先ほど、何と言いかけたのだ」

「え？　……いや、別に大したことじゃ」

「申せ」と、端たん的てきに、けれど、優しい響ひびきのする声こわ音ねで促うながされる。

　その声で訊きかれると駄だ目めで、ハルは渋しぶ々しぶながらも、「本当に大したことじゃない」と断って、もう一度、己おのれの細身へと目を落とした。

「食しよく欲よくと腹の音はどんどん立派になってくのに、どうして体はこう……ひょろひょろのチビのまんまなんだろうって、思ってさ」

「それは……狐きつねは狗いぬや熊くまと違ちごうて、骨格が華きや奢しやゆえな。相応の体格ぞ」

「でも、あんなに食って鍛きたえてるんだから、ムキムキの大男になったっていいはずだ！」

「ムキムキ……なりたいのか？」

「おう！　そしたら……そ、そのほうが強そうで格好いいだろ！」

　不自然な間を置いて声高に主張すると、ハルは自分の華奢な白い手に目を向けた。

　この平安の世において、式神は一応認知されてはいるが、基本異形のものが公おおやけの場に姿を現すことは禁じられている。

　ゆえに、ハルが外出する時は、管狐用の管の中に入って時輔に運んでもらうのが常だった。唯ゆい一いつ管から出られるのは、魔物を倒たおす時だけ。

　それが式神の当たり前なのだが、ハルはいつもそれを口くち惜おしく思っていた。

　もっと時輔の役に立ちたい。並んで外を歩き、時輔が見る世界をともに見たい。だが、そんな甘い考えは、時輔が野盗の襲しゆう撃げきを受け、怪け我がをしたことで雲散した。

　式神は一度管の中に入ったら、主あるじが呪じゆ文もんを唱えるまで出ることができない。

　自分は時輔の懐ふところの中にいながら、襲おそわれる時輔を助けることができなかった。

　時輔をはじめ、他ほかの式神たちも「お前のせいではない」と慰なぐさめてくれたが、ハルには何の気休めにもならなかった。

　今のままでは駄目だ。いついかなる時であろうと、時輔を守れるようにならないと！

　外に出るためには、完全な人型になるしかない。神しん獣じゆうではない、ただの狐の妖あやかしでしかないお前には無理だと言われたが、諦あきらめられなくて何でもやった。

　必死に鍛たん錬れんを重ねて、それから……それから──。

　そして二ヶ月前、ようやく完全な人ひと型がたになることができ、時輔と一いつ緒しよに外に出たのだが、

　──これはこれは烏丸様。お仕事に稚ち児ごをお連れになるとは、優ゆう雅がなものですなあ。

　時輔の横に並び立ったハルを見るなり、ある貴族はそう言った。

　時輔は気にするなと言ってくれたが、その時のことを思い出すと、じくじく胸が痛む。

　前々から、己の貧相な容よう貌ぼうを気にしていただけに、ひどく悲しかったが、それ以上に心を占しめたのは、稚児を連れていると言われた時の、時輔の顔。

　一いつ瞬しゆんだったが、すごく怒おこっていて……その顔が今でも忘れられない。

　時輔は職しよく業ぎよう柄がら、家族以外の前で感情を顔に出すことはまずない。

　思わず顔に出してしまったということは、相当腹が立ったということで……当たり前だ。時輔は陰陽師としての己に誇ほこりを持っているのだから、腹が立たないわけがない。

　自分のせいで時輔が侮ぶ辱じよくされ、嫌な思いをした。それが悲しく、やるせなかった。

　そして、己おのが容姿がひどく憎にくらしかった。

　後で知ったことだが、時輔は巷ちまたでは「白梅の君」と囁ささやかれているのだという。

　全すべてを凍こおらせ押し黙だまらせる、強大な冬のごとき魔物たちに屈くつすることなく、凜りんと立ち向かうその気高き姿は、まるで雪に映はえる白梅のごとしと。

　実を言うと、ハルはかねてより、「時輔は梅の花みたいだなあ」なんて、歳としを重ねるごとに凜り々りしく美しい男へと変へん貌ぼうしていく時輔にどきどきしながら、心密ひそかに思っていた。

　時輔に着せる着物を、いつも白いもので誂あつらえさせ、白梅の香こうを焚たきしめたりするほど。

　しかし時定曰いわく、時輔の顔は彫ほりが深過ぎる、凸でこ凹ぼこだらけの不細工なのだそうで……確かに、時輔が顔以外取り柄えがないというだけあって、時定は時輔以上に華はなやかで綺き麗れいな顔立ちをしているが、でも……それでも！　と、非常に面おも白しろくないもやもやした想おもいを抱かかえていた。

　だから、白梅の君という噂うわさを聞いた時、ほらやっぱり皆もそう思うよなあと嬉うれしく思っていたのに、自分はその、美しく清らかな花に泥どろを塗ぬってしまった。

　それでなくても、今まで知る由よしもなかった外の世界での作法や決まり事など、分からないことだらけで、粗そ相そうばかり繰くり返しているのに。

　これ以上、時輔の足を引っ張りたくない。面めん倒どうなやつだと思われたくない。

　できるだけ……時輔には、自分との思い出はいいものだけを残しておきたい。

　だから毎日、一緒に歩いても時輔が馬ば鹿かにされない普ふ通つうの容姿になれるよう、たくさん食べて鍛えているのだが、背はいっこうに伸びないし、体も貧相なまま。

「こうなったら、自在に姿を変形できる術でも会え得とくしようかな。あったよな？　確か」

　忌いま忌ましい瘦そう身しんを軽く叩たたくと、向かい合わせに座っていた時輔がわずかに眉まゆを寄せた。

「あるにはあるが、必要ない」

「？　何でだ。色々できる式神のほうが、お前もいいだろ……」

「いらん。お前は今のまま、ありのままの姿でいればよい」

　ハルの言葉を遮さえぎり言い切るので、ハルは目を白黒させた。

「な、なんで、そんな……」

「俺は、ありのままのお前が好きなのだ」

「そうか。それなら……っ！」

　頷きかけてぎょっとする。

　時輔は真顔でこちらを見ていた。この男は大たい抵てい真顔なので、普ふ段だんどおりと言えばそうなのだが、今は何というか、それが無む性しように恥はずかしい。身がちりちりと焼かれるように熱くなる。

　ハルは慌てて、みるみる朱しゆに染まっていく顔を隠かくすようにして体を丸めた。狐の時から抜ぬけない、ハルの癖くせだ。

「と、と、突とつ然ぜん訳分かんねえこと言ってんじゃねえよ！　ばか、ばか時輔！」

　全身を羞しゆう恥ちで震ふるわせ、裏返った声で抗こう議ぎしたが、時輔ときたら、

「当たり前のことを言われたくらいで狼狽うろたえるな。相変わらず、大げさなやつぞ」

　美しい顔に涼すずしげな笑みを浮うかべ事もなげに言うので、ハルは「うー！」と唸うなった。

　この男のこういうところが、昔から大だい嫌きらいだ。

（俺がお前のことどれだけ好きか、知らないから平気でそんなことが言えるんだ！）

　時輔の鈍どん感かん！　にぶちん！　胸の内で盛大に罵ののしる。だが、

「とはいえ、そういうことなのでな。たまには狐の姿に戻もどれ。その腹も叩くとよい音がして小気味よいが、あのふかふかの狸たぬき腹ばらも恋こいしいぞ」

「！　それは……駄目だよ！　言っただろ。完全な人型に化けるのは大変なんだ。それに」

　ハルが言い淀よどんだ時、ごとりと音を立てて、牛車が止まった。

『烏丸様、着きましてございます』







　手て狭ぜまな屋や敷しきと聞いていたが、有力貴族と言われるだけあって、成平の別べつ荘そうは時輔のそれとは比べ物にならないほどに広く、造りも絢けん爛らんだった。

　こんなに広いと迷子になりそうだと思いつつ、舎人とねりに案内された庭には、上等な直衣のうしを着た壮そう年ねんの貴族が待っていた。依い頼らい人の成平だ。

「烏丸様、よくぞおいでください……っ！」

「何か？」

「え？　あ……いえ、お待ち申し上げておりましたぞ」

　気を取り直したように笑って、成平が深々と頭を下げる。時輔の後ろに控ひかえるハルは、どきどきと高鳴る胸を持て余しつつ、懸けん命めいに表情を引き締しめていた。もう二度と稚児などと言われぬよう、凜とした立ち居振ふる舞まいをしなければ！　と、腹に力を込めた途と端たん。

　ばりゅるるる。

「！　こ、これは、何の音……」

「警告音です」

　内心狼狽えまくるハルをよそに、時輔がやんわりと返す。

「この者は私の式神でして、悪あしき気を感知した時は音が鳴るよう術を施ほどこしているのです」

「なんと！　では」

「この屋敷は悪しき気に満ちているようです。……して、例の桜は？」

　さりげなく、ハルに小さな巾きん着ちやくを渡わたし、時輔が成平に先を促す。

　受け取った巾着の中身を見てみると、ハルの好きな唐から菓が子しが詰つまっていた。

（……ごめん、時輔）

　こっそり唐菓子を口に放ほうり込み、赤くなった顔を俯うつむけつつ時輔たちの後に続く。

「こちらでございます」

　成平に案内された先には、立派な桜の木が植えられていた。

　話に聞いたとおり、まだ睦む月つきだというのに満開の花をつけて……しかも、花がいやに赤みを帯びているせいか、禍まが々まがしい不気味さを醸かもし出している。

「ただの狂くるい咲ざきかと思うていたのですが、このようなものが生えてくると、さすがに」

　成平が扇おうぎで指し示した先には、骸がい骨こつの手のような形をした枝が生えていた。しかもそれは屋敷に向かって、何かを求めるように伸のびている。

「なるほど。……例のものは、用意していただけましたか？」

　成平は頷うなずき、そばに控えている舎人が持っている着物を示した。

「はい。この屋敷の前の持ち主……松まつ林ばやし殿の持ち物、とのことでしたので、屋敷に残っていた着物をこうしてご用意いたしました」

「ありがとうございます。では、少々失礼して」

　時輔は着物の裾すその端はじを切り取った。それを、懐から取り出した藁わら人にん形ぎようの中に埋うめ込む。

「あの……それが、此こ度たびのこととどのような関かかわりが」

「後ほどご説明いたします。それでは」

　人差し指と中指を立て、例の枝に軽く添そえると、小さく呪じゆ文もんを唱える。

　枝の手が、ぞわりと指を動かした。

「ひっ。こ、これは……っ」

「成平様、舎人たちとともに、少々お離はなれになっていてください。そして、これから目の前で何が起ころうとも、決してお声を出されませぬよう」

　念を押し、成平たちを下がらせると、時輔はここで初めてハルに視線を寄よ越こしてきた。

　ハルが頷いてみせると、時輔は再び人差し指と中指を枝に添え、呪文を唱え始めた。

　ぞわり、ぞわりと、指の部分が動き始める。しかもそれは、みるみる大きくなっていくとともに、色も変わり始めた。

　濃こい茶色から、月明かりを溶とかし込んだような白色へ。

　完全な白になった時、枝は地面に手をつき、強く押した。

　ぼこりと音を立て、地面から何かが出てきた。

　巨きよ大だいな髑どく髏ろだった。次に肩かた、もう片方の腕うで、鎖さ骨こつ、肋ろつ骨こつ……と、次々に出てきて、ついには十尺以上はありそうな骸骨が姿を現し、両手両足をついた四つん這ばいの格好で、がちがちと歯を鳴らし、あたりを見回し始めた。

　ハルは固かた唾ずを吞のんで見守る。頼たのむから、心までは魔ま物ものになっていないでくれと。

　けれど、骸骨は足元にいた時輔を認めた瞬しゆん間かん、叫さけび声を上げて両腕を天高く突つき上げた。

（……駄だ目めか）

　ハルがわずかに顔を歪ゆがめると同時に、突き上げられた両の拳こぶしが時輔へと振ふり下ろされる。

　刹せつ那な、赤い閃せん光こうが骸骨めがけて突っ込んだ。

　ハルだ。巨大な鉤かぎ爪づめを装備した腕を振るい、勢いよく薙なぎ払はらう。

　骸骨の両腕がつけ根から、音を立てて砕くだけ散る。が、ハルの動きは止まらない。骸骨の頭上へと舞い上がり、一気に急降下して、鉤爪を骸骨の背に容よう赦しやなく突き立てた。

　両腕を失った骸骨はそのまま体勢を崩くずし、地面に串くし刺ざしにされた。

　がちゃがちゃと骨と骨とを打ち鳴らして、骸骨が暴れ狂ったが、ハルが深々と刺さし貫つらぬいた鉤爪はびくともしない。ここで、ハルは時輔へと目を向けた。

　時輔はいつもどおりの真顔でこちらを見ていた。

　骸骨が地中より出てきた時のまま、一歩も動いていない。それが……ハルは必ず、自分に害が及およぶ前に骸骨を押さえてくれるという、揺ゆるぎない信しん頼らいの証あかしだと思うと胸が熱くなったが、仕事中に感情を顔に出すのはご法度はつと。こちらも無表情を貫いて、時輔に目配せした。

　時輔が頷き、一歩前に踏ふみ出す。

「もうし」

　声をかけると、骸骨はおぞましい鳴き声を上げ、よりいっそうがちがちと歯を鳴らした。

　時輔はその様を眉一つ動かさず見つめていたが、ふと、先ほどの藁人形を骸骨に向けて放った。

　骸骨が大口を開け、藁人形に喰らいつく。体から首だけを離し、喰らいついてきたのだ。

「オウ……オウ……捕マエタ。ヨウヤク、捕マエタゾ！　嬉シヤ。アナ嬉シ」

　藁人形を嚙かみ砕き、髑髏がせせら嗤わらう。若い女の声だ。

「許サヌ。決シテ……許サヌ。何ガ愛いとオシイジャ。何ガ生カシテオケヌホド想おもウテオルジャ。知ラヌ知ラヌ！　オ前ニモ、ワラワト同ジ苦シミヲ！」

　藁人形を咥くわえたまま、髑髏が転がっていく。

　例の狂い桜の根元まで来た時、それはふっと音もなく消えた。

　刹那、ハルが押さえていた胴どう体たいも霧きりのように消えてしまった。

「もう、お声を出して結構ですよ」

　胴体が消えるのを見届けて、時輔が成平たちへと振り返る。

　成平と舎人たちは青い顔で腰こしを抜ぬかし、尻しり餅もちをついた状態で震えていた。

「お、終わりましたのか？」

「いえ、まだです。今から、この木の根元を掘ほっていただきたく」

「ええっ？　あの化け物が消えた、その木の根元を？」

「はい。それで、全すべてが終わります」　>>>♥

　成平は震えながらも頷き、舎人たちに時輔が指示した箇か所しよを掘らせた。

　しばらくして、掘っていた一人が「あっ」と声を上げた。

「軀むくろだっ。人の軀があります」

「む、軀だとっ？」

「は、はい。人相はもう分かりませぬが、身なりから察するに女おな子ごのよう……あ。口に藁人形を咥えています」

　成平は思わずといったように時輔へと向き直った。時輔が深く頷いてみせる。

「おそらく、この御ご仁じんは松林様に殺あやめられ、ここに埋められたのでしょう。経緯いきさつは、先ほどの言葉から察するに、ありきたりなものでございましょう」

「痴ち情じようのもつれ……ですか。では、この桜やあの枝は、己おのれを殺めた松林殿どのへの怨おん念ねんの表れ」

「はい。しかし、本人を見るまで確証がありませんでした。ただここから外に出たかった、ということも十分考えられましたので」

　時輔のその言葉に、成平は少し戸と惑まどいの表情を浮うかべた。

「あの……一つ、よろしいですか？　あなた様のお力なら、このような回りくどいことをなされずとも、あの魔物を退治できたはず。それなのに、なにゆえ」

「……確かに、退治するだけなら簡単にできました。ただ、そうすると、あの方の魂たましいを完全に破は壊かいすることになる。それは避さけたかった」

「……」

「あの方は鬼おにになりたくてなったわけでもなければ、鬼になって苦しみから解放されたわけでもない。ずっと苦しんできた。ならば、よいではないですか。どんなに歪いびつであろうと何だろうと、思いを成じよう就じゆし、この世から……苦しみから解放されても」

　淡たん々たんとした口調ながら、どこまでも優やさしい声こわ音ねのその言葉に、ハルの胸はぎゅっと詰まった。十五年前、「お化け」と叫ばれ、誰だれにも助けてもらえなかった自分に、そっと手を差さし伸べてくれた時輔の顔を思い出したせいだ。

「……ああ」

　ふと、男の掠かすれた声がした。見ると、成平が笑っているような、泣いているような、何とも言えない表情で時輔を見つめていた。

「ご容よう貌ぼうだけでなく、そのご慈じ愛あいに満ちた御お心こころ、時とき道みち様そっくりだ」

　どきりとした。時道とは、時輔の亡父の名前……そう言えば、時輔の顔を見た時、成平はとても驚おどろいた顔をしていた。あれは、時道を知っていたから驚いたのか。

「実は私、時道様にも何度か仕事の依い頼らいをしたことがあるのです。そして、時道様もあなた様と同じことをおっしゃっていた。『鬼が救われても、よいではないですか』と」

（……まずい）

　時輔にその話をしては駄目だ。時輔を庇かばって、時輔の目の前で殺された父親の話なんて！

　だが、ハルの焦あせりなど知る由よしもない成平は話し続ける。

「時道様は誠まことに、素す晴ばらしい御仁でございました。稀き代たいの天才陰おん陽みよう師じと褒ほめそやされようが、決して驕おごらず、魔物にまで慈悲深くて」

　恐おそる恐る時輔の様子を窺うかがう。完全なまでの無表情だ。感情の欠片かけらも見えない。でも。

「ですから、時道様が殺されたと聞いた時はひどく悲しかった。なにゆえあのような方がと。けれど、今夜……時道様と見まごうばかりに立派な陰陽師になられたあなた様を見て、心が少し晴れた気がいたします」

　時道様も喜んでおられましょう。成平のその言葉に、時輔は何も言わず深々と頭を下げた。

　成平は嬉うれしそうに会え釈しやくし返していたが、ハルの胸はじくじく痛んだ。

　時輔のその行こう為いが、無表情を保てなくなったゆえのことだと、察してしまったから。







　その後、成平はぜひ見送らせてくれと言って、帰りの牛ぎつ車しやの中に乗り込んできた。

　きっと、時道のことを話すために違ちがいない。ハルは断ろうとしたが、時輔に「大だい丈じよう夫ぶだ。心配するな」と言って遮さえぎられた。

（……時輔、大丈夫かな）

　ざわついてしかたがない胸を持て余しつつ、二人を乗せた牛車の後に付き従う。

　時輔の屋や敷しきにたどり着き、時輔が牛車から出てきた時。一いつ瞬しゆんだが、時輔の顔がひどく強こわ張ばっていたのを、ハルは見み逃のがさなかった。

　駆かけ寄ると、時輔は薄うすく笑い、ハルの頭を軽く叩たたいた。

「全くな。鬼退治以外の仕事もする羽目になるとは思わなかった」

　時好兄に追加料金をもらわねばな。そんな軽口を叩いて、屋敷へと入っていく。その姿はいつもどおりだったが、無理をしているようにしか思えなくて、ハルは慌あわてて後を追いかけた。

「時輔。あの……」

「時輔さま、ハルさま。おかえりなさいませ！」

「ませえ！」

　ハルの言葉を、鼠ねずみや小鳥の式神たちとともに出で迎むかえてくれた黄一郎と青べえの声が遮る。ハルは一瞬迷ったが、すぐに満面の笑えみを浮かべて答える。

「うん、ただいま。……あれ？　桃太は？」

「それが、先刻より姿が見えぬのです。あやつは寝ね坊ぼ助すけゆえ、どこかで寝ておるのやも」

「そうだな。もう夜遅おそいし。うん？　青べえ、お前も眠ねむそうだな……？」

　重たそうな瞼まぶたを前足で擦こする青べえの頭を撫なでてやっていると、黄一郎が袖そでを引っ張ってきた。

「ハルさま、聞いてください！　俺、すごくいいことを思いついたんですよ」

「……いいこと？」

「はい。ハルさま、昨日炊たきたての温かい飯は格別美味うまいっておっしゃっていたでしょう？　で、俺考えたんです。握にぎり飯にして、懐ふところで温めておけば飯は冷えないはずだって！」

「わあ！　それ、すごくいい考えだ。黄一郎は頭がいいなあ」

　ハルが素直に感かん嘆たんの声を上げると、黄一郎は風切り音が聞こえてくるほど、大きな耳と尻しつ尾ぽをばたつかせた。青べえも兄が褒められて嬉しいのか、先ほどまでの寝ね惚ぼけ眼まなこをぱっちり開き、黄一郎に負けないくらい尻尾を振ふった。

「お褒めに与あずかり光栄です！　あ、時輔さまのもあるんですよ。お二人で食べて……ああっ」

　喜び勇んで懐に手を突つっ込んだ黄一郎は声を上げた。懐から出てきたのが、握り飯ではなく、桃太だったのだから無理もない。

「桃太っ。どこに行ったのかと思ったら、こんなところにいたのか！　って、握り飯は」

「ここのようだぞ」

　時輔が桃太のぽっこりお腹なかを扇おうぎで指し示す。よく見ると、桃太の口の周りには無数のご飯はん粒つぶがついている。その上、「ぷぅ！」と大きなげっぷまでして、前足で満足そうにぽっこり腹を叩くではないか。黄一郎の耳と尻尾が総毛立つ。青べえも負けずに毛を逆立てる。

「桃太！　お前ってやつは、今日という今日は許さないっ」

「ゆゆしゃない……わっ」

「さように怒おこるな。桃太が今、握り飯よりもっとよいものを出すと申しておるゆえ」

　ぴょんぴょん跳はねる青べえを抱だき上げ、頭を撫でてやりながら、時輔がそんなことを言う。

「へ？　もっとよい？　それって……」

　首を傾かしげる黄一郎に笑いかけると、時輔は扇を広げ、桃太に向かって扇あおぎ始めた。

　すると、桃太の口の周りについたご飯粒がぽろぽろと離はなれ落ちていき、床ゆかについた瞬間、かつんと硬かたい音がした。見ると、そこにはたくさんの大きな栗くりが散らばっていて──。

「え？　え？　ご飯粒がどうして、栗に……あれ？」

「わあ！　くぃい！」

　驚きよう愕がくする黄一郎をよそに、青べえが歓かん声せいを上げる。桃太も美味おいしそう！　とばかりに、「きゅぅ！」と鳴いて目を輝かがやかせる。

　それはひどく優しくて、温かい光景。そして、この場にいる全員が、時輔に救われた事実。

　何一つ持っていなかった自分たちに、家と家族と生きる目的と……数え切れないほどたくさんのものをくれた。すごく、幸せだ。でも、時輔は──。

「ほ……ほら！　お前たち、今日はもう寝ろ。時輔はもう疲つかれてるから」

「うん？　いや、俺は別に……っ」

「噓うそ吐つけ。俺を騙だませると思うな。ほら、黄一郎。青べえを受け取ってやってくれ」

　自分より一回り大きな時輔を軽々と横抱きに抱かかえ上げ、時輔が抱いていた青べえを黄一郎に託たくすと、眠くても起きて出迎えてくれたことへの礼を述べ、その場を辞した。

「おい。あのように性急に辞さずともよかろう。せっかく黄一郎たちが……っ」

　寝しん所じよへ連れて行き、褥しとねの上に下ろすなり抱きつくと、時輔は口を閉じた。

「体、すごく冷えてる。……痛かったろう？　火傷やけどの痕あと」

　体を密着させたまま、そばにあった着物を手た繰ぐり寄せ、時輔に羽織らせ、体を擦さする。

「大丈夫か？　何なら、薬塗ぬって……っ」

「ふふん。まこと、世話好きなやつよ。だが」

　時輔はハルと同じように着物を手に取り、ハルに羽織らせてきた。

「俺の古傷が痛むと思うたということは、古傷が痛んだのだな？」

　長く、寒いところを歩かせて悪かったな。大きな体で包み込むように抱き締しめられる。

　大切な宝物を扱あつかうような繊せん細さいな所作に、鼻の奥がつんと痛んだ。

（……人のことばっかり。自分のことそっちのけ）

　いまだに、痛みさえ認にん識しきできないのだろうか。そう思ったら、時輔が十七年前に受けた心の疵きずはまだ癒いえていないのだと思い知らされる。

　一見すると、そんなことはない。泣くわけでも、誰だれかに当たるわけでもない。いつも何の悩なやみもないように飄ひよう々ひようとしていて、自然に誰に対しても優しい。

　だが、それは……矛ほこ先さきが周囲にではなく、自分自身に向けられているだけのことだ。

　初めて出会った頃ころ、時輔の心はたくさんの箇か所しよが壊こわれていた。

　まず、恐きよう怖ふ心というものがない。平気で危ないことをするし、怪け我がをするのも厭いとわない。

　怪我をしても眉まゆ一つ動かさず、ほったらかし。それどころか、食しよく欲よくも眠気もなく、指し摘てきしないといつまでもそれらを満たそうとせず──。

　自分のせいで父親を死なせた。そのことで兄たちに多大な苦労をかけた。そんな自分が許せない。だから、自分を大事にできない？　……いや、そんな単純なものではない。

　自分を大事にしないくせに、時輔は亡なき父と同じ……いや、それ以上の陰陽師になるために、修練に明け暮れた。

　元々の夢でもあったそうだが、それよりも、そうしなければ父の死が無む駄だになってしまうという恐怖のほうが強くて……そんなふうに、時輔の思考は常に父親に占せん領りようされていた。

　そして、それは時輔の心だけでなく、体にまで広がり始める。

　長じていくほどに、時輔は時道そっくりの容貌に変わっていったのだ。ハルは時道を知らないので分からないが、時道をよく知る人から見れば生き写しなのだという。

　つまり、時輔は鏡や水みな面もを見るたび……時道を知る人々と対たい峙じするたび、思い出すだけで辛つらい父親と顔を合わせることになってしまった。

　時道を慕したっていた多くの人々は、時輔の姿を見てとても喜んだ。時道の再来と寿ことほぎ、中には時輔を時道と呼ぶ者までいた。

　常に時道と重ねられ、時道のようになれと言われ続ける日々。

　そんなある日、ハルが時輔の名を呼んでも答えないことがあった。腕うでを摑つかむとようやく振り返ったのだが、虚うつろな声でこう言った。

　──……時輔？　ああ……そうか。それが、俺の名であったか。

　心の底からぞっとした。消えてしまう。このままでは時輔が消えて、時道になってしまう！

　──時輔、行くなっ。俺はお前だからここにいるんだ。他ほかの誰でもない。時輔だから！

　抱き締めて必死に言い聞かせると、ようやく時輔の目に生気が戻もどった。

　時輔は「冗じよう談だんだ。大丈夫だ」と笑っていたが、その後。こっそり部屋を覗のぞき見てみると、時輔は一人、己おのれの姿を映す鏡を素す手でで叩き割っていた。その時の、時輔の顔といったら……。

　時輔が烏丸の家……時道のことを知っている者ばかりが住むこの家を出ると言い出したのは、その翌日のことだった。

　家を出たい理由を笑顔で偽いつわる時輔に合わせてやりながら、ハルは時輔の心の疵を想おもった。

　その心の痛み全部を分かってやれはしないけれど、少しくらいは分かるつもりだ。

　自分にも覚えがある。弟を守るため、果か敢かんに立ち向かっていった兄が嬲なぶり殺されるさまを、見ていることしかできなかった臆おく病びような自分が許せなかったし、大だい嫌きらいになった。

　生きていても辛いことばかりで、いっそ死んでしまいたいと何度も思った。

　だが、「お前だけでも生きてくれ」という兄の願いに応こたえなければならない。

　どんなに辛くても生き続けなければ。そうでなければ、兄の死が無駄になる。

　けれど……「生きてくれ」と言ったが、生きて何をしてほしいかまでは言ってくれなかった。

　必死に生きて、息をして、その先……どうしたらいい。

　──……ほら、兄ちゃん。俺、兄ちゃんの言うとおり、ちゃんと生きてるよ。言いつけ守ってるよ。次は……どうしたらいいの？　ねえ、兄ちゃん。

　もはや何も届かない、何も返してくれない相手に、必死に語りかけ続ける。

　だって、自分がこうして生きているのは、兄に報むくいるため……だけだったから。

　気がつけば、自分をどこまでも縛しばりつける兄を憎にくむ気持ちさえ芽生えてしまって……。

　それはどうしようもなく辛くて寂さびしい、地じ獄ごくのような日々だった。

　そんなハルに手を差し伸のべ、優やさしく微笑わらいかけてくれたのが時輔だった。

　時輔は傷ついたハルを手厚く介かい抱ほうしてくれただけでなく、自分の式神になってくれと言い、その言葉どおり、獣けものの自分を同等に扱い、一番そばに置いて、この上なく大事にしてくれた。

　お前が誇ほこれる主あるじにならねばな。と、微笑いかけてもくれた。

　こんな自分相手に馬ば鹿かなんじゃないかと何度も思った。でも、時輔と一いつ緒しよに何かをするのは楽しかった。優しく微笑ほほえまれ、抱き締めてもらうと、心がぎゅっとして、目め頭がしらが熱くなった。

　どんなに苦しくても、決して歩みを止めない背中が、他者への慈じ悲ひの心を失わない優しい眼まな差ざしが眩まぶしかった。

　そして、いつの間にか、時輔のいい相棒になりたいと、心から思うようになっていた。格好いい正義の味方に二人でなりたいと。

　そしたら、よそ見なんかできなくなった。そんなことをしていたら、ただ前へ前へと突き進んでいく時輔に置いて行かれる。

　ひたすらに時輔の背中だけを見て、全力で走っていく。

　今はもう、苦しくない。時輔への想いで心が満たされた自分は光の中にいる。

　だから、時輔を救ってやりたい。自分もかつていた、辛く苦しい真っ暗くら闇やみから。

　そうして二人、格好いい正義の味方になるのだ。時道への贖しよく罪ざいではなく、時輔の夢である正義の味方に。

　そのためだったら、何だってやってやる！　……そう、思っていたのに。

（時輔、ごめん。俺もう、お前の……本当の相棒にはなれなくなった。いつまで……こうしていられるのかも分からない）

　食べることや眠ねむることを思い出させるように、根気強く世話を焼き、「お前は時輔だ。時道じゃない」と言い聞かせ続けてきたおかげで、昔よりはましになった気はする。

　自分が出て行っても、時輔ができるだけ困らないよう、こっそり準備を進めてもいる。

　だが、それでも──。

「ハル。俺はもう、大だい丈じよう夫ぶだ。お前のおかげで。ゆえに、心配するな」

（……時輔。俺は、お前が心配でしょうがないよ）

　顔を隠かくすように抱き締めてそんな噓うそを吐く時輔に、胸の内で毒づいて、ハルは時輔をきつく抱き締め返した。




　＊＊＊




　ばりゅるるるぅ！

　文ふ机づくえに向かい、書物を読んでいると、部屋に大きな音が木こ霊だました。横を見ると、耳の中を赤くした子こ狐ぎつねが、尻しつ尾ぽで腹を隠している。

　相変わらず立派な音だとからかうと、ハルは尻尾で床ゆかをぺしぺし叩たたいた。

　──し、しかたないだろ！　夕飯も食わないで、こんな刻限まで！

　──夕飯？　……ああ。

　そう言えば忘れていた。そう言うと、ハルは驚おどろいたように尻尾を立てた。

　──忘れてたって……お前、腹が減らないのか？

　──……さあ？　よう分からん。前は、減っていた気もするが。

　何の気なしに答えると、ハルは口をあんぐりさせた。

　──なんだ、それ。どこに食い気を置いてきたんだよ、ぼんやりだなあ。しょうがない！　今度から、俺が飯食う時間を教えてやるぞ。それで、一緒に食おう。

　誰かと食ったほうが美味おいしいし！　そう言って飛びついてくるハル。

　ハルは、どんなことでも一緒にしたがる。それは、放ほうっておけないほど物ぐさなお前のせいだと言うけれど、それだけではないことを時輔は知っている。

　妖あやかしの山で拾った子狐……ハルの体は、時輔が想像していた以上にボロボロだった。火傷だけではなくて、惨むごたらしい傷きず痕あとがいくつも刻まれていた。

　自分と出会う前、どんな暮らしをしていたのか。ハルは一いつ切さい話そうとしない。

　それでも夜、一緒に床とこに入ると、それまでのしっかりした態度が噓のようにしがみついて来て、しきりに聞いてくる。「お前、夢じゃないよな？」「俺はここにいるよな？」と。そして、何度も大丈夫だと答え、抱だき締しめてやらないと眠れない。

　それらは、ハルがこれまでどれほど辛い日々を送ってきたのかを如によ実じつに伝えてきた。

　ハルは、その日々に……安心感だとか、そういう色んなものを置いてきたのだろう。

　自分も、あの日に色んなものを置いて……いや。

　違ちがう。置いてきたのではなく、壊された。

　あの日、時輔の中の……食い気、眠気、色んなものが壊された。

　我が家、母、家族同然だった舎人とねりや式神たち。生まれ育った都。敬愛してやまぬ父。

　全部全部、あの日……あの化け物に！

　そう思った瞬しゆん間かん、意識があの日に引き戻され、目の前に巨きよ大だいな黒い影かげが現れる。

　山のように巨大な体たい軀く。黒こく煙えんを立ち昇のぼらせる漆しつ黒こくの体に浮うかぶ、血のように赤い目玉。鋭するどい牙きばが覗く大きな口。血が滴したたる鋭い爪つめ。身の毛もよだつようなけたたましい狂きよう笑しよう。

　九本の尻尾が、人々の悲鳴を聞き、心底楽しそうに揺ゆれている。

　その姿を見ると、憎しみが血ち飛沫しぶきのように噴ふき出す。

（貴様さえ……貴様さえいなければ、俺は……俺はっ）

　護ご符ふを握にぎり締め、仇あだを取るべく突つっ込む。

　けれど、自分は一筋の傷もつけることができず、鋭い牙の餌え食じきになってしまう。

　その死にざまは、嗤わらってしまうほどに、父そっくりで──。







「う～ん……時輔ぇ」

「……っ」

　ふやけた呼びかけにはっと目を見開く。

　巨大な黒い化け物の姿が、朝日に照らされる見慣れた天てん井じようへと変わる。

　二、三度瞬まばたきして、今まで夢を見ていたのだと気がついた。

（久しぶりに見たな。……昨日、あんな話を聞かされたせいか？）

　朝から気が滅め入いる。顔を拭ぬぐいつつ、何の気なしに横に顔を向ける。

　時輔の腕を枕まくらにして眠る、あどけない寝ね顔がおが見える。

　抜ぬけるように白い肌はだ。雛ひな人にん形ぎようのように整った相そう貌ぼうを無防備に緩ゆるめ、ほのかに赤みの差すふっくらした頰ほおを、甘えるように時輔の腕に寄せながら、艶つややかで形のよい小さな唇くちびるをだらしなく開き、涎よだれを垂らして……ああ。

「……ぶち込みたい。……あ」

　しまった。うっかり本心が口に出た。しかし、ハルは気づかず、昏こん々こんと眠り続ける。

　前は少しの物音ですぐ起きたものだが、それだけ時輔に信しん頼らいを寄せているということか。それとも、完全な人ひと型がたを維い持じするのは負担が大きいのか。前者だと嬉うれしいが、後者だと。

（なにゆえ、そう……無理を重ねるか）

　己おのれを労いたわれぬ困ったやつ。と、鼻先をくすぐってやると、軽く拳こぶしを握った手をちょいちょい振ふってくる。人型になっても、仕草は狐の時のままだ。

（……可愛かわいい）

　心の中で呟つぶやいて、その愛くるしい所作をしばし鑑かん賞しようして、

「……よし」

　気分が晴れたと頷うなずき、そっと床を抜け出す。

　部屋を出ると、唐から服ふくに身を包んだ女が控ひかえていた。時輔が使し役えきする木もく蓮れんの精せい霊れいだ。

「支し度たくが整い次し第だい、すぐに出る。用意してくれ」

「あい。ハル様は？」

　寝かせておくように命じた。完全な人型を保つのは負担が大きいそうなので、休ませてやりたかったし……これからしに行く話を、ハルに聞かせたくない。

　とりあえず行き先と、ハルが起きたら、すぐに戻もどるから黄一郎たちの修練を見ておくよう言うてくれと言付けて屋や敷しきを出た。

　時輔が向かったのは、烏丸の屋敷だ。昨夜ゆうべの成平の件を時好に報告しなければならない。

「おお。時輔、よう来てくれた……うん？　ハルは一緒ではないのか？　ここには、ハルを稚ち児ご呼ばわりする輩やからはおらぬと言うに」

　部屋に入るなり、時好がそう言ってきた。時輔が「はて、何のことやら」と素知らぬ顔で返すと、時好は鼻で笑った。

「聞いておるぞ。ハルを稚児と言うて馬ば鹿かにした高たか敷しき様を、肥こえ溜だめに嵌はめたと」

「心外な。俺はただ『道中お気をつけ召めされよ』と忠告しただけでございますに」

「肥溜めはやり過ぎだと思うが？」

　時輔が何も言わず笑えみだけ返すと、時好は火ひ鉢ばちを勧すすめつつ肩かたを竦すくめた。

「やれやれ。これから、宮中がどんどん臭くそうなっていくな」

「……他ほかにも、ハルをさように申すものがおるのですか」

「怖こわい顔をするな。見目を褒ほめておるだけぞ。だが、あの容姿ではしかたあるまい。毎日ハルに見み惚とれておるそちなら分かろう」

　確かに、ハルの見目のよさは現実離ばなれしている。

　人ならざるもののせいか、その輝かがやくばかりの可か憐れんな美しさは、この世の全すべての花を褪あせさせ、ふと見せる陰かげりはどんな甘い劇薬よりも強きよう烈れつに、男の劣れつ情じようを煽あおり、狂くるわせる。けれど。

「それは……『あばたもえくぼ』かと、思うておりましたので」

　そっぽを向いたまま、ぼそりと呟く。時好は「は？」と間の抜けた声を漏もらしたが、しばらくして眉み間けんに皺しわを寄せた。

「ハルが恐おそろしく愛らしゅう見えるのは、己が阿あ呆ほうみたいにハルを好いておるからで、実際他人の目から見たら大したことがないと……思うておったと？」

「……まあ、そういう感じです」

　狐姿の時も、愛くるしい。俺のハルが一番だ！　などと思っていたが、人型になったら余計にひどくなった。

　初めて人型になったハルを見た時、こんなに可憐な人間は見たことがないと、驚きよう愕がくした。

　その後も、涎を垂らして寝ていても可愛い。豪ごう快かいな腹の音を恥はじらって体を丸めるのも可愛い。栗鼠りすのように口いっぱい頰ほお張ばって食べるさまも可愛い……と、動物なら許されても、人間だったらみっともないと思うことさえ、ハルだと何でもかんでも可愛く見えてしまう。

　常じよう軌きを逸いつしていると重々承知している。だから、ハルがこの世で一番美しく、可愛いと思うのは己の残念な心が見せる幻げん影えいだと思っていたのだが……。

「頭はともかく、その目は正常だったようだな。というか、そこまで惚ほれておって、よく手を出さずにおれるな。今も、毎夜ともに寝ておるのだろう？」

「ご心配なく。そういう目では見ておりませんので」

　涼すずしい顔で……しかし、思い切りそっぽを向いて答えると、時好はまたも肩を竦めた。

「かように下手な噓うそは見たことがないぞ？　……まあよい。これからもしっかり……いや、程ほどほどに守ってやれ。あの子は容姿以上に、心が綺き麗れい過ぎる」

「……。……そうですね。腹黒の時好兄からも」

　そろりと返す。時好の顔からすっと笑みが消えた。だが、すぐに笑って腕うでを組む。

「私？　はて。私にはそういう趣しゆ味みなどないが」

「昨夜の依い頼らい、鬼おに退たい治じなどただの口実。真の目的は、成平様をこちら側に抱だき込むことだ。父上に生き写しの俺なら、父上に恩がある成平様を簡単に取り込めると踏ふんで」

　そうでしょう？　訊きき返すと、時好の口角がつり上がった。

「何ぞ言うて参ったか？」

　悪びれず訊いてくる。時輔が亡なき父と比べられるのは苦痛だと、知っているくせにだ。

　我が兄ながら、食えない男だ。だが、怒いかりは微み塵じんも湧わいてこない。

　このしたたかさは、十五歳という若さで家を継つぎ、家と、幼かった時輔と時定を必死で守ってきたすえに染しみついたものだと思えば。……それに。

　時輔は姿勢を正し、報告した。

「帰りの牛ぎつ車しやに乗り込んできて、話してくれました。宇う治じ宗むね貞さだから、ハルについて、父上の知り合いである立場を利用して色々聞き出してほしいと頼たのまれたと」

「やはりな。して？　しっかり丸め込んでおいたか」

「はい」

　宇治宗貞とは、三十二歳という若さで陰おん陽みよう師じの最高位、陰おん陽みようの頭かみを務めている男だ。

　そう言うと、宗貞はかなり優ゆう秀しゆうな男のように聞こえるが、そうではない。

　宗貞自身は自尊心と支配欲だけが馬鹿みたいに強い、つまらない……人を不快にすることだけは得意な毒どく舌ぜつ家だ。

　しかし、宗貞の父である宗むね義よしは違ちがう。

　時輔の父、時道と並んで天才陰陽師ともてはやされた前当主、宗義は、長らく陰陽師界の頂点に立ち、一族で官職を独どく占せんして権勢を奮ってきた。宗貞の陰陽頭就任も宗義の、これからも宇治家の天下を持続させたい、その一心によるものだ。

　だが、いくら最高官職につけたとしても、政治力も陰陽師としての才も乏とぼしい、おまけに人望皆かい無むの宗貞には分不相応というもので、三年前に宗義が亡くなってからというもの、宇治家の権勢は急速に衰おとろえつつある。

　それが気に入らない宗貞は、周囲に当たり散らすとともに、何とかそれに歯止めをかけるべく、目め障ざわりな者を片っ端ぱしから潰つぶしていっている。それがますます己の首を絞しめる行こう為いだとも気づかず、愚おろかな男だ。

　あの男がどうなろうと知ったことではない。けれど、こちらに目をつけてきたのなら話は別。

「宗貞は成平様以外にも、そちのことを嗅かぎ回っておるようだ。……ふん。最近、そちの人気は公く家げ連中だけでなく、下々の者にまで広がっておるゆえなあ。優秀なだけでなく、困っている者には身分関係なく手を差し伸のべる、強くて心優やさしい陰陽師様と」

「それは単に、兄上たちが怪かい異いの仕事を全て俺に回してくださった賜たま物ものでは？」

「しかたあるまい。私も時定も霊れい力りよくはからきしゆえ。……よいではないか。代わりに、そちの嫌きらいな政まつりごとや歌会は全て引き受けてやっておるのだから」

　にこやかな笑みを浮うかべ平然と言ってのける時好に、時輔は小さな笑みを零こぼした。

　天才陰陽師の子として生まれながら、陰陽師としての才がないことを、時好も時定も気にしていない。それは時道による教育の賜物だ。

　時道は陰陽師としての才がない兄たちを一度も責めなかった。代わりに、好きなことを大いに学べと書物や師を惜おしみなく与あたえた。

　──時好は勉学。時定は風ふう雅が。時輔は陰陽道。綺麗に分かれた。これは天てん恵けいぞ。お前たち兄弟がそれぞれを助け、仲良う生きていくためのな。

　これほどめでたいことはないと、それぞれの才能を認め、惜しみなく愛してくれた。

　だからこそ、自分たちは……時々喧けん嘩かもするが、こうして互たがいに気き後おくれや嫉しつ妬とを抱いだくことなく、助け合って家を守ることができている。

　本当に偉い大だいな父だ。死して十七年の年月が流れても、尊敬と思し慕ぼは色いろ褪あせない。

　ゆえに、昨夜の成平の話は胸に応こたえた。

「物は言いようでございますな。それと、成平様はこうも言っておられたのですが……」

　ここで、時輔は言葉を切った。それから少し間を置いて、こう言った。

「宗貞はこう言うておるそうです。『我われらはかの黒くろ九きゆう尾びを退治した名門。対して、烏丸は手も足も出なかった無能。どちらを重宝するべきか、お分かりになりましょう？』と」

「……やはり、そのネタで来るか」

「……はい」

　宇治家が権勢を奮うようになったのは、今から十七年前、都に突とつ如じよ出現し、暴れ回って甚じん大だいな被ひ害がいを与えた「黒九尾」が原因だ。

　九本尻しつ尾ぽが生えた黒い狐きつねの妖あやかしということ以外何も分からない、未知の化け物に、多くの陰陽師や武芸者が立ち向かったが、皆みな為なす術すべなく、次々と殺されていった。

　烏丸家などは屋や敷しきが襲しゆう撃げきされ、全身大火傷を負いながらも時道に庇かばわれ奇き跡せき的に助かった時輔と、当時偶ぐう然ぜん家を空けていた時好と時定たち以外、皆殺しにされるという事態に見み舞まわれた。

　そんな大だい惨さん事じの中、黒九尾を見事討うち取ったのが宗義だった。

　この功績が認められ、宗義は陰陽頭に就ついたのだが、宗義がしたたかだったのはここから。

　宗義はどうやって黒九尾を退治したのか、その方法を一いつ切さい公表しなかった。黒九尾の亡なき骸がら諸もろ々もろも、宇治家が根こそぎ回収してしまったため、研究もままならず。

　周囲がもしもの時のためにと教えを乞こうても、「その時はまた、宇治家が討とう伐ばついたしますので心配ご無用」と言って突つっぱねる。

　ゆえに、黒九尾の恐ろしさを知っている者たちは、宇治家を粗そ略りやくに扱あつかうことができず重用し、連中の天下が続いてきたというわけだ。

　あくどくも、実に理にかなった策だ。しかし、そんな宗義に周囲は大いに戸と惑まどった。

　彼は元々このような謀ぼう略りやくを用いるような男ではなかった。

　野心家で、少しひねたところはあったが、真面目まじめで気のいい男だった。

　だが、黒九尾の件以来、宗義は変わってしまった。それまでの品行方正な態度が噓のように、自分以外の陰陽師は無能とばかりに見下し、貶おとしめる。

　烏丸家への嘲あざけりは特にひどかった。

　──時道は所しよ詮せん、人気取りに躍やつ起きになるばかりのつまらぬ男であった。

　顔を合わせるたびに嗤わらわれた。時道より自分が、優すぐれた陰陽師であると証明できたことが嬉うれしくてしかたないと言わんばかりに。

　そんな宗義を思うと、今でも気持ちがささくれ立つ。

　時道が生きていた頃ころ、宗義はよき好敵手、よき友として時道に接していた。時道も宗義は一番付き合いの長い親友であると常々言っていた。

　それなのに、時道を殺した黒九尾を退治した途と端たん、あんなつまらない男、友だと思ったことは一度もない。一方的に友人面をされて迷めい惑わくだったと吐はき捨てた。

　黒九尾を殺あやめた代だい償しように心が冒おかされたのか。それとも、これがこの男の本ほん性しようだったのか。

　自分には分からな……。

　──分からない？　そちには分かろう？　わしと同じく、時道を心から憎にくんでおるそちなら。

「……っ」

　──なんだ、その顔は。外見はそっくりでも中身は時道と似ても似つかぬ、醜みにくい痴しれ者め。

「……時輔」

　名を呼ばれるとともに頰ほおにかすかな痛みを覚えて、時輔ははっと目を上げた。

　時輔の頰を軽く摘つまみ、顔を覗のぞき込んでくる時好と目が合った。

「……何です」

　無言で見つめてくる瞳ひとみに居い心ごこ地ちの悪さを覚えて尋たずねると、時好は薄うすい笑えみを浮かべた。

「人が話している時に考え事とは。失礼なやつだ」

「申し訳ありませぬ」と、素す直なおに謝ると、時好は時輔の頰を軽く叩たたいて手を離はなした。

「くだらぬことを考えるな。今考えるべきは、そち……いや、我が烏丸家が宗貞に目をつけられたことぞ」

「……はい」

　宗義の酷こく薄はくな笑みを無む理り矢や理り頭から締しめ出しつつ答えると、時好は頷うなずき、再び話し始めた。

「今はまだ身辺を嗅ぎ回る程度だが、この先、何をするか分からん。父上より受け継ぎしこの烏丸の家を潰されることだけはあってはならぬ。相手がかつて父上が懇こん意いにしていた家でもな」

　再び頷いてみせると、時好は思案げに顎あごを擦さすった。

「反はん撃げき材料を用意しておく。二、三心当たりがあってな。その一つを今、時定に調べさせているのだが、明日には報告に来ると思うゆえ、明日また来てくれぬか」

「承知いたしました」

「……それとな。ハルはしばらく外に出すな」

　ゆっくりと、下げていた顔を上げると、時好が渋しぶい面おも持もちでこちらを見ていた。

「ハルは天才だ。神しん獣じゆうではなく、ただの狐でありながら、あの戦せん闘とう能力。完全な人ひと型がたに化けられるほどの妖よう力りよく。そちがその若さで京随ずい一いちと言われるまでになったのも、半分以上はハルの功績と言っていい」

　事実だ。いつも、最善を尽つくした仕事をしていると自負しているが、今のような評価を得ているのはハルの助けがあったればこそだ。

　日ひ頃ごろの努力を知ってはいるが……天才という言葉は、ハルにこそふさわしい。だが。

「心は純真そのもの。策さく謀ぼうへの免めん疫えきも皆無だ。突いたら簡単に堕おちる。宗貞程度の輩やからでもな」

「……はい」

「かような命を下せば、あの子が傷つくことはよく分かっておる。だが、それ以上にあの子を宗貞に接せつ触しよくさせたくない。あやつは頭は悪いが、相手を嬲なぶる才だけは秀ひいでておるゆえ……」

『主様』

　部屋の外から、時好の式神の声がした。

『宗貞様がお越こしでございます。いかがいたしましょう』

　その言葉に、時輔は時好と顔を見合わせた。

「噂うわさをすれば、か。何の用だか知らぬが、お通しせい。時輔、そちは宗貞に挨あい拶さつだけして帰れ。今来たということは、そちがここにいることも知っておろう」

　溜ため息いき交じりの言葉に頷いて、時輔は部屋を辞した。

「おや。これはこれは」

　玄げん関かんに着くと、無む駄だに家来を多く引き連れた直衣のうし姿の男、宇治宗貞と出くわした。してやったりの表情からして、時好の言うとおり、時輔を待ち構えていたようだ。

　恭うやうやしく会え釈しやくしてみせると、宗貞は切れ長の目を細めた。

「時輔、久しいのう」

「はい。お声をかけていただき、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　慇いん懃ぎんに返すと、宗貞は鼻で嗤い、扇おうぎで口元を押さえた。

「ほほ。稚ち児ごを連れ歩くような輩にしては、礼れい儀ぎ正ただしい挨拶だなあ」

「……」

　貴様も肥こえ溜だめに叩き落としてやろうか。などという本音は一切見えぬ柔やわらかな笑みを無言で返すと、宗貞に侍はべる者たちが口を開いた。

「宗貞様、稚児ではなく、式神だそうでございますぞ」

「ほう？　そうなのか？」

「はい。しかし、誠まことに見み目め麗うるわしい容よう貌ぼうでございますゆえ、稚児と間ま違ちがえても無理ないかと。戦闘型の式神をあのような姿に化けさせるとは、烏丸様はよい趣しゆ味みをしておられる」

「いやいや、愛あい玩がんもかねておられるのではないか？」

「なんと、そのような役目まで……誠によき式神をお持ちですなあ。京随一という評判もその式神のおかげなのでございましょう？」

「おや、そうなのでございますか？　私は御お父ちち上うえ同様、下々の者にまで浅ましく媚こびを売り、人気集めに精を出しておるゆえの評判と聞きおよびましたが」

　好き勝手言ってせせら笑う。だが、時輔の心は微み塵じんも揺ゆれない。

　この程度の揺さぶり、宗義のそれに比べればそよ風にも劣おとる。乾かわいた心でそんなことを考えていると、宗貞の目に異様な光が宿った。

「魔ま物ものを屠ほふる式神を組み敷しくか。それもまた一興。時輔、一度味見がしてみたい。連れて参れ」

　ぞんざいに命令される。「それは……」と、時輔が口を開きかけると、

「そち以外には懐なつかぬとでも？　心配いたすな。そういう式神には、主あるじを目の前に立たせて、こう言えばよい。『主の首を刎はねられたくなければ、言うとおりにせよ』と」

　そう言って、にたりと嗤うではないか。

　ぞくりと、全身の血が波打つ。しかし、表情には決して出さない。

　今取り乱しては、ハルが余計、目をつけられるだけだ。

「さような方法があろうとは、思いもよりませんでした」

　さすがは宗貞様。恐おそれ入りましてございまする。笑みを深くし、恭しく頭を下げる。

　宗貞の顔から笑みが消えた。探さぐるような目つきで時輔を凝ぎよう視ししてきたが、すぐ心底馬ば鹿かにしたようにほくそ笑むと、「楽しみにしておるぞ」と言い置き、行ってしまった。

　時輔も歩を踏ふみ出す。所作が雑にならぬよう細心の注意を払はらい、烏丸の屋敷を後にする。

　門をくぐり、しばらくして時輔は舌打ちした。

（あやつめ、完全にハルに狙ねらいを定めておるわ）

　帰ったら至急、兄たちに式神を飛ばし、このことを報告せねば。後は……。

「時輔！」

　耳に届いた声にどきりとした。この声は、まさか。

　顔を上げると、往来の先に無む邪じや気きに手を振ふっているハルの姿が見えたものだから、背筋に悪お寒かんが走った。

「よかったあ、入れ違いにならなくて。ったく、駄だ目めじゃないか。一人で出歩いちゃ」

　怒おこった顔で駆かけ寄ってくる。だが、時輔はとっさに答えることができなかった。

　もう少し、屋や敷しきを出るのが遅おそかったら、ハルは自分と宗貞が話している最中に出くわしていた。そうなっていたら、今いま頃ごろ……。考えるだけでぞっとした。

「少しは危機感ってものを持て！　お前一応お貴族様なんだから……時輔？　どうかした」

「ハル」

　不思議そうに小首を傾かしげるハルに、時輔は表情を崩くずし、柔らかく笑いかけた。

「これから、俺に付き合わぬか？」

「へ？　付き合うって……」

「久しぶりに、好きなところへ連れて行ってやろう。どこがいい」

　尋ねると、ハルは大きな目をぱちぱちさせた後、白い顔にぱあと華はなやいだ笑みを浮うかべた。

「本当か！　お前と一いつ緒しよに？　いいのか？」

　風切り音が聞こえてきそうなほど揺れる尻しつ尾ぽが見えるようだ。

「いいぞ。今日は何の仕事もないしな」

「あ、あ……じゃあ！　市場に行きたい。さっき、そば通ったらすごくいい匂においがして」

「ふふん。そう言うと思った」

　扇で軽く腹を突つついてやると両手で隠かくす。顔は、耳まで真っ赤になっている。可愛かわいい。

「！　ち、違う。俺じゃなくて、えっと……お前が好きそうな匂いだったんだ。だから……ほら早く行こう」

　時輔の手を取り引っ張ってくる。その掌てのひらの感かん触しよくに、時輔の脳のう裏りにある光景が蘇よみがえった。

　──俺も、お前に火傷やけどの薬、塗ぬってやりたい。やられっ放しは面白くない！

　あれは、ハルと出会って数日経たった時のこと。いつものように火傷の薬を塗ってやっていると、ハルがそんなことを言い出した。

　別にいいぞと塗らせてやったのだが、爪つめが皮ひ膚ふに食い込んで傷になってしまった。尻尾と耳を可か哀わい想そうなほどに下げて傷を舐なめてくるハルを見て、大だい丈じよう夫ぶだと小さな前足を摑つかんで言ってやると、ハルは時輔の掌に肉球を重ね、ぽつりと言った。

　──俺の前足、お前と同じ形になったらいいのに。

　思えばそれが、ハルが人型に固こ執しゆうし始めたきっかけだったのかもしれない。

　それからも、着物を毛まみれにして！　と時輔が怒られると、自分の毛をじっと見る。立派な式神は心情を悟さとられてはいけないと知ると、感情がすぐに出てしまう尻尾をじっと見て……戦闘の修練の傍かたわら、変へん化げの術の修練に明け暮れる。抜ぬけ駆けは駄目だぞと言いくるめて、夜抱だいて寝ねかしつけてやらないと、朝まで続けてしまうほど。

　努力の甲斐かいあって初めて人型に変化できた時、ハルは全ぜん裸らなのも気にせず飛んできて、嬉うれしそうに言った。これでお前の世話を焼いてやれると。

　そしてそれ以降、毛づくろいの時以外は狐きつねの姿に戻もどらなくなった。

　──だってあの姿じゃ、お前の世話が焼けないじゃないか。

　平然と言い捨てるハルに、時輔の胸はひどくざわついた。

　桃もも色いろの肉球がついた小さな足や、暖かい色をしたふかふかの毛、感情ダダ漏もれのよく動く耳と尻尾など、愛らしくてたまらないそれらを、時輔の役に立たないからという理由だけで、何のためらいもなく捨ててしまったように見えたから。

　なぜ、そこまでして時輔を大事にしようとする？

　助けられた恩を返すため？　式神は主を守るものだと書物で読んだから？　それとも、ハルを庇かばって死んだという兄に時輔を重ねているのか。

　分からなかったが、いずれにしろやめてほしい。

　確かに、自分はハルを相棒にしたが、ここまでされる謂いわれはない。

　天才だと褒ほめそやされながら、いざと言う時何の役にも立たなかった……命がけで生かしてもらったのに父を憎にくんでしまう、どうしようもない自分なんかにっ。

　……そう。宗義の指し摘てきどおり、時輔は父を憎んでいた。

　こんなにも苦しいのは全部黒九尾のせい。父は何も悪くないと、必死に自分に言い聞かせ、黒九尾のみを恨うらもうとしたが、駄目だった。

　自分のせいで父が死んだという罪はあまりにも重かったし、周囲がよってたかって、時輔に時道を求めてくるのが辛つらかった。

　お前のせいで時道は死んだ。時道は素す晴ばらしい人物だった。その死を決して無駄にするな。時道のために、時道のような陰おん陽みよう師じになれ。

　何をするにも時道がついて回る。時道のために生きろと言われる。挙げ句の果てに、自分の顔がみるみる時道へと変わっていった時は、おぞましい呪のろいとしか思えなくて……。

　──なにゆえ、俺をかように苦しめるっ？　どこまで縛しばりつけるっ？　自分だけ、息子むすこを守れたと満足して、さっさと成じよう仏ぶつしくさって……父上は残ざん酷こくじゃっ。自分勝手な外げ道どうじゃっ！

　何度、思ったかしれない。だが、それでも変わらず父のことは好きだったから、父を憎むたびにますます自分が嫌きらいになって……。

　こんなやつ、優やさしくする価値なんかない。だから、せっせと世話を焼いてくるハルに何度も注意したのだが、ハルはやめようとしない。

　──そんなの、危なっかしくて頼たよりないお前が全部悪い。文句があるならしゃんとしろ。

　まるで聞く耳を持たない。逆に説教してくる始末で……危なっかしい？　ハルにだけは言われたくない！

　……ああ、どうして分かってくれない。

　自分がハルを式神に選んだのは、お前のためだと死なれる苦しみを知ってくれていると思ったからだ。それなのに、ハルはちっとも分かっていない。

　自分はもう、誰だれかの死を背負わされるのはごめんだ。そうなるくらいなら、いっそ──。

　もやもや、いらいらした気持ちが心の中に広がっていく。

　そして、それはついに……ハルが再び、時輔を庇って大おお怪け我がをした時に弾はじけた。

　──恩や忠義で、このようなことをしてくれておるなら……もうよい。たくさんだ。

　相棒は解消する。そう続けようとした。だが、そう言うよりも先に、ハルは怪我による高熱のせいで潤うるんだ目をぱちくりさせたかと思うと、おかしそうに笑い出した。

　──拗すねるなんて、お前も可愛いとこあるじゃないか。

　意味が分からなかった。拗ねる？　誰が？　自分が？　いつ？

　本気で考えあぐねていると、ハルは「大丈夫だよ」と言って、手を握にぎってきた。

　──お前に色々してやりたいって思うのは、俺が……お前のこと好きだからだよ。

　……好き？

　──好きだから色々してやりたいし、お前に……時輔に、胸張れる式神になりたいって思う。あんまり言いたくないけど……正義の味方してるお前、格好いいから。

　中まで真っ赤になった獣けものの耳をぱたぱたさせて、そう言われた瞬しゆん間かん。いまだかつてない衝しよう撃げきが時輔に走った。何と言うか、脳天に特大の雷かみなりが十回ほど落ちてきたような。

　あまりの衝撃に頭がくらくらした。だが、それと同時に、先ほどまでずっと自分を責め苛さいなんでいた心のしこりが噓うそのように消えていって……あれ？

　なぜ、心の靄もやが消えていく？　自分は……もう誰にも、お前のためだと死なれたくないという、こちらの想おもいを一いつ切さい顧かえりみず、無む茶ちやを繰くり返すハルに憤いきどおっていたはずだ。それなのに、なぜ……好きだと言われて、こんな……。

　──……なあ。お前は、俺といて楽しいか？

　不意に届いたその質問。ハルといて楽しいかだって？　そんなの。

　──当たり前であろう。

　楽しいから……嬉しいから、辛いのだ。自分のせいで死なれるのが、義理立てのためだけに……死んだ兄の身代わりとして尽つくされるのが……え？

　自分は今、何を考えた？　戸と惑まどう時輔の耳に届いたのは、

　──よかった。俺も、お前といて楽しいよ？　これからも、ずっと一緒にいような？

　時輔、大好きだ。時輔の手を抱だき締しめて紡つむがれた、心底嬉しそうな声。

　その言葉に、また……脳天に雷が三十回くらい直撃したような衝撃を受けた。

　何と答えていいか分からず絶句していると、次に聞こえてきたのは、気持ちよさそうな寝息。言いたいことだけ言って、さっさと寝るなんて、自分勝手極きわまりないやつだ。

　しかも翌朝、目が覚めてそばに付き添そう時輔の姿を認めるなり、

　──あれ？　お前、昨日からずっとそこにいたのか？　馬ば鹿かだな、寝ろよ！

　ずっと抱き締めていた時輔の手を放ほうり投げ、昨夜ゆうべのことなど綺き麗れいさっぱり忘れて説教してくる……なんと理り不ふ尽じんで滅め茶ちや苦く茶ちやなやつだ。

　腹が立ったが、それからというもの、あのもやもやは湧わき上がってこなくなった。

　代わりに、「嬉しい」や「楽しい」を自然に感じられるようになった。

　ハルも一いつ緒しよにいて楽しいと、自分と同じように想ってくれている。そう思うと、心が浮うき立った。黒九尾に襲おそわれたあの日以来、感じられなくなっていた「美味おいしい」も、一緒に食べたハルが美味しいと笑えば、感じられるようになり、ハルの温ぬくもりを抱き締めれば、心安らかに眠れて……なぜそうなるのか分からない。だが、もっとハルと一緒にいたい。もっと色んなことがしたい。いつの間にか、そう思うようになっていた。

　だから、完全な人型になったハルが「これでお前と外を歩ける！」と笑った時、自分も嬉しくて、これからどこへ連れて行ってやろうか。なんて、あれこれ夢想したものだ。

　けれど、不用意にハルを外の世界に出した結果、どうなった？

　──これはこれは烏丸様。お仕事に稚ち児ごをお連れになるとは、優ゆう雅がなものですなあ。

　あの時の、ひどく傷ついたハルの顔が忘れられない。

　その後も、ハルは何度も心無い悪意を向けられた。今まで関かかわることがなかった外の世界のことをいっぺんに知り戸惑って、嗤わらわれたりもした。

　ハルは弱音を一切吐はかなかったし、いつもどおり朗ほがらかに振ふる舞まい続けてはいる。だが、空元気だとすぐに分かるし、ふとした瞬間、一人ぽつんと佇たたずんで、切なげな表情で遠くを見つめることも増えた。

　その姿を見ると、時輔はひどく落ち着かなくなる。

　まるで、今にもハルが消えてしまいそうな気がして。

　馬鹿な考えだ。ハルは馬鹿がつくほど心しん配ぱい性しようの世話好きで、隙すきあらば時輔の世話を焼こうとする。今だって、

「時輔！　あそこに、お前の好きな胡桃くるみがあるぞ」

「ああ。だが……ハル。あっちにお前の好きな唐から菓が子しがあるぞ」

「え？　うん、それもいいけど……あ！　あれ、香こうの店かな。お前にもっといい匂においがする香を作ってやれるかもしれない。後で見に行こう！」

　自分のことそっちのけで時輔のことばかりだ。俺のことばかり考えなくていいと言えば、

「お前が考えないからいけないんだろう？　全く、お前は俺がいないと駄だ目めなんだから」

　決まってそう返してくる。そんなハルが、辛いからといって自分を置いていなくなるなんてありえない。杞き憂ゆうもいいところだ。

　そう思うのに……なぜか、胸のざわつきが消えない。不安になる。

　もう外に出るなと言い、今までのように外出を禁じれば、この不安は消えるだろうか。

　何度思ったか知れない。だが、言えなかった。

　ハルは、時輔と肩かたを並べられる存在になることを何よりも望んでいる。その相手から、そんな言葉を言われてしまったら、ハルはどんな誹ひ謗ぼう中傷よりも傷つく。

　自分にできることは、外の世界に慣れようと必死に努力するハルを信じて見守ること。そう、自分に言い聞かせて、ハルの好きにさせている。そんな時に、

　──時輔、一度味見がしてみたい。連れて参れ。

　どうして、こんなことになる。

　自分たちはただ、外の世界を並んで歩きたい。色んなものを一緒に見たい。たった、それだけのことしか望んでいなかったのに。

（……なんと言えばいい）

　宗貞からの要求をハルに言うつもりはない。時輔のためなら何でも差し出してしまうハルが、このことを知れば……考えたくもない。

　だが、このことを伏ふせた上でどう言えば、ハルを傷つけることなく、留守居を命じることができるか……。

「なあ、時輔」

　市場からの帰り道。人ひと気けのない道をハルと二人で歩いていると、改まったように名前を呼ばれた。買ってやった胡桃が詰つまった籠かごを見つめ、ほくほくしていたハルが、こちらを見ていた。その顔は、普ふ段だんとはうって変わって穏おだやかだ。

「いいよ」

「……ハル？」

「俺にできることがあったら何でも言ってくれ。『お前の子守りをしてる暇ひまはないから、もう出歩くな』でも、何でもいいから」

　さらりと言われた言葉に目を見開くと、ハルはきゅっと唇くちびるを嚙かみしめ、俯うつむいた。

「ごめん、な？　俺、知ってたんだ。外のことよく知らない、おまけに馬鹿な俺のせいで、お前にたくさん迷めい惑わくかけてるって。でも……俺、どうしても嫌いやだったんだ。これまでみたいに、辛いことや嫌なことは全部お前に押しつけて、俺だけのほほんとしてるなんて、そんなの……相棒じゃないだろ？　だから」

「……ハル」

「でも、お前を……さっきみたいな顔させるくらい困らせてるなら別だ！　なあ、俺のことなんて気にしなくていいから、もっと自分のこと大事に……っ」

　ハルの声が搔かき消える。時輔が思わず、ハルを抱き締めてしまったせいだ。

　愛いとおしさが込み上げる。だが……こうして、抱き締めるだけでは全然足りない。

　口づけて、肌はだと肌とを触ふれ合わせ、体の奥の奥まで繫つながって、滅茶苦茶にして、自分だけのものにしてしまいたい。けれど。　>>>♥

　時輔は体を離はなした。そして、ハルの両りよう肩かたを摑つかんで真っ直すぐと目を見て、

「お前を、外に出したくない。可愛かわいいお前を、誰だれにも見せたくない」

　きっぱりと言い切った。

　ハルは時輔の目を見み据すえたまま、きょとんとしていた。だが、すぐに困こん惑わくしたように瞳ひとみを揺ゆらし始めて……ああ。

　この時、時輔の脳のう裏りにある光景が鮮あざやかに蘇よみがえった。

　──……何なんだろうな、あいつ。俺は男なのに……気持ち悪い。

　言い寄って来た男にそう吐き捨てた、どこまでも冷れい淡たんなハルの顔が。

「え？　あ……そ、それって……ふぐっ？」

「はは。最高に間ま抜ぬけ顔」

　ハルの鼻を摘つまみ、軽口を叩たたいて誤ご魔ま化かして、胸のうちで呟つぶやく。

（……ハル。お前は、お前のことより俺自身を大事にしろと言うが……俺には無理だ）

「あ……ば、ばか！　からかうなっ。お、俺がどれだけ真しん剣けんに言ってるか分かって」

「真剣だからからかっておる。そのような馬鹿なことを本気で考えておるお前をな」

（俺は、己おのれ以上にずっと……お前が大事だ）

「ば、馬鹿？　何が馬鹿だ！」

「確かに、俺はお前に、しばし外に出ぬよう言うつもりでおった。しかしそれは、俺の領分の面めん倒どう事が起こったゆえのこと」

　この国随ずい一いちの陰おん陽みよう師じになるという時輔の言葉を馬鹿みたいに信じ込み、時輔が胸を張れる相棒になろうといつだってひたむきで、誰よりも大事にしてくれた。

　父と瓜うり二ふたつの容よう貌ぼうとなり、皆みなからあまりにも「時道、時道」と言われ続けるせいで、自分が誰なのか分からなくなりかけるたび、「お前は俺の相棒の時輔だ」と教えてくれた。

　ハルがいてくれたから、自分は父の亡ぼう霊れい……己おのが心の闇やみに取り込まれずにすんだ。

　父への贖しよく罪ざいのためではなく、ハルに胸を張れる陰陽師になろうと思うことができて、黒九尾に壊こわされ、真っ暗闇だった心に光が差した。だから、今度は自分の番。

「お前の、領分……？」

「人間同士のいざこざだ。陰おん陽みよう寮りようの困った権力者に我が烏丸家が目をつけられた」

「！　それ、大変じゃないかっ。俺にもできることがあったら……っ」

「ハル」と、嚙みしめるように名を呼び、少し強く手を握にぎる。

「しばし待っておってはくれぬか？　俺が、魔ま物ものに立ち向かうお前を、信じて待つように」

　初めて出会った時、ハルも時輔と同じように、心に疵きずを抱かかえていた。

　時輔はハルによって救われたが、ハルの疵はいまだ心に深く刻み込まれたまま。

　こんなにも立派な式神になろうが、時輔の世話を呆あきれるほど焼こうが、いっこうに満たされず、常に不安がっているのがその証しよう拠こだ。

　役に立たないなら価値がない。いらない。そんな物差しだけでしか己を測れぬハルが哀かなしい。時輔を慈いつくしむように、己自身も慈しんでくれたら──。

　そのためには何をするべきなのか。今も、よく分からずにいる。

　けれど、ハルの心が救えるなら、自分は何でもやろう。

「俺がお前に戦せん闘とうを一任しておるのは、信じておるゆえぞ。お前なら、必ずや魔物を倒たおし、俺の許もとに戻もどってくると、この一命をかけて、お前を信じておるゆえだ」

　ハルの期待に応こたえて立派な陰陽師になるし、ハルが忌いみ嫌きらう、この劣れつ情じようも捨てる。だから。

「あ、あ……と、時輔」

「いつも、頼たよりにしておる。ゆえに、どうか……俺のことも、信じてはくれまいか？　お前に信じてもらえぬのは寂さびしい……ハル？　……っ」

　どきりとする。突とつ然ぜん、ハルが持っていた籠を振ふり捨て、飛びついてきたせいだ。

「あり、がと……そんな、ふうに、言ってくれて……俺、お……ううう」

　時輔にしがみつき、小さな体を震ふるわせる。その体を、時輔はできるだけ優やさしく包み込んだ。

　ハル。誰よりも清らかで美しい、可愛い可愛いハル。どうか……どうか、幸せに。
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　翌日。時輔はまた烏丸の屋敷へと出かけていった。昨日話してくれた困った権力者とやらの件で、時好たちと相談しなければならないことがあるのだと言う。

　時輔を見送った後、ハルは陽ひだまりが溢あふれる自室の文ふ机づくえに向かった。

　少しずつ書き溜ためている、「時輔覚え書き」を書き進めるためだ。

（寒い日は、火傷やけどの古傷が痛むので温かくしてやること。それでも痛むようなら、薬を塗ぬってやること）

　書くことは山ほどあった。時輔は物ぐさで、大おお雑ざつ把ぱで、適当で……とにかく世話がかかるくせに、それを全く周囲に気取らせない男だから、しっかり書いておかないと。

（時輔は絶対痛いとは言わないし、顔にも出さないが、体を触さわって硬かたかったら……うう）

　鼻の奥がつんと痛んで、ハルは鼻を擦こすった。

　時輔覚え書きを書いていると、いつも泣けてくる。時輔との思い出がどんどん思い出されてたまらなくなるのだ。今日は、特に胸が苦しい。

　──いつも、頼りにしておる。ゆえに、どうか……俺のことも、信じてはくれまいか？

　昨日、どこまでも真しん摯しな口調で言われたその言葉を思い出すと、余計に。

　馬ば鹿かなことを言うな。信じているに決まっているだろう。胸を張ってそう言えたら、どれだけよかっただろう。

（あ……字が、上手うまく書けない。まだいっぱい、書かなきゃいけないこと、あるのに）

　溢れ出る涙なみだと震える筆先に当とう惑わくする。

「きゅぅ？」

　愛らしい鳴き声がした。顔を上げると、文机によじ登る桃太と目が合った。

「こ……こら、桃太。机の上に登っちゃ駄だ目めだろ……っ」

　文机に登った桃太は、ハルの潤うるんだ目元を桃もも色いろの舌で舐なめ、「きゅぅう？」と気き遣づかわしげに鳴いた。その所作に胸がぎゅっと詰まり、余計泣きたくなったが、ハルは懸けん命めいに笑えみを形作った。

「あ……大だい丈じよう夫ぶだよ。目にごみが入っただけ……え？　何を書いてるのかって？　えっと」

　とっさに上手い噓うそが思い浮うかばず言い淀よどんでいると、「きゅるん」という小さな音が聞こえてきた。これは、桃太の腹の虫か？

「……ぷっ。お前、俺と同じぽっこり腹なのに、腹の虫は可愛いよな」

　なんでだろ？　ずるいぞ！　寝ね転ころがり、柔やわらかなお腹なかに鼻先を押しつけ、くすぐってやると、桃太は「きゃっきゃ」と笑い、くるんと巻いた尻しつ尾ぽをちぎれんばかりに振った。

　その姿がたまらなく可愛くてぎゅっと抱だき締しめると、桃太がハルの頰ほおに小さな頭を擦りつけてきたのだが、

　──……ハル。

「……っ！」

　昨夜ゆうべのことが脳裏を過よぎり、ハルは耳まで真っ赤になった。

「きゅう？」

「……え？　あ……何でもないよ。ほら。腹減ったんなら、台所へ行って何かもらってきな」

　不思議そうに顔を覗のぞき込んでくる桃太にそう言って床ゆかに下ろすと、桃太は一声鳴いてぱたぱたと慌あわただしく部屋を出て行った。

　桃太の気配が消えると同時に、ハルは大きな溜ため息いきを吐ついた。

　昨日、ハルはひっきりなしに泣き続けた。

　外に出るようになって以来、自分がいかに無知で馬鹿だったかを嫌いやというほど思い知らされて、自分はずっと時輔のお荷物だったのではないかと気に病やんでいたから、命を懸かけて信じている、頼りにしているという言葉が嬉うれしいやら、ほっとしたやら……こんなに想おもわれているのに、近い将来時輔の許を去らねばならぬと思うとやるせないやらで、たまらなくなったのだ。

　そんな泣き虫な自分を、時輔は嫌な顔一つせず、梅香かおるその身で優しく抱き締めてくれた。屋や敷しきに帰ってからもそれは変わらず、閨ねやで一晩中根気強くあやし続けてくれた。

　最初のうちは、そんな時輔の優しさ、温かさに余計泣けるばかりだったが、

　──……ハル。泣くな、ハル。

　優しい囁ささやきが、だんだん……別の色味を持って、ハルの中で響ひびき始める。

　──さように不安だったのか？　ばか。お前だけ……俺には、お前だけぞ？

　掠かすれた低音が甘く身を焼く。抱ほう擁ようなど、今まで数えきれないほどされてきたはずなのに、時輔の掌てのひらが背や腕うでを撫なで、指を絡からめてくるたび、肌はだが粟あわ立だつ。身を寄せ、時輔の温ぬくもりを感じるたびに変な声を上げてしまいそうなほど気持ちよくて、心も体も蕩とろけて……ああ！

（何考えてんだ、俺！　時輔はただ、慰なぐさめてくれてるだけ）

　何度も自分に言い聞かせた。だが、時輔を五感で感じるたび、身の内が燃えるように熱くなって、気がつけば甘えた声で何度も時輔の名を呼びながら、身を擦すり寄せていた。

　そんな自分を、時輔はどう思っただろう？　まさか、変に思われた？

　そう思ったら翌朝、時輔の顔がまともに見られず、出かけると言われて安あん堵どしたくらいだ。

　でも、こんなことでは駄目だ。昨夜のことは綺き麗れいに忘れて、いつもの自分を取り戻さなければ！　と、必死に振り払はらったのに、ちょっと思い出しただけでこの始末。

　この調子では、時輔にますます不ふ審しんに思われるではないか。

（しっかりしろ、俺！　でも……よく考えてみると、悪いのはあいつじゃないか？　優しいのはいいことだけど、優し過ぎるんだよ！）

　慰めるにしても、加減というものを知らないのか。おまけに、時々飛び出すこっ恥ぱずかしい台詞せりふ。あれもよくない。昨日だって、

　──お前を、外に出したくない。可愛かわいいお前を、誰だれにも見せたくない。

　なんだ、それ！　どう考えても、相棒に言う言葉ではない。

　言い方もひどかった。両りよう肩かたを摑つかんで、熱を帯びた真摯な瞳ひとみを真っ直すぐに向け、よく通る低い声を掠れさせて、あんな……あんな！

　それなのに、こちらが狼狽うろたえると冗じよう談だんだと言って笑う。滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

（どうしたらあんな台詞、冗談で言えるんだ。もしかして言い慣れてるとか？　……うん）

　それまでつり上がっていたハルの眉まゆが、しゅんと下がる。

　もしかしなくても、きっと……そうなのだ。

　時輔は女にもてる。口説いているところを見たことはないし、女の話だってしたことはないが、白梅の君という渾あだ名なは伊達だてではなく、一いつ緒しよに外を歩くと女は皆みな時輔に振り返るし、恋こい文ぶみが毎日のように送られてくるし、時々、一人でふらりと出かけていったと思ったら、女の匂においをまとわせて帰ってくるのだから……と、そこまで考えて、ハルは無む性しように腹が立ってきた。

　子どもの頃ころからずっとともに眠ねむり、それ以外でも無ぶ遠えん慮りよにハルを抱き締めて、時輔以外の人間に触られると気持ち悪くてしかたないように、ハルの体を作り変えておいて、自分は平気で女と抱き合い、戯たわむれに甘い言葉を投げかけてくる。……あんまりだ！

（女が好きなら、俺をこんな体にするな！　俺の気持ちも知らないくせに、あんな冗談言うな！　変な感じに抱き締めたりなんかするな！　ばか、ばか！）

　憎にくたらしい。どんなにそばにいて、ともに学び、世話を焼き、己おのが好みの香りを染しみ込ませようとも、決して己おのれのものにならない。こちらの心を奪うばうだけ奪って、自分のそれは一欠けらもくれないあの男が恨うらめしい。

「時輔なんか大だい嫌きらい……」

『きゃああ！』

　突とつ如じよ耳に届いた悲鳴に肩かたが跳はねる。この声は、青べえっ？

　まさか、困った権力者がこの屋敷に攻せめ入ってきたのかっ？

　そばに置いてあった得物の鉤かぎ爪づめを摑んで部屋を飛び出す。

　駆かけつけると、縁えん側がわに座る黄一郎にしがみついて震える青べえの姿があった。

「青べえ！　何かあったのか……っ」

「はるたまぁ！」

　ハルを見るなり、青べえが泣きながら飛びついてきた。ハルが慌てて抱き留めていると、「青べえ！」と、青ざめた顔の黄一郎が怒ど鳴なり声を上げた。

「ハ、ハルさまを目指す式神のくせに、そんなに怖こわがって。見苦しいぞ！」

「黄一郎、お前も声が震えまくってるぞ？」

「！　き、黄一郎はふ、ふ、震えてなどおりません。ただ、時輔さまの絵が上手過ぎて感動していただけです！」

　絵？　抱き締めた青べえの頭を撫でてやりつつ目を向けると、そこには見覚えのある冊子が見えた。あれは、時輔お手製の妖よう魔ま覚え書きだ。子どもの頃から勉強して、こつこつ書き溜めているもので……と、そこまで考えてはっとした。

「お前たち！　駄目じゃないか。時輔の大事なものを勝手に持ち出したりしちゃ……っ」

　覚え書きを拾い上げたハルは絶句した。

　開かれていた紙面には、黒い狐きつねの魔ま物ものが描えがかれていた。

　血走った赤い目玉。人を喰らう、異様に大きく裂さけた口。人々を引き裂く大きな爪。全すべてを焼き殺しながら楽しげに揺ゆれる、炎ほのおをまとわせた九本の尻尾。これは──！

「す、すみません。ちょっとでもいっぱい勉強したくて。でも……ねえ？　ハルさまも怖いでしょう？　その魔物。けど……それ、何ですか？　初めて見ました。九尾の狐に似てるけど、書物には九尾の狐は白い神聖な妖あやかしって書いてあったし」

「そ……それは」　>>>♥

　ハルが言い淀んでいると、背後から「おーい」と声がかかった。顔を上げると、見み目め麗うるわしい貴公子がこちらに向かって歩いてくる。時輔の二番目の兄、時定だ。ハルは青べえを下ろし、頭を下げた。

「ハル、時輔はおるか」

「あ……いえ。少し前に出て行きました。時好様と時定様に相談することがあるからって……あれ？　じゃあなんで時定様がここに」

「言こと伝づてを託たくして、時輔だけ行かせるつもりだったのだ。兄上は人使いが荒あらいゆえな。会えば必ず、また用事を押しつけられる。だが……しかたない。観念して行くか」

　至し極ごく面めん倒どう臭くさそうに時定が肩を竦すくめていると、

「時定さま、ご機き嫌げんよろしゅう。これ、何か知ってますか？」

　黄一郎が時定に駆け寄り、覚え書きをかざして見せるので、ハルは慌てた。

「黄一郎、駄だ目めだ。時定様は忙いそがしい……」

「いや、これくらい構わん。で？　これとは何……っ」

　時定は笑顔でそれを受け取ったが、紙面を見た途と端たん、表情を変えた。

「……そちたち、この魔物について、時輔から何も聞いておらぬのか？　ハルも？」

「え？　……はい、何も。時定様はこの魔物、知っていらっしゃるんですか」

　躊躇ためらいがちに訊きき返すと、時定は思案げに眉を寄せた。

「知っておると言えば知っておるし、知らぬと言えば知らぬ。だが……まあ、そちたちは知っておいたほうがよかろうなあ」

　そう独りごちて、時定は改まったようにこちらに体を向けてきた。

「これは、通つう称しよう『黒九尾』と呼ばれる……本来存在するはずのない魔物だ」

「存在……するはずのない、ですか？」

「……にゃい？」

　黄一郎が首を捻ひねると、それを見ていた青べえも真似まねして首を傾かしげてみせる。

「知っておるだろうが、獣けものの妖の強さは尻しつ尾ぽの数に比例する。尻尾の数が九本ともなると、神と同等とさえ言われている。そして、魔物は人間が吐はき出す陰いん気きや厄やくを吸い込んで、どんどん力を得ていく生き物」

「じゃ、じゃあ、魔物は放ほうっておいたら、神様みたいに強くなるんですか？」

　声を震ふるわせて尋たずねる黄一郎に、時定は深く頷うなずく。

「だがな、それを捨て置くほど人間も馬ば鹿かではないゆえ、この国のあちこちに魔物の尻尾が五本になった時反応する結界を張り巡めぐらせておる。反応したら即そく討とう伐ばつ隊を差し向ける。しかし、この魔物だけはなぜか、結界が反応せず、尻尾が九本になるほどにまで育った」

　鼓こ動どうがどんどん速くなっていく。思わず、尻しりのあたりに手をやってしまう。そんなハルの耳に届いたのは、

「十七年前、彼奴きやつは突如都に現れた」

　色を失う。十七年前と言えば、時輔が両親を魔物に殺されたのと同じ時。では、時輔の両親を殺したのは……っ。

「多くの陰おん陽みよう師じ、武芸者が討伐に出た。だが、呪じゆ詛そはおろか刀も弓も一いつ切さい効かずに全ぜん滅めつ」

「効かなかったっ？　そんなことって」

「うむ、本来ありえぬことだ。ゆえに、皆ますます混乱してな。手をこまねいておる間に、彼奴は好き勝手暴れ回って、都の半分を焼き尽つくしてしもうた」

「そんな……！　それで、黒九尾はどうなったのですか」

　黄一郎が震える青べえを抱だき寄せ、尻尾を丸めながら先を促うながす。

「ある高名な陰陽師がいてな。そやつが討うち果たしてくれた。以来、黒九尾が現れたことはないし、皆あの時の地じ獄ごくを思い出したくなくて、誰だれも語らぬし記さぬが、黒九尾はこの国で最も忌いむべき魔物とされ、見つけ次し第だい即そつ刻こく滅めつ殺さつすることになっておる」

「……っ」

「み、見つけ次第っ？　え、え……じゃあ」

　青い顔で尻尾を振ふる黄一郎の頭を、時定はぽんぽん叩たたいた。

「立ち向かわずともよい。そちたちに勝てるわけがないゆえな。全力で逃にげろ。そして、一刻も早く見つけたことを時輔や我われらに伝えよ。よいな」

　黄一郎たちに念を押す時定を呆ぼう然ぜんと見つめ、荒あれ狂くるう胸のうちで必死に考える。

　時輔の両親を殺したのは、黒い毛の魔物だと聞かされてはいた。

　だがまさか、それが九本尻尾の生えた、黒い狐の魔物で……時輔の両親どころか、都の半分を焼いて、この国で最も忌むべき魔物とされているだなんて、知るわけがなくて。

　全身から嫌いやな汗あせが噴ふき出してくる。

「よし、いい子だ。では、俺は帰るとしよう。ハル、見送ってくれぬか」

　時定が覚え書きを手て渡わたしつつ、意味ありげな視線を送ってくる。

　一いつ瞬しゆん迷った。今、会話ができる状態ではない。だが、ここで変な態度を取って疑われるほうがもっと怖い。黄一郎たちにここで勉強しているよう言い置くと、ハルは時定についていった。

「まさか、このようなことまでそちに黙だまっておったとはな」

　黄一郎たちの姿が見えなくなった頃ころ、時定が呆あきれたように呟つぶやいた。

「言いづらい気持ちも分かるが、あやつの秘密主義にも困ったものよ。心配させたくないだの何だの言うが、言わなかったせいで相手を危険に晒さらしたり、何も言うてもらえぬと辛つらい想おもいをさせては本ほん末まつ転てん倒とう」

「……」

「先ほどの黒九尾のことだが、もし出くわしたら、何が何でもあやつを連れて逃げてくれ。勝てぬと分かっていても、あやつは突つっ込んで行きかねん」

「それは……時輔はそれだけ、黒九尾を憎にくんでるってことですか？」

　両親を殺した黒九尾が退治されても。掠かすれた声で訊き返すと、時定の歩が止まった。

「うむ……必死に、憎んでおった。父親は己を庇かばって死んだという、生しよう涯がい消えぬ心の疵きずを負わせた父上を恨まぬようにな」

「……っ」

　絶句するハルに、時定は小さく微び笑しようした。

「案ずるな。あやつはもう、昔のように気に病やんでおらぬ。そちのおかげでな。しかし、いまだ消えぬ燻くすぶりがあるのも事実。それが、黒九尾を目の前にしたら、一気に溢あふれ、弾はじけるのではないかと、思えてならん。黒九尾を殺せば、完全に……父上の呪じゆ縛ばくから解き放たれると」

「……」

「それだけ、あやつがあの日に失ったものは途方もない」

　俺などより、ずっと。その声こわ音ねはどこまでも重く沈しずんでいて、時定もまた、十七年前の心の疵が消えていないことが容易に知れた。

　何と言っていいか分からず言葉を詰つまらせていると、時定はこちらに振り返ってきた。その顔は、少し苦しそうだ。

「あやつのことだ。どうせまた、そちにろくな説明もせず、留守居を命じてきたのであろう？　色々納なつ得とくがいかぬことが多く、歯は痒がゆいであろうが、今は耐たえてほしい。そうして、時輔の心を労いたわってやってはくれぬか」

　時輔の体だけでなく心も守る。それは、そちにしかできぬことぞ。

　そんな言葉とともにハルの肩かたを叩いて、時定は行ってしまった。その背を呆然と見送った後、ハルはふと手に持っていた覚え書きに目を向けた。

　紙面をめくる。時輔が描く妖の絵は写実に富んでいるが、どれもどこか温かみがある。鬼おにや魔物の絵であろうとそれは変わらない。

　鬼が救われたっていいじゃないかという言葉のままに、どんなものにでも慈じ愛あいの心を失わない、優やさしい時輔。

　だが、黒九尾だけは違ちがった。どこまでも醜みにくく、おぞましく描かれたそれには、怒いかりと憎しみの感情しか見えない。極きわめつけは添そえられた文言。

『即滅殺すべし』

　ぎしりと、心の臓が大きく軋きしむ。

　覚え書きを持っていた手が、滑こつ稽けいなほどに震える。がくがく、がくがく震えて、覚え書きを取り落としてしまった時。ビリビリと、何かが破ける音がすぐそばでした。

　何の音か。恐おそる恐る、音がしたほうに視線を向ける。

　そこには、臀でん部ぶのあたりの袴はかまを突き破って飛び出た、黒い九本の尻尾──。

「あ…ああ……」

『……ハルさまあ？』

「……っ！」

『ハルさま、どこまでお見送りに行かれたのかな？』

　ぱたぱたと、軽い足音がこちらに近づいてくる。

　瞬間、言いようのない恐きよう怖ふが襲おそってきて、ハルはその場から脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

（見られたら……こんな姿、見られたりしたら……っ！）

　動どう揺ようのあまり足がもつれ、盛大に転んでしまった。

　顔を上げると、そこは人ひと気けのない屋や敷しきの裏手だった。

　いつもと変わらない景色。けれど……もう一度、ぎこちない所作で己おのれの尻に目を向ける。

　そこにはやはり、黒い……九本の尻しつ尾ぽが揺ゆれている。

　慌あわてて尻尾を消した。その時、「きゅう！」という鳴き声があたりに響ひびいた。

　弾かれたように立ち上がると、柑こう子じを咥くわえた桃太がぴょんぴょん跳はねているのが見えたものだから、全身の血の気が引いた。

「あ、あ……桃、太。あの……え？　なんで消すのかって？　それは……え？　格好いい？」

「きゅう！」

　ぎらぎらと光る黒色が格好いい。九本もある尻尾が格好いい。と、何度もぽてぽて尻しり餅もちをつきながら、桃太は小さな体いっぱいに表現した。が、ふと目をぱちくりしたかと思うと、首を傾かしげた。どうやら、ハルの毛の色は狐きつね色いろで、尻尾は一本だったはずと、気づいたらしい。

「あ……も、桃太。あの……さっき見たことは、その……皆みんなには黙っててくれないか？」

　震える声で頼たのむと、桃太はさらに首を傾げてこけた。

「どうして？　それは……じ、実はな！　これは新しい術を覚えてる途と中ちゆうで……完成させてからいきなり見せて、皆をびっくりさせたいんだ！　だから、その」

　一いつ生しよう懸けん命めい説得する。桃太は耳をぱたぱたさせていたが、最後には尻尾を振って頷いた。

「ホ、ホントか？　本当に、分かってくれたのか？」

　念を押すと、桃太は後ろを向いて可愛かわいいお尻を突き出してきた。

「うん？　なんだ、お尻なんか向けて……え？　指切りの代わり？」

　確かに、子犬の桃太に指切りは無理だ。ハルは桃太の尻尾に小指を絡からめ、指切りをした。懸命にお尻を振って指切りする桃太に苦笑して、ハルは桃太の頭を撫なでた。

「ありがとう。それじゃ、遊んでおいで……え？　この柑子、俺に？　あ……ありがとう」

　柑子を受け取ると、桃太は元気よく鳴いて駆かけて行った。それを見届けると、ハルは手に持った柑子に目を落とした。

　自分の分だけではなく、ハルの分ももらってわざわざ持って来てくれた。

　優しい子だ。きっと、先ほどの約束も守ってくれるだろう。でも……っ。

　その場に頽くずおれる。そして、ある言葉を反はん芻すうする。

　──ただの狐でしかなかったお前を、忌いみ喰くい神がみに作り変えてやったのだぞ。ありがたく思えっ。

　時輔には黙っていたが、自分はただの狐ではない。兄たちを殺した人間たちに、散々体を弄いじられ、作り変えられた、忌喰神という生き物だ。

　見た目はただの狐にしか見えないこの生き物は、魔ま物ものと同じく「あれ」……人間が吐はき出す陰いん気きや厄やくを喰くい、体内で福へと浄じよう化かする力を持っている。

　連中は忌喰神となったハルを、結界が張り巡めぐらされた洞ほら穴あなに閉じ込めた。それから一切食事を与あたえず、自分たちに降りかかる厄災のみを喰わせ続けて……あの頃は、どうしてこんな酷ひどい目に遭あわなければならないのだと、己おのが身を呪のろうばかりだった。

　だが、時輔の式神になってからは、この身に感謝した。時輔に降りかかる陰気や厄を喰って、福を招いてやれるのだから。けれど。

　時輔の式神になってからしばらくして、ハルは忌喰神のもう一つの力、取り込んだ厄を浄化するだけでなく、溜ため込んで力に変えることができる能力を知った。

　連中が黙っていたのは、ハルに力をつけられ、抵てい抗こうされては面めん倒どうだと思ったのだろう。

　この能力を知ってからというもの、ハルは厄を喰い、内に溜め込み続けた。

　忌喰神自身には、さほどの力はない。稀き代たいの天才である時輔に釣つり合う、強くて立派な式神になるため、より時輔の役に立てる体に変へん化げできるようになるためには、厄を貪むさぼり喰うしかなかったのだ。

　そのうち、尻尾が二本に増えた。その時はさすがに怖こわくなって、時輔に相談しようと思ったが……やめた。外から戻もどってきた時輔から初めて、女の匂においを嗅かぎ取ってしまったから。

　それから先は、今まで以上に厄を貪り喰うようになった。尻尾が増えるくらい、なんてことはないと高を括くくって……まさか、喰い過ぎると魔物になるなんて知らなかったのだ。

　慌てて厄を喰うのをやめたが、魔物の証あかしである黒い毛はどうしても直らない。

　魔物になってしまった自分が、時輔のそばにいてはいけないと分かっていた。だが、ハルは時輔のそばに居座り続けた。

　建前は、時輔が心配だから。実際は、できるだけ時輔のそばにいたいという気持ちと……時輔はハルが魔物になったと知っても悲しみこそすれ、嫌けん悪おしたりはしないだろうという、淡あわい期待と甘えを抱いだいていたから。けれど……それは、浅はかな願望でしかなかった。

　時輔が長年、黒九尾にどんな想おもいを抱いていたかも知らず……いや、そもそも時輔の仇あだが黒九尾ということさえ、自分は教えてもらえなかった。

　自分は所しよ詮せん、時輔にとってその程度の存在でしかなかった。それだというのに昨日、あんな言葉……噓うそを、自分に贈おくったりしたのか。あんなにも、真っ直すぐで真しん摯しな眼まな差ざしで。

「はは……あはは……。時輔、お前は本当に……優しいなあ。はは……ううう」

　本当に、呆あきれるほど優しい……残ざん酷こくで、憎にくたらしい男だ。けれど、どんなに憎くても、時輔に嫌きらわれたくない。傷つけたくない。だったら、もう──。
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「……蟲こ術じゆつ、ですか」

　時好の口から飛び出した言葉に時輔が思わず訊きき返すと、時好は渋しぶい顔で頷うなずいた。

「時定が来るまで断言できぬが、宇治家は蟲術を使って黒九尾を退治したと私は睨にらんでいる」

　蟲術とは、虫や動物など、普ふ通つうの生き物を強い妖あやかしに作り変え、使し役えきして用いる術だ。

　呪じゆ術じゆつの中では最も強力な術とされており、この術によって作られた妖は、たとえ小さな虫であろうと、簡単に人を憑とり殺してしまうほどの力を有するのだとか。

　しかし、蟲術はこの国では御ご法度はつととされている。

　蟲術があまりにも強力過ぎるからということもあるが、一番の理由はその残ざん虐ぎやく性だ。

　蟲術は生き物たちの憎ぞう悪おを力に変えて用いる。憎悪が強ければ強いほどに力が増す。

　ゆえに、術者は痛めつけたり、生き埋うめにしたりと、生き物にありとあらゆる虐待の限りを尽つくすのだ。そのあまりの残虐さと強力さゆえに、蟲術を用いた者には重い罰ばつが下されることになっている。……だが。

「宇治家が黒九尾を退治した方法を世間に公表しなかったのは、権力を独どく占せんするためだけでなく、禁きん忌きである蟲術を使ったことがばれてしまうからだと？」

「そうだ。それなら、誰だれも歯が立たなかった黒九尾を退治できた説明がつく。おまけに……黒九尾の件以前から、連中は日常的に蟲術を使っていた節がある」

　静かに言い添そえられたその言葉に、時輔は瞠どう目もくした。

「それは、つまりこういうことですか。宗義は父上と友でいた頃ころから、蟲術を使っていたと」

「……うむ。宇治家が代々使っていたのか、宗義が手を出したのか、定さだかではないが」

　この時、時輔の脳のう裏りに宗義の顔が過よぎった。

　──そちには分かろう？　わしと同じく、時道を心から憎んでおるそちなら。

　同じ穴の貉むじなを見るような、嘲あざけった目。それを思い返し、閃ひらめくものがあった。

（宗義……父上に後おくれを取らぬよう、蟲術に手を出したか）

　それなら、あの言葉が納なつ得とくできる気がした。

　禁断の法に手を出してでも、時道と肩かたを並べていたかった、後れを取りたくなかった。

　真面目まじめだった宗義にはさぞ、身を引き裂さかれる想いであったことだろう。だが、時道はそんなことは知りもせず、無む邪じや気きに「お前は最高の好敵手だ」と笑っている。

（……確かに、たまらぬなあ）

　自分にも覚えがある。こちらの苦しみなど知りもせず、公明正大で偉い大だい過ぎる父に対して……男色を嫌悪しているくせに無防備に飛びついてくる、無邪気で穢けがれのないハルに対して。

　とはいえ、今は感傷に浸ひたっている場合ではない。

　時好の読みどおり、宗義が蟲術を使っていたのなら、宗貞も使っているはず。では、宗貞がハルを所しよ望もうしてきたのは、手て籠ごめにするよりもずっと、恐ろしいことをするためか……。

「この話を聞いて、考えるのはハルのことか。全く、我が弟ながら溜ため息いきが出る」

　時輔の思考を見み透すかしたような溜息が部屋に響ひびいた。

　振ふり返ると、溜息交じりに部屋に入ってくる時定と目が合った。

「時定兄、人の屋や敷しきで道草とは感心いたしませぬな」

「む？　なにゆえ分かった」

「屋敷に誰が出入りしたか分かるよう、結界を張っておいたのです。で、なにゆえ我が屋敷に」

「そんなことより」

　時定が何やら差し出してきた。見れば、木で作られた人形だったのだが──。

「呪じゆ詛そ用の人形ですね。しかし……これは」

「先ごろ懇ねんごろになった宇治家の姫ひめに、『うちの弟は天才であることを鼻にかけ、私を責め苛さいなむのです』と泣いて訴うつたえたら、兄の宗貞が使っているものの一つをこっそりと、な」

「……さすが、陰おん陽みようの才を全すべてお顔に注ぎ込まれただけのことはありますな」

「そうとも。全ての才を陰陽の道に注ぎ込んでしまったそちにはできぬ芸当であろう？」

　軽口を叩たたき合いつつ、渡わたされた人形を調べる。

　古いにしえの唐から国くに文字。印の形。独特の焦こげた臭におい。それらを確かく認にんし終えると、時輔は人差し指と中指の先を人形に当て、小さく呪じゆ文もんを唱えた。

　人形の表面が、ぞわぞわと波打った。まるで、小さな虫が這はいずり回るように。

「時輔、それは……」

「蟲術です」

　虫むし嫌ぎらいの時定のために説明は省いて断言すると、時定は「そうか」と溜息を吐いた。

「父上はこのことを知ったら、どのような顔をなされたことか……」

「どうもせぬ」

　時定の呟つぶやきを、時好がやんわりと遮さえぎる。

「死人には何も届かん。ゆえに、父上が傷つくことはない。気に病やむな」

「……はい」

　物言いたげな表情を浮うかべながらも時定が頷くと、時好がこちらに怜れい悧りな視線を向けてきた。

「時輔。次はそちに動いてもらう。今こ宵よい、宗貞の屋敷に赴おもむけ」

「……今宵、ですか」

「今朝、宗貞から使いがきた。そちにハルを連れて我が屋敷に来るよう申しつけよと」

　──時輔、一度味見がしてみたい。連れて参れ。

　宗貞の下げ卑びた笑えみが脳裏を過り、ざわりと血が疼うずく。

「そのような顔を致いたすな。安心せい。宗貞にその手の趣しゆ味みはないと調べはついておるゆえ」

　そうか。それなら安心……なんて、宗貞が蟲術を使うと分かった今は到とう底てい思えない。

「できれば穏おん便びんに済ませてほしいところだが、向こうがハルのことで譲ゆずらぬようなら、決けつ裂れつも致し方なし。ハルを渡して何かされるほうが怖い」

「宇治家を潰つぶすことになっても構わぬと？」

「よい。好きにせい」

「……分かりました。ただし、宇治家には俺一人で参ります。ハルは連れて行きません」

　一いつ拍ぱく置いてそう答えると、時好はそれまで保っていた冷れい徹てつな表情を緩ゆるめた。

「……そうさな。蟲術には、妖の正気を奪うばう法や魔ま物ものに変えてしまう法があると聞く。悲ひ惨さんな光景も見るかもしれぬ。連れて行かぬほうがよかろう。だが、ハルにはこのことを」

「黙だまっておきます。なに。必ず、無事戻って参ります」

　宣言する。時好は何か言いたげな表情を浮かべたが、すぐに苦く笑しようして頷いてくれた。

　時輔が会え釈しやくを返していると、時定が鼻を鳴らした。

「時輔、いい加減身の程ほどを知れ」

　憮ぶ然ぜんとした顔でそう言ってきた。

「……何のことです」

「父上……いや、ハルが胸を張れる、よい男になろうなどと思うなと申しておる。陰おん陽みよう道どうのこと以外はからきし、彫ほりが深過ぎる凸でこ凹ぼこの岩顔、鈍どん感かん、無風流、甲斐かい性しようなし、おまけに察しも悪い。そのような男が、よい男になどなれるわけがない」

「……はて。さような、弟の心情を全く考こう慮りよしない物言いで言われましてもなあ」

　あまりの言い草にムッとなりつつ嫌いや味みを返したが、時定は澄すまし顔だ。

「事実を言うたまで。あのようなハルの顔を見てはな」

「！　ハルが、どうしたと」

「今にも出て行きそうな顔であった」

　返された言葉に狼狽うろたえると、時定は両の目を細める。

「なんだ、心当たりがあるのではないか。大事だの何だの、聞いて呆れる……」

「時定、いい加減にいたせ」

　それまで黙って聞いていた時好が割って入る。

「そちは時輔に対して言い方がきつ過ぎる。ただ……己おのれを殺してまで大事にしても、逃にげたくなるほど傷つけてしまうというのなら、いっそ思うがままにしてみるのも手ではないか？」

「……。……帰ります」

　しばしの沈ちん黙もくの後、時輔は時好の言葉を無視して会釈すると、その場を辞した。

　その後ろ姿を時好たちは無言で見送ったが、ふと顔を見合わせたかと思うと、困ったように……しかし、少し嬉うれしそうに笑い合った。







（……全く。時好兄まで、好き勝手言ってくれる）

　帰り道。牛ぎつ車しやに揺ゆられながら、時輔は鼻を鳴らした。

　お前はハルが胸を張れるいい男になれないだなんて、人の気も知らないで……いや。

　──今にも出て行きそうな顔であった。

（……時定兄にも、そう見えたか）

　深い溜息を吐つき、昨夜ゆうべのことを思い返す。

　泣き出したハルは、なかなか泣き止やむことができなかった。

　本人は、「みっともないな」「ごめんな」と謝りながら必死で止めようとするのだけれど、宥なだめるために背中を擦さすったり、「大だい丈じよう夫ぶだ」と声をかけてやると、余計に涙なみだが溢あふれてしまう。

　それだけ、今まで辛つらい思いをしていたのか。そう思うと胸が搔かき毟むしられて、ハルの体をきつく抱だき締しめた。それはただただ、ハルを慰なぐさめるため……だった、はずなのに。

　──うう……時、輔。時輔ぇ……。

　爪つめを立てるほどに強くしがみつかれ、涙で掠かすれた拙つたない声で、甘えるように何度も名前を呼ばれ続けていると、ぞわりと血潮がうねった。

　抑おさえつけていた劣れつ情じようが、毒のように内で広がっていく。

　気がつけば、労いたわるようにハルの背を撫なでていた掌てのひらの動きが変わっていた。

　ねっとりと、舐なめるように撫で回すと、ハルのしなやかな体が緩かん慢まんに捩ねじれた。

　──は、ぁ……時、輔。

　まるで感じているような、甘く掠れた声に神経が焼き切れそうになった。何度、水干の帯に手をかけようと思ったか知れない。だが、そのたびに理性が叫さけぶ。

　ハルは男と睦むつむことなど望んでいない。むしろ、

　──……何なんだろうな、あいつ。俺は男なのに……気持ち悪い。

　嫌けん悪おしている。こんなこと、ハルを傷つけるだけだ。だから……っ。

　必死に自分に言い聞かせる。それでも、離はなすことだけはどうしてもできなくて、一晩中ハルを抱き締め続けた。

　翌朝、目を覚ました時のハルの様子は明らかにおかしかった。

　泣いて腫はれた目が不格好だからと言って顔を合わせず、接してくる態度もぎこちない。

　傷つけたのだと、すぐに分かった。しかも、その後ハルと会った時定曰いわく、今にも出て行きそうな顔をしていたそうで……どれだけ、傷つけてしまったのだろう。

　自分は、何をやっているのか。それに……これからどうする。

　うやむやにして誤ご魔ま化かす。それが一番無難だが、できるのか？　怯おびえるように逸そらされた、愁うれいを帯びた瞳ひとみにさえ、ぞくりと男の劣情を煽あおられた、浅ましい自分に……いや。

　やれないことはないだろう。それで、ハルを繫つなぎとめられると思えば。

　だが、本当にそれでいいのか？

　──己を殺してまで大事にしても、逃げたくなるほど傷つけてしまうというのなら、いっそ思うがままにしてみるのも手ではないか？

（思うがままに？　そのようなこと、できるわけがない）

　今よりもっと傷つけると分かっているのに、そんなこと──。

　結局答えが出ないうちに、屋や敷しきに着いてしまった。

「……あ」

　屋敷に張った結界を確認してから門をくぐると、玄げん関かん先さきに蹲うずくまっていたハルと目が合った。

　その顔がひどく青ざめて見えぎくりとしたが、すぐ笑みを浮かべ頭をぽんぽん叩たたいてやった。

「ただいま。……ずっと、そこで待っておったのか」

「え？　お、おう。実はその、ちょっと……話したいことがあって！」

　思い切ったように、上うわ擦ずった声で訴うつたえてくる。その、常ならぬ態度に胸むな騒さわぎを覚えつつも、時輔は頷うなずいてみせた。

「ごめんな。帰ってすぐ、疲つかれてるだろうにさ」

　場所を自室に移し、座したところで、ハルは申し訳なさそうに謝ってきた。

　伏ふせられた目は、朝見た時より赤い気がする。また、泣いたのか。

「別に、気にすることはない。それで、話というのは……」

「あの、実は……少し、暇ひまをもらいたくって」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか分からなかった。

「今、何と言うた」

　訊きき返す。自分でも驚おどろくほど低く出た声に、ハルの細い肩かたがびくりと跳はねる。

「それ、は……今日、市場に行ったんだけど」

「……市場？」

　さらに低い声が出た。ハルの体が震ふるえる。

「あ……ごめん。えっと……お前の薬、買いに行ったんだ。怪け我がするかもしれないと、思って。そしたら、そこで……お、俺の悪い噂うわさを聞いた。稚ち児ごだの、何だの……そ、それで」

「……」

「権力者と揉もめてる時にこういうの、よくないだろ？　時好様たちにも迷めい惑わくがかかる。だから」

「ハル」

　懸けん命めいに言葉を振ふり絞しぼるハルの名を、時輔は地を這はうような声で呼んだ。

「さように、俺が嫌いやになったか」

「え？　な……突とつ然ぜん何言い出すんだよ！　今そんな話してな……」

「俺は今朝、結界を張って家を出た。誰だれかが屋敷を出入りしたら分かるようにな」

　ハルの顔から血の気が引いた。

「俺が家を出てから、屋敷を出入りしたのはただ一人。時定兄だけぞ」

「あ、あ……時輔。ち、違ちがうんだ。俺は、その……えっと」

　震える声で何やら弁明しようとしてくる。その態度が、時輔の心をさらに搔き毟った。

　本心を隠かくし、噓うそを吐いて時輔の前から消えようとしただけでは飽あき足らず、こうして噓が露ろ呈ていしても、まだ誤魔化そうとする。そんなに──。

「そんなにも……噓を吐いて逃げ出したいほど、俺が嫌か。腹を割って話す気にさえなれぬほど、もう……顔を見るのも嫌なほど」

「違う！」

　突とつ如じよハルが立ち上がって叫んだ。その、あまりに悲痛な響ひびきにはっとすると、ハルは思わずといったように口を押さえた。

「あ、あの、これはその……えっと……そ、そうだ！　お、お前なんか嫌きらいだっ」

　滑こつ稽けいなほど取り乱したかと思うと、今度はそんなことを叫び出す。

　ハルが何を考えているのか分からない。だが、今にも泣き出しそうな顔に心臓が軋きしんだ。

「世話かかるし、危なっかしいし、滅め茶ちや苦く茶ちやだし、大事なこと何も言わないし、お、俺の気持ち全然分からない鈍にぶちんで……うんざりだっ。顔も見たくない。付き合ってられない……っ」

　後ずさるハルの腕うでを立ち上がって摑つかむ。考えたことではない。とっさに体が動いた。

「駄だ目めだ」

　今度は、口が勝手に動き出す。

「どこへも行くな。ここにいろ」

　端たん的てきに告げる。ハルは目を見開いたが、すぐによりいっそう顔を歪ゆがめて、目を逸らした。

「お、俺の話が聞こえなかったのか。お前なんか、もう……んっ？」

　ハルの言葉が口の中で溶とける。

　ハルは何が起こったのか分からないようで、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。だが、時輔が重ねていた唇くちびるを離してようやく、口づけられていたと認にん識しきしたのか、瞳を忙せわしなく揺らし始めた。

「あ……と、ときす……」

「好きだ」

　囁ささやいた瞬間、ハルの大きな目が限界まで見開いた。その困こん惑わくに満ちた目を見つめると、心のどこかで「どうかしている」と誰かが呟つぶやいた。

　ハルは下手な噓を吐いてまでして、自分から離れようとしている。だったら、まずは落ち着かせて事情を聞くなり何だりするべきだ。それなのに、事情も一いつ切さい聞かず「行くな」と自分の意見を押しつけた挙げ句、ハルが嫌悪している男色めいたことをして……滅茶苦茶だ。

　だが、理性にどんなに罵ののしられても止められない。

　ハルが自分から離れていくなんて、それだけは嫌だ。絶対に嫌だ！

　ただただ、その感情にのみ突つき動かされて、時輔はさらにハルに手を伸のばす。

「俺には、お前でなければならぬのだ。ここまで狂くるおしく、愛いとおしいと想おもえるのは、きっとお前だけ。ゆえに、離さぬ。決して、離さぬぞ」

「あ……あ、あ」

「それが、嫌なら」

　殺すがよい。嚙かみ締めるように囁いて、親指の腹でハルの頰ほおを撫でる。

　ハルは、何も言わなかった。その場で立ち尽くし、阿あ呆ほうのように時輔を見つめ続ける。

　だが、不意にくしゃりと顔を歪めたかと思うと、時輔を突き飛ばしてきた。

　ハルの怪かい力りきに人間の時輔が勝てるわけもなく、その場に尻しり餅もちをついた。

　やはり、拒きよ絶ぜつされたか。と、思った瞬間、ハルが上に乗り上げてきた。

　体の自由を奪うばうように馬乗りになって、両の掌を……時輔の喉のど元もとへ伸ばしてくる。

「……ハル？」

「……殺したい」

　時輔の喉を両手で摑み、虚うつろな声で囁かれた言葉に、ぞくりとした。

「時輔。今すぐ、お前の息の根を止めたい。そしたら、お前は今のままずっと……俺じゃなきゃ駄目な、俺を好きだって言ってくれるお前のままだ」

「……ハル」

「だから、今殺して、俺だけのものに……っ」

　獲え物ものを見つめる捕ほ食しよく者のように目を血走らせ、時輔の喉を摑む手に力を込める。

「……くっ」

　息苦しさに思わず声が漏もれる。瞬間、ハルの手が止まった。

　そして、先ほどの獰どう猛もうな表情とはうって変わった、今にも泣き出しそうな幼子のように顔を歪めたかと思うと、体当たりする勢いでしがみついてきた。

「殺して、やりたいのに……」

　ひどく、狂おしい声だった。

「今のお前のままでいてほしいのに、俺を嫌いになるお前なんか、死んでも見たくないのに、お前を傷つけるなんて、絶対無理で……っ。ばか！　だからお前が嫌いなんだっ。人の気も知らないで、困ることばっかり言いやがって。ばか、ばか時輔……んんっ！」

　ハルの後頭部を摑み、無む理り矢や理り引き離して再び口づける。

　先ほどの、触ふれ合わせるだけのそれとは比べ物にならない、深い口づけ。

　ハルの唇はしょっぱかった。泣いている。そう思うと、ひどく胸が締しめつけられて、ハルをきつく抱だき締めた。

「ん、ぅ……ハル。……ハル」

　名を呼びながら歯列をなぞり、舌を舐なめると、ハルは震える舌を差し出してきた。

　口づけに応こたえてくれる。経験がないせいか、舌先は非常にぎこちない。舌を舐めてやるたび、びくびく体を震わせ、鼻にかかった甘い声を漏らす。それがすごく可愛かわいい。しかし。

「ふ、ぅ……ばか、ときす……は、ぁ。嫌い……お前、なんか……大、嫌い……ぅんんっ」

　依い然ぜんそんなことを言う。それが気に入らなくて、時輔はハルの体を床ゆかに押し倒たおした。
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　時輔を傷つけることなく、そばを離はなれるにはどうしたらいいか。ハルは必死に考えた。

　本当のことなど言えないし、かと言って黙だまって出て行くと逆に心配させてしまう。だから、自分の悪い噂が流れているからという噓を吐つくことにした。

　本当は、事情を書いた手紙を置いて出て行きたかったが、書こうとすると涙なみだが込み上げてきて全然書けない。

　しかたなく直接説明しようとしたのだが、噓はあっさりばれてしまった。しかも、「噓を吐いてまで離れたいほど、俺が嫌になったのか」と誤解させてしまって。

　滅めつ多たに感情を表に出さない時輔が、露ろ骨こつに表情を歪めた時は、胸が押し潰つぶされる思いがした。でも……こうなったら、時輔が嫌いになったから出て行くということにしてしまおう。こんな噓を吐くのは身を引き裂さかれるほどに辛つらいが、自分が黒九尾になってしまったことがばれるよりはましだと、さらに噓を吐いた。

　それなのに、ふわりと白梅の香かおりが鼻び腔こうをくすぐったかと思うと、

「ぁ……時、輔。ぁあっ。ゃ……ん、ぅ」

　なぜ、こんなことになっているのだろう。

「ハル……ん。ハル……」

（ああ……噓。時輔が、俺の舌舐めてる……！）

　信じられない。だって、そんなそぶりは一度だって見せたことがないし、何より……時輔は女が好きだったはずだ。

　こんなこと、あるわけない。そう思うのだけれど、舌の味はともかく、五感で感じる全すべて、匂においも声も感かん触しよくも、時輔のものだ。愛おしい……できることなら、全部独り占じめにしてしまいたいと願わずにはいられないほど恋こいしい時輔の。

　しかも、お前のことが愛おしい。お前でなければ駄目なのだとさえ言ってくれた。

　本来なら、心臓が爆ばく発はつしてしまいそうなほど、嬉うれしいことだ。でも……嬉しいと思えば思うほど、辛くてしかたない。

　時輔がそう言ってくれるのは、ハルが黒九尾だと知らないから。知ってしまったらきっと、こんなふうに抱き締めてくれなくなる。この想いも泡沫うたかたと消えてしまう。

「ぁ……ん。き、らい……お前なんか、大嫌い……ばか時輔……ぅん」

　なんで、今いま更さらこんなことをする。これまで何もしてこなかったくせに、時輔のそばにいられなくなった今になってこんなの、ただ辛いだけ。あんまりだ。

　苦しくて、悲しくて、知らず知らずのうちに溢あふれ出てきた涙に声を震ふるわせながら罵ると、言葉を取り上げるように深く口づけられた。

「と、き……ぅ、ふ。……は、あ」

　時輔の口づけは、普ふ段だんの穏おだやかさからは考えられぬほど野や蛮ばんで情熱的だった。ねっとりと口内を舐め、貪むさぼるように舌を絡からめてくる。呼吸もままならない激しさにくらくらしていると、

「馬ば鹿かは、お前だ」

　口の中でそんな囁ささやきが転がるとともに、何やら布ぬの擦ずれの音が聞こえてきた。これは……と、ぼんやりとした頭で思っていると、いきなり素す肌はだをまさぐられて体が震えた。

　あの音は、着物を脱ぬがされる音。そう思い至ると、急に怖こわくなってハルは抵てい抗こうした。

　駄目だ。これ以上されたら、時輔から離れられなくなる……いや、恋しさのあまり時輔を殺してしまう！

　やめてくれと懇こん願がんした。だが、制止するたびに唇を塞ふさがれ、暴あばかれた肌はだを愛あい撫ぶされる。

　時輔の愛撫は怖いくらい気持ちよかった。惚ほれた欲よく目めもあるのだろうが、ハルのいいところを的確に探さぐり出し、そこばかり攻せめてくる。けれど、一番感じたのは、時輔の姿。

　烏帽子えぼしが取れた乱れ髪がみの影かげが落ちる、ほのかに紅潮した頰。ハルの肌の上を妖あやしく這はう長い指先。普段きっちりと着込んだ狩かり衣ぎぬが乱れて覗のぞく、白い鎖さ骨こつ。情欲に潤うるんだ、切なげに見つめてくる雄おすの瞳ひとみ。

「ん、ぅ……ハル」

　昂こう奮ふんして、上擦った掠かすれ声。その、常ならぬ全てが凄せい絶ぜつな色いろ香かを放っていた。

　そして、時輔の匂い。自分が毎日焚たき込めてやっている白梅の香りが徐じよ々じよに薄うすれ、時輔自身の匂いが濃のう厚こうになっていく。それも含ふくめて、どうしようもなく感じて、気づけば、

「時、輔……んぅ。ときす、け……ぁ。はぁ」

　突つき放すどころか、甘ったるい声で時輔を呼びながら、時輔の掌てのひらに肌を浅ましく擦りつけてしまう始末で。そんな自分が信じられなくて戸と惑まどっていると、耳たぶに口づけられる。

「嫌きらいに、なるはずがなかろう。かように、可愛いお前を……ん」

「んぅ……は、ぁ。時輔……ふぅ。ときす……」

「素す直なおに、俺を好きだと言え。『嫌い』は好かん」

　ハル。耳に口づけられたまま、ひどく甘えた声で強請ねだられる。

　瞬間、理性が完全に焼き切れた。

「あ……す、き」

　震える唇くちびるが、今までずっと言いたかった言葉を紡つむぐ。

「好きだ、時輔。俺のこと、ずっと……ずっと、好きでいて。嫌いに、ならないで……ぁ」

　赤く熟うれた耳たぶを食はまれ、乳ち首くびを摘つままれて、小さく悲鳴を上げる。

「いい子だ。だが……好きで、いるだけでよいのか？」

　乳首を弄いじられるたび、今まで感じたことがない甘い痺しびれが湧わき上がり、熱を帯びた囁きとともに毒のように内部で広がっていく。

「もっと、好きになってほしゅうはないのか？　欲のないやつぞ」

「ぅ、んん……も、もっと？　ぁ、あ……そこ」

　乳首を弄っていないもう片方の手が下か肢しへと滑すべり落ちてくる。握にぎられただけで下肢が痺れて、腰こしが緩かん慢まんに揺ゆれた。と、同時に、ハルの耳を食んでいた唇がかすかに笑った。

「と、ときす……は、ぁっ。ゃ…やめ……ああっ！」

　無ぶ遠えん慮りよに擦られた途と端たん、目の前が真っ白になってハルは甲かん高だかい声を上げた。

　何が起こったのか分からず、目をぱちぱちしていたが、　>>>♥

「触れただけで、達いったのか」

　揶や揄ゆされてようやく状じよう況きようを理解したハルは顔を真っ赤にした。反射的に体が逃にげを打ったが、時輔は離してくれない。

「ふふん。誠まこと、欲がない。だが、俺は違ちがうぞ」

「！　時輔っ。そこ、は……ぁっ」

　突とつ如じよ、誰だれにも触れられたことがない箇か所しよに濡ぬれた指先を這わされて、腰が跳はねた。またも体が逃げを打ったが、きつく抱き締められる。

「時、輔？　……ぃっ！　時輔っ、ゆ、指……指が入って……はぁ」

「離さぬと言うたであろう」

「……ああっ」

　時輔の指が内部に押し入ってくる。今まで経験したことがない未知の感覚と、強きよう烈れつな異物感に全身が震えた。

「時輔……ゃ、やだ。それ、気持ち、わる……あ」

　ハルは時輔の腕うでを摑つかんだ。ある箇所を擦られた刹せつ那な、下肢に走った甘い痺れに驚おどろいたのだ。

「と、時輔。い、今の、な……ぁあっ」

　指先が先ほどの箇所を執しつ拗ように突いてくる。そのたびに、強烈な快感がさざ波のように押し寄せてきて、たまらず時輔にしがみつくと、また耳元に唇を寄せられた。

「俺は、今のままでは足りぬ」

「ァ……と、時輔？　……っ！　あああっ」

　指が引き抜ぬかれたかと思うと、指とは比べ物にならない、太く熱いものが押し入ってきた。

　それまでの快感が消し飛び、痛みが全身を包む。強烈な痛みと圧あつ迫ぱく感かんで眩暈めまいがした。

「は、ぁ……ハル」

　それなのに、心は今までにない歓かん喜きで震えていた。

　だって、ずっと願っていたのだ。いつか時輔に我が儘ままを言ってもらえる存在になりたいと。

　過去の悲しい出来事のせいで自分を大事にすることができなくなって、亡ぼう父ふのために立派な陰おん陽みよう師じになること以外何も望まない時輔に、欲ほつするという気持ちを教えてやりたい。

　その夢が、今叶かなったのだ。しかも、普段のそつのなさが噓うそのように不器用に、必死に強請ってきたのが、

「もっと、お前がほしい」

　……ああ。

「今より、もっと……お前の全てがほしい」

　これ以上の幸せが、他ほかにあるだろうか。

「そばにいてくれ。ずっと、俺のそばに」

　いいよ。俺の全部をお前にやる。そばにだって……いや、俺もいたい。大好きなお前のそばに……ずっとずっと、一いつ緒しよにいたい。そう言えたら、どれだけいいだろう。でも──。

「時、輔……ぁ、あ。とき、す…け……んん」

　結局、時輔にいくら甘く乞こわれても、言いたいことは何一つ言えないまま、馬鹿みたいに時輔の名前を呼び、必死にしがみつくことしかできなかった。







　それから、どれだけ時輔に抱だかれたことだろう。

「……ハル」

　どこからか、声が聞こえてきた。だが、寝ね惚ぼけてぼんやりとした頭は、その声が誰なのか識別できない。誰だろう？　と、何の気なしに考えていると、

「ずっと、お前が誇ほこれる、よい男になりたいと思うておった」

　声が独り言のように言う。

「だが、焦あせったとはいえ、お前をかように抱きくさるとは……はは」

（……とき、すけ？）

「俺は所しよ詮せん、その程度の男であったか」

「……っ」

　ひどく嘲あざけるような声こわ音ねに、はっとした。

　早く起きなければ。起きて、時輔に飛びついて、言ってやらなければ。

　その程度だなんて言うな。俺はとても嬉うれしかった。強請り方が分からなくて、強ごう引いんに奪うばってきた拙つたなさが可愛かわいかった。愛いとおしかった。

　お前はどうしようもなく可愛い、いい男だよ……と。

　それでも、体はぴくりとも動かない。

　時輔が描えがいた、おぞましい黒九尾の絵を思うと、どうしても。

　ハルが狸たぬき寝ね入いりをしていることに気づいているのか、いないのか。時輔はそれ以上何も言わなかった。ハルの体にかけてあった着物をかけ直し、そのまま部屋を出て行く。

　遠ざかっていく足音を聞きながら、ハルは両手で顔を覆おおった。

「……ご、めん。ごめん……時輔っ」










　＊＊＊




　夕ゆう闇やみに沈しずみ始めた部屋で一人、身み支じ度たくをしつつ、時輔はふと自じ嘲ちようした。先ほどのことと合わせ、時定に言われた言葉が脳のう裏りを過よぎったせいだ。

　──いい加減身の程ほどを知れ。そちが、よい男になどなれるわけがない。

　もはや、弁明の余地がない。

　噓を吐ついてでも逃げ出したいと思わせるほどハルを追い詰つめたから？　離はなれていくハルにかっとなり、無む理り矢や理り抱いてハルの心を暴あばいたから？　……違う。

　そんな外げ道どうをしでかしたくせに、さして心が痛んでいない……いや、むしろ清すが々すがしい心ここ地ちでいる己おのれに呆あきれているのだ。

　ひた隠かくしてきた想いを全部ぶちまけ、「俺の許もとを去るなら殺してくれ」と言って縋すがるという、最高に無様な醜しゆう態たいを晒さらした。

　それでもハルは「殺したいほど好きだ」と返してくれた。抱だき締しめれば、背中に傷ができるほどきつく抱き締め返し、愛あい撫ぶに感じてくれた。

　ならば、何を迷うことがある。いかなる理由でハルが自分から逃げたがっているのか知らないが、何だろうが決して離さなければいい……だなんて。

　自分がこんなにも図太く、自分勝手な男だったとは。我われながらびっくりだ。だが、もうそんなことはどうでもいい。

　──好きだ、時輔。俺のこと、ずっと……ずっと、好きでいて。嫌きらいに、ならないで。

（俺も好きだ、ハル。必ずや、俺のものにしてみせるぞ）

　ハルを残してきた部屋のほうを見み遣やり思っていると、外から黄一郎たちの声がした。

『時輔さま、宇治さまと仰おつしやる方からの迎むかえの牛ぎつ車しやがいらっしゃいました』

『まちたあ！』

（……来たか）

　とにかく、今は宗貞の始末だけを考えよう。

　あの男をどうにかしなければ、ハルのことも何もままならない。

　この時、一いつ瞬しゆん宗義の……父の友人の顔が脳裏を過った。友の家を息子むすこが潰つぶしたら、心優やさしい父は何と思うか。だが、その思考が時輔の歩みを止めることはなかった。

　時好の言うとおり、死者には何も届かない……いや、仮に届いていたとしても、今の自分には父よりも、ハルや兄たちのほうが大事なのだ。それでも。

（お許しくだされ。父上）

　胸の内でそう独りごちて、時輔は部屋を出た。







　招かれた宇治家の屋や敷しきは、さすがは陰陽界一の権力者と言うべきか、烏丸家のそれとは比べ物にならぬほど広大だった。

　造りも立派で、細部に至るまで贅ぜいが尽つくされている。だが、その豪ごう華か絢けん爛らんな風ふ情ぜいに、どこか禍まが々まがしさを感じてしまうのは自分の勘かん違ちがいだろうか。それから、この鼻にまとわりつく匂におい。

　いやに香こうを焚たいている。まるで、何かの臭においを隠すように。

　通された部屋でそんなことを考えていると、宗貞が部屋に入ってきた。顔はひどく上じよう機き嫌げんだ。

「おお、よう参った。いきなり呼びつけて悪かった……うん？　例の式神はどうした」

　怪け訝げんそうな顔で上座に座る宗貞に、時輔は「この中に」と言って、管くだ狐ぎつねを入れる竹たけ筒づつを取り出してみせる。勿もち論ろん中身は空だ。

「おお。では、早さつ速そくこちらに……」

「その前に。宗貞様は、これを何にお使いになるおつもりですか？」

　さりげなく竹筒を脇わきに置いて問いかけると、宗貞は眉まゆを寄せた。

「何？　それは昨日申したであろう。そちの稚ち児ご式神を一度味見してみたいと」

「宗貞様にそのようなご趣しゆ味みはないのに？」

「……」

「聞いております。男に欲よく情じようする輩やからの気が知れぬそうで。……真まことのことをおっしゃってください。そうでなければ、お貸しすることはできません」

「……貴様、この私に逆らうと申すか」

「宗貞様の御おん身み大事で申し上げております」

　にこやかに笑えみを返す。露ろ骨こつに睨にらまれたが構わないでいると、宗貞が突とつ然ぜん嗤わらいだした。

「やれやれ。私はそちが薄うす汚ぎたない盗ぬすつ人とであることを公おおやけにせぬために、かような噓を吐いてやったと申すに」

「……盗人？」

「そちが重宝しておる妖あやかし、それは私の式神ぞ」

　返された言葉に、時輔は浮うかべていた笑みを消した。この男、いきなり何を言い出す。

「十五年前の九月十二日、私が使し役えきしておった狐の式神が逃にげ出した。追っ手を放ち、火だるまにしてやったが捕つかまえられず……どこかで野垂れ死んだと思うておったが」

　確かに、自分がハルを拾ったのは、十五年前のその日だし、ハルは全身にひどい火傷やけどを負っていた。妖の山の狐ではないと言うし、どこから来たのか尋たずねても頑かたくなに口を開かず……あの時は、言いたくないことを無理に訊きくのはよくないことだと思って、そのまま聞かずじまいだったが、それにしたって──。

「私がかのものと知り会おうたのは十五年前です。されど、狐の妖などどこにでも……」

「ほほほ」

　宗貞が扇おうぎで口元を押さえ、嘲るように嗤わらう。

「あれがどこにでもいるただの妖と申すか？　そちも知っておろう。神の加護を受けた神しん獣じゆうならいざ知らず、普ふ通つうの狐は本来戦せん闘とうなどできぬほど非力で、完全な人ひと型がたに化けるほどの妖よう力りよくも持ち合わせておらぬと。それだというに……まさか、己が見み出いだした妖は類たぐい稀まれなる天才だといい気になっておったか？」

　──こんなに可愛い上に天才だなんて……うん！　さすが、この俺が惚ほれただけのことはある！　ハル、お前は最高だ！

「……」

「それから、腹の音。尋じん常じようではない音であろう？　あれも、不思議と思わなんだか」

　──相変わらず、愛らしい顔に似合わぬ爆ばく音おん。……可愛い。恥はじらう顔もまた可愛い！

（……はて。あれは誰だれであったか）

　腹の音に恥じらうハルにうっとりしている誰かが再び脳裏を過ったが、澄すまし顔でそんなことを考えていると、宗貞がまた嗤った。

「ほほほ。それらは全すべて、我が家の守り神、忌いみ喰くい神がみの証あかし」

　忌喰神。聞いたことがない名だ。

「忌喰神は我が宇治家代々に伝わる守護神じゃ。その名のとおり、厄やくを喰くう」

「厄を……それではまるで魔ま物もの」

「いや、魔物ではない。確かに、魔物のように取り込んだ厄を力に変えて敵を討うち果たしもするが、それに加えて、喰った厄を体内で浄じよう化かし、福に変えることができる。その福で家に幸運を招いたり、病や怪け我がを治ち癒ゆさせたりする。ゆえに、本来は戦闘に使うのではなく、家の守り神として用いるのだ」

　その言葉に、時輔はハルが我が家に来てからのことを思い返す。

　そう言えば、この十五年間、誰も病どころか風邪かぜ一つ引かなかった。時々怪我をしてもすぐに治った。今にも潰れそうだった烏丸の家に支し援えんを申し出てくれる者が増え、兄たちが順調に出世し始めたのもこの時期で……それも、ハルのおかげだと？

　にわかには信じられない。だが、もしそれが本当だとするなら、ハルは──。

「しかしな。忌喰神は扱あつかいがとても難しい。喰わせる厄の分量を間違えると、魔物になってしまうゆえな」

　続けて言われた言葉に、時輔ははっとした。

「厄は毒のようなもの。取り込んだものの心身を常に侵おかし続ける。そして、一度魔物になってしもうたら最後、もう二度と元には戻もどれん」

　最近のハルの様子が次々に脳裏を過る。

「たまには狐の姿に戻れ」といくら言っても、頑なにこのままでいいと言い張る姿。一人遠くを見つめる沈んだ背中。

　──今すぐ、お前の息の根を止めたい。そしたら、お前は今のままずっと……俺じゃなきゃ駄だ目めな、俺を好きだって言ってくれるお前のままだ。

　悲痛な声でそんなことを訴うつたえてくるハルを、時輔は内心笑った。それではまるで、自分がいつかハルを嫌いになるようではないか。

　そんなこと、あるわけがないだろう。俺はお前がずっと好きだ。

　何度も言い聞かせた。それでもハルは、「嫌いにならないでくれ」と泣くばかりで……なぜ、そこまで時輔の言葉が信じられないのか不思議だったが、今は……。

（……ハル。お前は……）

　愕がく然ぜんとするしかない時輔に、宗貞は両の目を細める。

「ほほほ。何じゃ、その顔は。……まあ、慄おののくのも無理はない。今のような強さを得るために、彼奴きやつは相当の厄を取り込んだはずで、いつ魔物に変じてもおかしくない。彼奴が魔物となれば、理性を失い、そちに襲おそいかかるであろうし、この失態が公になれば、烏丸の家は仕し舞まいじゃ」

「……」

「事の重大さが分かったか？　では、さっさとこちらに渡わたせ。それで、此こ度たびは不問に付そう。そちに悪気はなかったわけだし、名家である烏丸の家を潰すのは惜おしい……っ」

　宗貞がはっとしたように言葉を切った。時輔が扇を口元に当て、大きな欠伸あくびをする振ふりをしてみせたせいだ。

「……うん？　ああ、これは失敬。いつまでかようにくだらぬ無む駄だ話に付き合わねばならぬのかと思うと、つい」

「く、くだらぬじゃとっ？　貴様、私の話を聞いて……っ」

「途と中ちゆうまでは面おも白しろうございました。宇治家が禁断の蟲こ術じゆつに手を染めていたなんてね」

　さらりと言い返すと、宗貞はぎょっと目を剝むいた。

「な……何を申す。誰がさような話を」

「『火だるまにしてやった』」

「何っ？」

「宗貞様はおっしゃいました。火だるまにしてやったと。確かに、我が式神は拾うた時、ひどい火傷を負っておりました。おまけに、全身傷だらけで……もし、真、あのものが宗貞様の式神であったのなら、なにゆえ、あのように惨むごい虐ぎやく待たいをなさった？　使役する守護神や式神に危害を加えるなど、本来ありえぬこと」

「！　そ、それは……」

「当てて差し上げましょうか？　それは、あのものが普通の守護神ではなく、蟲術を用いて作った式神だからだ。蟲術は、術者への憎にくしみを力に変えるとともに式神の心を縛しばり従わせるゆえ、式神に対して虐待の限りを尽くす」

　ずばり指し摘てきしてやると、宗貞の顔が目に見えて引きつった。

　この顔は、認めたも同然。そう思った瞬しゆん間かん、時輔は袖そでの中で震ふるえる拳こぶしを握にぎり締しめた。

　体中の傷を見て、ハルが自分と出会う前、とても辛つらい境きよう遇ぐうにあったのだと察してはいたが、まさか蟲術使いの許もとにいたとは思うわけがなくて。

　蟲術がどれだけ残虐であるか知っているだけに……いや、忌喰神などという聞いたことがないものへと作り変えられたのだから、想像よりももっと、ひどい仕打ちを受けたかもしれない。

　腸はらわたが煮にえくり返る。肥こえ溜だめに叩たたき落とすだけでは全然足りない。だが、今はまだ我が慢まんだ。

「もしも、これ以上あれを寄よ越こせと言うてくるなら、このことを公にいたします」

「！　き、貴様、さような……根こん拠きよのないでたらめ……」

「でたらめかどうかは、調べればすぐに分かること。例えば、何かの悪あく臭しゆうを隠かくすためにやたらと香こうが焚たかれたこの屋や敷しきとかね」

　時定から預かっている人形は、ここでは出さない。奥の手は残しておくほうがいい。

「ご心配なく。宗貞様が諦あきらめてくだされば、私も何もいたしません」

「……」

「私の話はこれだけです。では」

　横に置いておいた竹たけ筒づつをしまいながら会え釈しやくして、立ち上がる。

　瞬間、宗貞が手を叩いた。と、同時に、部屋を遮さえぎっていた御み簾すが倒たおれ、刀を持った男たちが押し入ってきた。

「青二才が。言わせておけば、いい気になりおって」

「宗貞様。こやつ、いかがいたしましょう？」

「蟲術のことを知られたからには生かしておけませぬ！」

　宗貞の家来らしき男たちが、時輔に刃やいばを向け口々に叫さけぶので、時輔は内心溜ため息いきを吐ついた。主あるじに似て、家来も救いようのない阿あ呆ほうだ。なぜ、自らぼろを出していくのか。

「待て。殺してはならん。あの忌喰神、こやつにやたらと懐なついておるらしいゆえ、餌えさに……」

「ふん。小物が」

　思わず吐はき捨てると、宗貞がぎろりと睨にらんできた。

「今、何と言うた」

「小物と申したのだ。式神一人、己おのが才覚で従わせることもできぬとは……さぞ、亡なき父上も嘆なげかれておろう」

　わざと、父という言葉を使ってやった。刹せつ那な、宗貞の目の色が変わった。

「黙だまれ！」と、みっともなく叫び、家来の一人から刀を奪うばい取り、こちらに突つきつけてきた。

　一応陰おん陽みよう師じのくせに、刀とは……つくづく、才なき男だ。

「貴様だけには言われとうない。私の式神で名声を勝ち取り、天てん狗ぐになっておる貴様など！　……そうだ。何もかも貴様が悪い。父上が私のために作ってくださったあの式神さえおれば、このようなことにはなっておらんっ。私が京随ずい一いちと呼ばれ、宇治家は父上の代以上に栄えて……全部全部貴様が……ああ！　なにゆえ、烏丸の連中は皆みなこのように宇治家の邪じや魔まをするのか。やはり、恩情などかけず叩き潰つぶしていればよかった……」

「喚わめくな、みっともない」

　ぴしゃりと、冷ややかに言い捨てる。

「誰が主であるかを決めるのは、俺でも貴様でもない。あやつぞ。そして、選ばれたのは、この俺」

「……っ！」

「それが全すべて。いい加減悟さとれ」

　ぞんざいに言い捨て、勝ち誇ほこったように嗤わらってやった。

　宗貞の顔から、一気に血の気が引いた。が、ふと真顔になったかと思うと、持っていた刀を振り上げた。時輔は眉まゆ一つ動かさなかったが、周りの男たちは目を瞠みはった。

「む、宗貞様、殺すのですか？」

「……いや？　腕うでを一本落とすだけぞ。……なぁに。すぐに血を止めてやれば死ぬまいて！」

　何のためらいもなく、宗貞が時輔へと刀を振り下ろす。

　刃が深々と時輔の右みぎ肩かたに喰い込む。瞬間、時輔の体がパンッと音を立てて弾はじけた。

「こ、これは……あ！」

　宗貞が声を上げる。床ゆかの上にはらりと落ちる、人ひと型がたに切り抜ぬかれた紙が見えたからだ。

「今まで話しておったのは人形かっ。本物は……っ！」

　宗貞が弾かれたように顔を上げ、庭へと目を向ける。

　すると、人差し指と中指を口元にやり、呪じゆ文もんを唱える時輔と目が合った。

　時輔がにやりと嗤ってやると、宗貞は目を血走らせ、刀を摑つかみ直してこちらに向かって来ようとしたが、庭に降りたところでぴたりと歩を止めた。

　他ほかの男たちも同じだ。その場から一歩も動かない……いや、動けない。なぜなら。

「わっ！　なんだ、この手っ」

　男たちが悲鳴を上げる。床から生えた真っ黒な手が足首を摑んでいるのだから無理もない。さらには、奇き妙みようなことに、宗貞をはじめありとあらゆるものの影かげが、時輔の足元へと伸のびて……これは。

「もしかして……影かげ縫ぬい？」

「ご名答」

　影縫いとは、影を実体化させて自在に操あやつる術のことだ。

「馬ば鹿かな。それは、神しん獣じゆうでさえも使えるものは滅めつ多たにいない、最高位術の一つのはず……」

「そうだが、それが？　……勘かん違ちがいしておるようゆえ、教えてやる。あれが俺を主に選んだのは、好意ゆえではない。俺が傅かしずくに値あたいするほど強い男と、認めたがゆえぞ」

「……っ」

「どんなに愛らしゅうても、あやつは所しよ詮せん獣けもの。獣は、弱者に頭など下げたりせぬ」

　残念だったな？　時輔はハルに守られているだけの完全な弱者と思い込んでいたらしい宗貞に、そう声をかけてやると、宗貞の顔が醜しゆう悪あくなほどに歪ゆがんだ。

　だが、不意につぅっと口角をつり上げたかと思うと、けたけたと嗤い出した。

「その顔、あの馬鹿な男そっくりだ。時道と同じ……調子に乗った阿あ呆ほ面づら。ははは」

「……」

「貴様は私には勝てん。時道の息子むすこである貴様が、この私に……宇治家に勝てるものか。その証しよう拠こに……私が、貴様を呼ぶ以外に何も、手を打っておらぬと思うてか？」

　時輔がわずかに目を見開くと、宗貞は続けてこう言った。

「貴様が素す直なおに忌いみ喰くい神がみを連れてくるとは思うておらぬわ。はは……貴様を人ひと質じちに取っておると言うたら、あれはどうするかのう？」
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　起き上がったハルは、そばに脱ぬぎ散らかされていた着物に手を伸ばし、身み支じ度たくをし始めた。

　体を動かすたび、腰こしに鈍にぶい痛みを覚え耳まで赤く染まる。先ほどまで、この身の内に時輔を受け入れていたことが生々しく思い出されて、身も心も熱く疼うずくせいだ。

　生しよう涯がいで一番、幸せなひとときだった。あんなにも、時輔に求めてもらえて……でも、だからこそ、先ほどよりもずっと強く、時輔から逃にげたくなった。

　愛いとおしい時輔に迷めい惑わくをかけたくないから？　……いや、今はそれ以上に、怖こわいのだ。先ほどまで全身にぶつけられた時輔からの愛が、一瞬にして消えてしまうところを見るのが。

　何とも身勝手な理由だと分かっていた。それでも今は、時輔に嫌きらわれることが地じ獄ごくに堕おちるよりも怖い。

（早く……早く出てかないとっ。早く……っ！）

　息を詰つめる。急ぐあまり、袴はかまを穿はく途と中ちゆうで滑すべって転んでしまったのだ。

「いちち……くそっ。何やってんだ、俺……っ」

　したたか打った尻しりを擦さすっていたハルは目を見張った。

　こちらによちよち歩きで近づいてくる桃太と目が合ったからだ。

「も、桃太？　あ……ど、どうしたんだ？　何か用……！」

　無む理り矢や理り笑えみを作って顔を近づけると、桃太がハルの鼻先を気き遣づかわしげに舐なめてきた。

「何、だよ……え？　大だい丈じよう夫ぶかって？　あ……は、はは。何言ってんだよ。俺は別に……」

　言葉が途切れる。桃太がハルの掌てのひらに小さなもふもふの体を懸けん命めいに擦こすりつけてくる。

「きゅぅ、きゅぅ」

　泣かないで。泣かないで。そう言って。

「だ、だから……何、言ってん、だよ。俺は……別、に……っ」

　唇くちびるを嚙かみしめる。何とか平静を保とうとしたが、鼻の奥がつんとなって声が震ふるえてしまったのだ。何も知らないはずなのに、どうして、こんな……と、思わず抱だき締しめていると、

『きゃぁああ！』

　耳に悲鳴が届いた。この声は、青べえ？

　また時輔の妖よう魔ま覚え書きを盗ぬすみ読んで怖がっているのかと、最初は暢のん気きに考えていたのだが、

『何をする！　無礼であろうっ』

　続けて聞こえてきた黄一郎の叫び声にはっとした。この切せつ迫ぱくした声、何かあったのだ。

「桃太、いいか。ここを動くなよ。絶対、出て来ちゃ駄だ目めだぞ」

　桃太を床に下ろし言い聞かせると、ハルは部屋を飛び出した。

　玄げん関かん先さきにまでたどり着いたところで、はっとした。

　見知らぬ男たちが数人、庭に入り込んでいて、その中の一人が青べえの喉のど元もとを鷲わし摑づかみにし、高々と掲かかげている。

「青べえっ！」

　ハルは地面を蹴けった。そのまま、相手へと一気に距きよ離りを詰め、青べえを奪い返すとともに、男の顔面に強きよう烈れつな回し蹴りを喰らわせた。

　ハルに蹴られた男の体は、鞠まりのように勢いよく後方へ弾け飛んだが、ハルは見向きもせず、腕の中の青べえへと目を向けた。

「青べえ！　大丈夫か。怪け我がはないか……っ」

「ううう……はるたまぁあ」

　ごわかったぁあ。泣きながら抱きついてくる青べえを、ハルはきつく抱き締め返した。

「よしよし。もう大丈夫だからな？」

　泣きじゃくる青べえをあやしていると、黄一郎が慌あわてて駆かけ寄ってきた。

「ハ、ハルさま。青べえは……っ」

「大丈夫。怪我はない……」

「おい！　あいつ、もしかして」

　男たちの一人が声を上げる。その声を聞いて、ハルの顔からすっと笑みが消える。

（あ……そうだ。他の連中も片付けないと）

　人間に手を出すのは禁じられているが、屋や敷しきに押し入った挙げ句、青べえに手を出した賊ぞくだ。どう扱あつかおうが文句はないはず……と、男たちに顔を向けたが、ハルは大きく目を瞠った。

　男たちの中にいる、一人の壮そう年ねんの男。あの顔、覚えがある。あれは、確か……。

　──煩うるさい！　道具の分際で泣き喚わめくなっ。

「……っ」

　鬼おにのような形相と、容よう赦しやなく振ふり下ろされるこん棒の光景に、無意識に体が竦すくんだ。

　それを察したのか、男がぬめりと嗤わらった。

「その顔、わしを覚えておるな？　はは、久しいのう」

　間違いない。兄たちを殺し、自分を責め苛さいなんできた男の一人だ。

（なんで……あいつが、ここに）

　追っ手の式神は、時輔が倒たおしてくれた。時輔の家に置いてもらってからも、特に何の接せつ触しよくもなかった。だからもう、連中は自分のことを諦あきらめたか、死んだと思ったか。とにかく、忘れられたと思っていた。

　それなのに、どうして十五年も経たった、今いま更さら──。

　意味が分からなかった。しかし……探す手間が省けたとも思った。

　自分を痛めつけてきた男数人の顔以外、名前も居所も何も分からなかった兄たちの仇かたき。

　時輔とともに魔ま物もの退治を続けていれば、いつか巡めぐり会うと思っていたが、ちょうどいい。

　ここを出て行った後、何もすることがなくて困っていたのだ。

　復ふく讐しゆうに身を投じるのも悪くない。

「ハ、ハルさま？　あの賊と知り合いなのですか？」

　男とハルを交こう互ごに見み遣やり、黄一郎が戸と惑まどいの声を漏もらす。ハルが「ちょっとな」と答えようとすると、男はそれより早く口を開く。

「知り合いも何も、その式神は当家のものぞ」

「……っ」

「な、何を申す。ハルさまは俺たちの家族……時輔さまのものぞ！　お前たちのものじゃない！」

「にゃい！」

　尻しつ尾ぽの毛を逆立てた黄一郎たちが即そく座ざに言い返すと、男は嘲あざけるように嗤った。

「時輔？　ああ。あの賤いやしい盗ぬすつ人とのことか」

「ぬ、盗人……？」

「そうじゃ。十五年前、当家の式神を盗み出し我が物にした輩やからを、盗人と呼んで何が悪い」

「盗み……っ？　違う！」

　とんでもない言葉に、ハルは声を上げた。

「でたらめ言うなっ。時輔はそんなことしてない！　時輔はただ」

「でたらめかどうかは、貴様の体を調べればすぐに分かること。当家の術を施ほどこした痕あとが見つかれば、言い逃のがれはできぬぞ」

　がつんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受ける。

　時輔は盗みなんか働いていない。ただ、傷ついていた自分を助けてくれただけ。だが、ハルが連中の式神であったことは間ま違ちがいないし、その証あかしである、連中に施された術の痕もいまだ体に色いろ濃こく残ってしまっている。

　これでは、世間はあの男の言うとおり、時輔を盗人だと思ってしまう！

（どうしよう……どうしよう……）

　時輔を盗人にするわけにはいかない。でも、そのためにはどうしたら……！

「あ……ハルさま、どうして黙だまっているのですか？　時輔さまは、盗人などではないですよね？　違いますよね？」

　不安げな声を漏らし、黄一郎がハルの袖そでを摑つかみ引っ張ってくる。それにさえ答えることができないほど狼ろう狽ばいしていたが、

「とにかく、大人しく我われらについて参れ。あの盗人も、宇治家の屋敷で待っておるぞ」

　続けて言われた言葉に、息が止まった。

「今……なんて言った」

　震える声で訊きき返すと、黄一郎が「宇治家っ？」とひっくり返った声を上げた。

「あ、あ……その名は先ほど、時輔さまを牛ぎつ車しやでお迎むかえにいらした方のお名前！」

「！　本当かっ？　それで、時輔はその牛車に」

「は、はい。乗ってお出かけになりました。此こ度たびは小難しい話しかしないから、ハルさまは連れて行かないとおっしゃって……」

　愕がく然ぜんとする。連中がどれだけ残ざん虐ぎやくで、無む慈じ悲ひであるかを、自分は骨の髄ずいまで知っている。そんな連中の屋敷に、時輔は一人で向かった。これが意味すること。

　時輔が強いことはよく知っている。だが、もし万が一捕つかまってしまったら──。

「貴様、あの男がどんな悲鳴を上げるか知っておるか？」

　心臓が止まりそうになった。男がこれ見よがしに、赤い染しみのついた布きれをひらつかせてみせたからだ。

　体中の血液が、一気に沸ふつ騰とうした。

「何、した……」

　抱かかえていた青べえをずり落とし、よろよろと一歩足を踏ふみ出す。

　あまりの怒いかりで、どうにかなってしまいそうだ。

「俺の……俺の大事な時輔に、貴様ら何を……っ」

　言いかけ、はっとする。突とつ如じよ、小さな影かげがハルを追い越こし駆けて行ったかと思うと、男の足に飛びついた。あれは……桃太っ？

「がるるるっ！」

　ハルさまをいじめるな！　そんな唸うなり声を上げながら、小さな牙きばで思い切り嚙みつく。

「ぎゃっ！　なんだ、この畜ちく生しようめっ」

「あ……」

　ハルが声を上げたのと、桃太が容赦なく蹴り飛ばされたのは、ほぼ同時だった。

　地面に投げ出される小さな体。

　それを見た瞬しゆん間かん、目の前が真っ赤になるとともに、ハルの中で何かがぶつりと切れた。

「ああああっ！」

　怒ど声せいを上げ、男へと突つっ込む。

　勢いよく右みぎ拳こぶしを叩たたきつけると、男の体が後方へ弾はじき飛ばされた。

　男の体が、そばにあった壁かべを突き破って飛んで行った。だが、ハルは気にしない。すぐさま踵きびすを返し、そばにいた男たちへと向き直る。

　男たちは皆みな、顔面蒼そう白はくで棒立ちになっていた。陸に打ち上げられた魚のように、馬ば鹿かみたいに口をパクパクさせて。

　一見すれば、もう戦意はないように見える。だが、分かるものか。姑こ息そくで卑ひ劣れつな連中だ。このままでは安心できない。完全に、駆く逐ちくしないと。

「……許さない」

　そうだ。これ以上、自分の大事なものを傷つけられてたまるか！

（許さない……絶対に……許さ…ナイ……シテ、ヤル。殺シテ……殺シテヤル！）

「あ…ああ……や、やめ……助けて」

　男の一人が命いのち乞ごいをしたが、ハルの怒りに燃える心には届かない。

「やめろっ」

　また、誰だれかが何か叫さけんだ気がした。だが、ハルはそれも無視して、再び振り上げた右手を、思い切り振り下ろした。

　刹せつ那な、視界にある色が飛び込んできた。

　それは、赤く染まった世界でも鮮あざやかに映はえる、雪よりも清せい廉れんな月白。

　この色は、時輔の──。そう思った時には、指先に肉を切り裂さく感かん触しよくを覚えていた。

　男たちを庇かばって身を投げ出した月白……時輔の体は、枯かれ葉のように宙を舞まい、無残にも地面に叩きつけられた。

　冴さえ冴えとした月白が、みるみる朱しゆに染まっていく。

　わずかに香かおる清すが々すがしい白梅も、生なま臭ぐさい鉄てつ錆さびの臭においへと変わっていく。

　その様をハルは呆ぼう然ぜんと見つめていたが、地面に突っ伏ぷしたまま動かない時輔に、一歩足を踏み出した。

「……時、輔？」

　覚おぼ束つかない足取りで近づき、手を伸のばそうとした。

　だが、視界にあるものが入り込んできて、思わず手を止めた。

　それは、時輔へと伸ばされる、真っ赤に染まった爪つめが覗のぞく黒い獣けものの足。

　この足は……この赤いのは！

　視線で足をたどっていくと、自分の体へと行きつく。だが、それはいつもの見慣れているそれとは、あまりにもかけ離はなれていた。

　全身黒い毛に覆おおわれた体。大きな四本足。それから、尻しりにはゆらゆら揺ゆれる九本の尻尾。

「ひっ！　く、黒九尾っ」

　誰かが悲鳴を上げた。すると、それを皮切りにその場にいた者たちが一いつ斉せいに声を上げる。

「化け物、化け物っ」

「……あ、あ。殺される……殺されるっ」

「あ……そんな、ハルさまが時輔さまを、なんて……あ、あ」

　黒九尾。化け物。殺される。ハルが、時輔を……。

「ソ、ンナ……チ、ガ……俺ガ時輔ヲ、ナンテ……チガ……ァ、アアアア！」

　異様に裂けた大きな口から漏れる言葉も悲鳴も、もはや人のそれではなかった。

　嫌いやだ嫌だ。こんなの違う。この世の全部、何もかもが間違いだ！

　聞くだけで身の毛がよだつ、おぞましい咆ほう哮こうを上げ、ハルがのたうつように暴れ始めた。

　こんな間違いだらけのものなんか、全部全部消えてしまえ！

　目に留まるもの全すべてに攻こう撃げきし、全身から黒い煙けむりと紅ぐ蓮れんの炎ほのおを立ち昇のぼらせる。

　その姿はまさに、時輔が描えがいた黒九尾そのものだった。　>>>♥
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　柔やわらかな陽気が心ここ地ちよい昼下がり。時輔は濡ぬれ縁えんに座し、時輔の膝ひざに頭を置いて蹲うずくまるハルの長い黒くろ髪かみを櫛くしで梳すいていた。

　陽光に照らされる黒髪は、梳くたびに光を吸い込み、輝かがやきを増していく。それがあまりに美しく見えて、思わず手ですくい上げると、ハルがこちらに視線を向けてきた。

　何をしているのかと聞いてくるので、綺き麗れいだったから手に取ったのだと澄すまし顔で返すと、ハルは耳まで真っ赤になった。盛大に照れてる。可愛かわいい。

　──な、何訳の分かんねえこと言ってんだ、ばか！　それに……も、もういいだろ？　終わっても。じっとしてるの飽あきた！

　──もうよいのか？　……どうした。毛づくろいは好きなはずであろう？

　──好きって……こんなの、毛づくろいじゃないだろう。人ひと型がたの俺にこんなこと、変だ。

　時輔の膝に赤くなった顔を埋うずめて体を丸める。その仕草も可愛いと思いつつ頭を撫なでてやる。

　──俺は別にそうは思わぬが……まあ、確かに体の毛を梳くわけではないゆえ、気持ち良くはないかもしれぬな。……よし。では狐きつねの姿に戻もどれ。それならよいであろう？

　そう言ってやった途と端たん、なぜだろう。ハルの体がびくりと震ふるえた気がした。

　──え……あ。いい！　毛づくろいなんか、別に好きじゃない！

　──噓うそを吐つくな。俺が黄一郎たちを毛づくろいしてやるたび、陰かげから羨うらやましそうに見ておるくせに。

　指し摘てきしてやると、ハルは弾かれたように飛び起きた。

　──そ、そんなわけあるかっ。俺はただ、えっと……お、お前がちゃんと黄一郎たちを毛づくろいできるか心配で見てただけだ。

　ばか！　早口にまくし立て、走って行ってしまい……失敗した。少々からかい過ぎた。だが……と、時輔は遠ざかっていく背中を見み遣やる。

　ハルが狐型に戻りたがらない、本当の理由は何なのだろう。

　訊きいてみるべきか。いや、よそう。

　言いたくないことを無理に聞き出すのはよくないことだ。ハルの嫌がることはしたくない。

　そんな理り屈くつの下もと、時輔はハルの色んなものを、見て見ぬ振ふりをしてきた。

　信じていたのだ。そうすることがハルへの優やさしさで、大事にすることだと。

　だが、今にして思えば……それは本当に、ハルのためだったのか？　本当は──。







「……輔。時輔っ」

　思考を遮さえぎるような大声で呼ばれ、手を痛いくらい摑つかまれる。誰だ。……痛い。

「このまま死んでみろ。承知せぬぞ。あのような会話が最後の語らいなど俺は認めん！」

　これは、かなり不ふ明めい瞭りようだが、時定の声か？

　瞬まばたきすると、時輔の手を摑んで号ごう泣きゆうしている時定が視界に映った。鼻水まで垂らして……宮中で数々の浮うき名を流しまくっている貴公子が見る影もない。

「もし死んでみろ。生いき霊りようとなって、お前の許もとに毎晩化けて出てやる。それが嫌なら…うう」

「それは……かなり、嫌過ぎ、ますなあ」

　思ったままを口にすると、時定が弾かれたように顔を上げた。

「……と、時輔？」

「時定兄。せっかくのお顔が、台無しでございますぞ。唯ゆい一いつの長所ですのに」

「ゆっ？　そ、そちというやつは！　開口一番言うことがそれか……」

「時輔さまああ」

「しゃまああ！」

　時定の言葉を遮るほどの大声を上げ、何かが飛びついて来た。

　涙なみだで顔をぐしゃぐしゃにした黄一郎と青べえ……いや、黄一郎たちだけではない。他ほかの式神たちもわらわらと詰つめ寄ってきた。もしかして、自分が使し役えきしている式神全員か？

　けれど、こんな時真っ先に飛んでくるはずの、ハルの姿はない。

「よかった。お目覚めになって。いくらお呼びしても……丸一日経たっても起きないから、このままお目覚めにならないんじゃないかって、俺、俺……ううう」

　黄一郎につられたように、全員がさめざめと泣く。

　……いくら呼んでも起きなかった？　自分が？　なぜ？

　いまだに朦もう朧ろうとする頭でぼんやり考えつつ、身を起こそうとした。

　瞬しゆん間かん、鋭するどい痛みが体中に走り、時輔は身を強こわ張ばらせた。

「時輔さま！　駄だ目めです。時輔さまはお怪け我がをなさっておるのです。無理に動いては」

　体を支えてくれる黄一郎の言葉に促うながされて見てみると、体中血の滲にじむ包帯でぐるぐる巻きにされていた。

「これは……」と、声を漏もらすと、黄一郎は尻しつ尾ぽを震わせた。

「そ、それは、あの」

「ハルにやられたのだ。覚えておらぬのか？」

　言い淀よどむ黄一郎に代わり、時定が静かに答える。

　その言葉を受けてようやく、時輔は色んなことを思い出した。

　宗貞をやり込めるため、一人宇治邸ていに向かったこと。「お前の屋や敷しきに手下を差し向けた」という宗貞の言葉を聞き、急ぎ人ひと質じちの宗貞を連れ、屋敷に取って返したこと。

　屋敷にたどり着くなり目に飛び込んできた、黒九尾に変へん化げしたハルが人を襲おそう光景。

　そこまで思い返して、時輔は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　宗貞の話から、ハルが魔ま物ものになってしまったのだと察しはついていた。だがまさか、よりにもよって黒九尾になっていたとは思うはずもなくて。

　黒九尾を見た瞬間、全身が硬こう直ちよくし、何度も繰くり返し見た悪夢が鮮せん明めいに脳のう裏りを駆かけ巡めぐった。

　両親を殺し、都を焼き、心底楽しそうに狂きよう笑しようする化け物。

　──貴様のせいで……俺は……俺はっ！

　怒いかり。憎にくしみ。嫌けん悪お。あらゆる感情が一気に噴ふき出し、眩暈めまいがした。

　しかし、黒九尾が前足を振り上げ、宇治家の者を殺そうとした時、体が動いた。

　殺されそうになっていた男を突つき飛ばしたところで、体にすさまじい衝しよう撃げきが走って……そこから先の記き憶おくがない。

　……なるほど。状じよう況きようは分かった。だが、なぜ自分は、こんな危険を冒おかしてまで、宇治家の者を庇かばったのか。

　黒九尾に誰だれかが殺される様を、もう二度と見たくなかったから？　それとも──。

　もう一度己おのれの体を見る。相当の重傷だ。だが、まだ……かろうじてだが生きている。それに……と、黄一郎はじめ、式神たちを見み渡わたす。

「……皆みな、無事のようだな」

「え？　は、はい！　俺も青べえも他の式神さまたちもこのとおり怪我一つありません。桃太は宇治家の者に蹴けられて怪我しちゃったんですけど、大だい丈じよう夫ぶです」

「きゅう！」

　時輔の隣となりで寝ねていた桃太が鳴いた。巻かれた包帯が痛々しいが、命に別状はないようだ。

「……そうか。それで……他の、者たちは？」

　無意識のうちに、声は掠かすれていた。そんな時輔の手を、時定はもう一度強く握にぎってきた。

「無事ぞ。そちの屋敷は全ぜん壊かい。宇治家の者は多数怪我人を出したが、それ以外は何もない。誰も殺しておらん」

「誰も、殺して……ない？」

「そうじゃ。あやつは……ハルは、父上たちを殺した、あの黒九尾とは違ちがう！」

「そ、そうです！　確かに、姿かたちは黒九尾ですし、屋敷は壊こわしちゃったけど、でも……ハルさまがあんな姿になったのは、宇治家の者が時輔さまのことでひどいことを言って、桃太を蹴け飛とばしたからで、時輔さまを傷つけてしまったのもわざとじゃないし、それにそれに……ハルさまは俺たちを、宇治家の者たちから守ってくれました！」

　宇治家の者たちから？　眉を瞬またたかせると、黄一郎の代わりに時定が説明してくれた。

「宗貞のやつ、混乱に乗じてそちをはじめ、黄一郎たちを口くち封ふうじのために殺そうとしたのだ。それをハルが邪じや魔ましたそうでな。連中に怪我人が多いのはそのためだ」

　──時輔！　お前のこともお前の大事なものも全部、俺が守ってやるからな！

　愛くるしい笑えみを浮うかべて胸を張るハルの顔が脳裏に浮かび、目め頭がしらが熱くなった。

　ここで、ようやく思い至る。

　自分がハルに、宇治家の者を殺させなかったのは、ハルのためだ。

　人間を殺してしまったら最後、もう取り返しがつかないから。

　ハルが、生しよう涯がいで最も憎むべき生き物になってしまったと、分かった直後にだ。

　そして今、嬉うれしいと、思ってしまった。

　ハルの心はまだ、死んでいない。どんな姿であろうと生きている。それが、ただ嬉しい。

　黒九尾という本ほん性しようをこんな形で晒さらしてしまってもなお、ハルとしての心が残ってしまっていることが、ハルにとってどれほど辛つらいことか、察するに余りあっても。

（俺は誠まことに、どうしようもない）

　我われながら呆あきれてしまう。だが、それでも……と、時輔は時定の手を握り返す。

「あやつは……ハルは、今どこに」

「都そばの山奥に独り籠こもっておる。心が不安定になって、力の制せい御ぎよがままならぬようなのでな。これ以上誰も傷つけたくないのであろう」

「討とう伐ばつ隊のほうは？」

　黒九尾が出現した場合、討伐隊を編制して即そつ刻こく討うつべしという決まりのはずだ。

「それは……これは、先ほど届いた兄上からの報しらせで分かったことなのだが」

　ことが起こった後、時輔を連れて烏丸の屋敷に避ひ難なんしてきた黄一郎たちの話を聞いた時好は、時輔たちのことを時定に任せ、急ぎ宮中に向かった。こういうことは早めに報告しておかなくては後が怖こわい。

「だが、宗貞に先を越こされてしもうた。しかもあやつめ、こう抜ぬかしくさったらしい。時輔が黒九尾を使って自分たちを襲ってきた。黒九尾とつるむ忌いまわしき烏丸家一族の首を、即刻刎はねるべしとな」

　その言葉に、それまで黙だまって聞いていた黄一郎は「ええっ？」と、驚おどろきの声を上げた。

「全然違います！　先に襲ってきたのはあやつらのほうですし、時輔さまはハルさまが黒九尾だなんて知らなかった……」

「はっ！　さように申しましたか。あの阿あ呆ほうは」

　怒りに震ふるえる黄一郎をよそに時輔は鼻で嗤わらう。

「ええ？　時輔さま、なにゆえそのように笑っておられるのです？　でたらめを言われ、濡ぬれ衣ぎぬを着せられた上に、首を刎ねろなどと言われておるのに！」

「ふふん。だからこそよいのだ」

　黄一郎はますます首を傾かしげる。青べえは兄の真似まねをしようとしたが、首の傾げ過ぎでそのまま倒たおれてしまった。そんな青べえの頭をくしゃりと撫なでて、時輔は説明してやる。

「まず、俺が黒九尾を使って襲ってきたという証言だが、状況から考えて矛む盾じゆんが多過ぎる。噓うそだとすぐにばれよう」

「で、でも、そのまま噓だってばれなかったから」

「黄一郎。お前ならどう思う？　『黒九尾に関しては我らにお任せあれ』と豪ごう語ごしてきたくせに、黒九尾を討ち果たせないどころか、黒九尾をけしかけられたと騒さわぎ立てる宇治家当主を」

「……あ」

「おまけに、黒九尾そっちのけで、烏丸の首を即刻刎ねよと声こわ高だかに主張するなど、余計なことを吹ふい聴ちようされる前に口封じしたいと言うておるようなものぞ」

　時輔の説明に、時定も薄うすく嗤いつつ頷うなずく。

「あやつめ。それも分からず、烏丸家を処しよ刑けいせぬ限り、黒九尾の討伐には行かぬとごね続けておるらしい。おかげで、宗貞を追い詰める工作が面おも白しろいほど進んでおるそうだ。討伐隊が編制されるのもしばらく先になりそうゆえ、今は時輔を養生させるようにと兄上が……」

「時輔っ？　起きたのか？」

　突とつ然ぜん、時定とは別の声がしたかと思うと、部屋に誰かが慌あわただしく入ってきた。

　束帯姿の時好だ。少々足早に近づいてきて、時輔の顔を無造作に両手で摑つかんできた。

「……よかった」

　時輔の顔をまじまじと見た後、たった一言呟つぶやいて、深い深い溜ため息いきを吐つく。

　こんなにも感情を表に出した時好など見たことがなかった時輔は、目を丸くした。

　相当心配させてしまったらしい。

「……時好兄。申し訳ありません。このような」

「いや、よい」

　謝罪を遮さえぎり、時好は時輔の顔から手を離はなした。

「ハルのことに長年気がつかなかったのは、私と時定とて同じこと。此こ度たびのことも、私の見通しが甘かった。後のことは私と時定に任せて、今は休め……と、言いたいところなのだが」

「何かあったのですか」

　尋たずねると、時好は開きかけた口を閉じた。それからしばし迷うようなそぶりを見せた後、何かを決意するように深く息を吐いた。

「本題の前に、話しておかねばならぬことがある。時輔。そちは、これを読んだか」

　時好が懐ふところからあるものを取り出してみせる。時輔が、人型に宗貞たちの相手をさせている隙すきに盗ぬすみ出してきた、忌いみ喰くい神がみに関する覚え書きだ。

「時がなかったので、中身はあまり確かく認にんできなかったのですが、お役に立ちましたか」

「立つも何も、これにはハルを忌喰神にした経緯いきさつも詳つまびらかに記されておって……」

「兄上っ」

　時定が慌てたように、時好の言葉を遮る。その顔はひどく強こわ張ばっている。

「時輔は今、死の淵ふちより戻もどってきたばかりです。その上、ハルのこともあるのに……今話しても、体と心の毒になるだけ」

「分かっておる。だが、そう言ってはいられなくなった。……分かってくれ、時定。これは時輔のため。皆のためじゃ」

「それは……しかし」

「時定兄」と、今度は時輔が時定の言葉を遮る。

「俺は、大丈夫です。大丈夫ですから、そのようなお顔をなさらず」

　握られていないもう片方の手で袖そでを摑み笑ってやると、時定は「何の話かも分からぬくせに」と毒づきつつも頷き、黄一郎たちにしばしの人ひと払ばらいを命じた。

　心配そうな黄一郎たちが出て行った後、時好は先ほどの話を再開させた。

「まず、ハルが忌喰神にされた理由だが、前の忌喰神が使えなくなったゆえと記されておった」

「……使えなくなった？」

　何の気なしに訊きき返すと、時好の頰ほおから血の気が失うせた。とっさに、なぜそんな顔をするのか分からなかったが、ハルが忌喰神から黒九尾に変じても、結界が一いつ切さい反応していない今の状況、時輔がハルと出会った時期などを考えると──。

「まさか、前の忌喰神というのは、十七年前の……」

　時輔がぎこちなく問うと、時好は小さく頷いた。それだけでも、時輔にとってはかなりの衝しよう撃げきだったが、続けて言われた言葉に絶句した。

「本来、忌喰神は結界が張られた洞ほら穴あなに閉じ込めておくのだが、宗義はある人物を亡なき者にするため、すでに黒九尾に変じていた忌喰神を洞穴から解き放った」

「ある、人物……」

「……宇治家が蟲こ術じゆつを用いていると嗅かぎつけた、父上じゃ」

　──なにゆえ、烏丸の連中は皆みなこのように宇治家の邪魔をするのか。

　心底忌ま忌ましげにそう吐き捨てた宗貞の顔が、鮮せん明めいに蘇よみがえる。

「父上は、公おおやけにはせぬゆえ即刻このようなことはやめろと説得されたようだが、宗義は聞き入れなかった。それどころか、己おのれより秀ひいでた陰おん陽みよう師じである父上を殺すため、黒九尾を解き放った」

「それは……つまり、こういうことですか？　宗義は父上を殺あやめるために黒九尾を解き放ち、父上どころか都をも焼かせた挙げ句、その黒九尾を退治した手て柄がらで出世し、大きな顔をしておったと？」

　時輔の震える問いかけに、時好がもう一度頷くので、時輔は思わず床ゆかに手を突ついた。

　あまりのことに頭が、感情が追いつかない。

　宗義が父を殺したという事実だけでも衝撃的なのに、あの未み曾ぞ有うの惨さん劇げきは、たった一人の男の保身や野心のためだった？　そのために、あんなにも……何の罪もない人間が大勢死に、男は権力と名声を手に入れたと？

　そんな……そんな馬ば鹿かげたことが許されていいのか！

　不条理過ぎる現実に眩暈めまいがした。そんな時輔の耳に届いたのは、

「このことを知った時、私はこう思った。『父上、罪なことをなされましたな』と」

　時好の冷ややかな声だった。顔を上げると、時好が悲しげな顔でこちらを見ていた。

「父上はよう言うておられたな。宗義は大事な友だと。宗義が蟲術を用いておると知っても、公にしようとしなかったのは、友を罪人として突き出すのが忍しのびなかったゆえ。されど、結果はどうだ。宗義は大罪を犯おかし、ご自身どころか、大勢の犠ぎ牲せい者しやを生むこととなった」

「それは……しかし、父上はっ」

「友のためを想おもうた？　信じていた？　では、その慈じ悲ひを宗義はどう思うた？　殺してもなお、父上を……どう思うておった？　そちも、よう知っておろう」

「……っ」

　──そちには分かろう？　わしと同じく、時道を心から憎にくんでおるそちなら。

　宗義の顔が脳のう裏りを過よぎる。時道への憎ぞう悪おで塗ぬり潰つぶされた、暗い瞳ひとみをした宗義の顔が。

「最初は、誠まことに仲のよい友であったのかもしれん。だが、宗義の心は変わり、友情は失われてしまった。父上は、それを認めたくなかった。まだ友情は消えていないと、思い込みたかったのではないか」

「……時好兄」

「だが、さような……相手の心に向き合うことのない好意など、労いたわりでも何でもない。己可愛かわいさの我が儘ままよ」

　まるで温かみのない声で冷然と、時好は言い切った。

　父親に対して、あまりにも容よう赦しやない言い草。だが、言い返すことができない。

　時好の言い分が正しいと思うから？　いや、そうではなくて……重なるのだ。

　ハルの気持ちも、黒九尾に変じてしまっていた事実にも気づかなかった、愚おろかな自分に。

　その心を見み透すかしているのか、時好がいよいよ鋭するどい視線を向けてくる。

「さて、そこでそちの話じゃ。先ほど、ハルの様子を見に行っていた物見が帰ってきた。ハルからの伝言を携たずさえてな」

「……ハルが」

「都を焼かれたくなければ、生いけ贄にえを……烏丸時輔を差し出せ。と」

「なんと……っ」と、それまで黙だまっていた時定が声を漏もらす。時輔も、声は出さないまでも大きく目を見開いた。

　──時輔。今すぐ、お前の息の根を止めたい。

　本気で、時輔を殺したくなったか。……いや。

「己を時輔に退治させれば、黒九尾を使し役えきしていた罪が許されると思うたのでしょうか？」

「それもあろう。だが、それだけではない」

　そこまで言って、時好は厳しい視線を向けてきた。

「物見はこうも言うておった。黒九尾は、危害を加えてはこなかったし、人語も喋しやべっておったが、周囲の草木を枯からせるほどの禍まが々まがしい黒こく煙えんを、体から立ち昇のぼらせておったと」

「！　それは」

「この覚え書きには、体だけでなく心も魔ま物ものになり始めた証あかしと書かれておる。そして、一度魔物へと変わり始めたら最後、もう止めることはできぬと」

「……っ」

「ハルは特別心根が純真ゆえ、どんなに痛めつけても心が穢けがれず困ると書かれてはいるが、死を望んでいるということは、己が己でなくなっていくことを感じておるのだろう。ゆえに、そうなる前に……」

　その言葉に、時輔は何も言えなかった。

　黙り込んでいると、時好は時輔の名を呼び、改まったように居住まいを正した。

「私は、そちに……父上と同じ過あやまちを犯してほしゅうない」

　重々しく告げられた言葉は、ずっしりと時輔の心にのしかかった。

「どうする？　ここからは、そち次し第だいじゃ」

　その問いに、すぐ答えることはできなかった。

　目を瞑つぶり、深く息を吐く。

　色んなことが頭の中を駆かけ巡めぐる。ハルとのこれまでのこと。父のこと。今の状じよう況きよう。ハルの今の気持ち。

　だが、最後の最後に残ったのは、やはり──。

　──好きだ、時輔。俺のこと、ずっと……ずっと、好きでいて。嫌きらいに、ならないで。

「……くく。ははは」

　噴ふき出すと、時好たちが奇き異いの目を向けてきた。一体何がおかしいのかと。

　そんな兄たちに、時輔は晴れやかに笑ってこう言った。

「どうやら、時定兄のおっしゃるとおり、俺はどう足あ搔がいても、立派なよい男などにはなれぬようです。……くくく」

　時輔のその言葉に、二人はきょとんとした顔をした。だがしばらくして、顔を見合わせて噴き出した。

　その時、視界の端はしにあるものが映る。鏡だ。

　数年ぶりに見たそれの中で、父とは似ても似つかぬ風ふ情ぜいの男が兄たちと愉ゆ快かいげに笑っていた。
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　都に程ほど近ちかいとある山で、ハルはもがき苦しんでいた。

　どう頑がん張ばっても、人ひと型がたに変へん化げできない。それどころか、体が勝手に厄やくを吸収し、どんどん巨きよ大だい化していく上に、体から立ち昇る黒煙はその濃こさを増し、ついには周囲の草木が枯れるほどの邪じや気きを放ち始めている。

　そんなハルを見て、動物たちは大挙として逃にげ出していった。

　化け物。殺される。と、皆口々に悲鳴を上げながら。

　恐きよう怖ふに慄おののくその声がかすかに耳に届くたび、ハルの心は引き裂さかれるように痛み、体中が業ごう火かで焼かれるように熱くなって身み悶もだえた。

（……やめてくれ。そんなふうに……化け物だなんて、言わないで。じゃないと）

　気ニ入ラナイカ？　ジャア、殺ソウゼ？

「……っ！」

　殺シチマオウ殺シチマオウ。ドウセ、モウ誰ダレモ、オ前ノコトナンカ好キニナッテクレナイ。嫌キライニナッテイク一方ダ。ダカラ。

「煩ウルサイ煩イッ！　黙レ、黙ッテクレ！」

　獣けものとも人ともつかぬ、おぞましい声で叫さけぶと、周囲の木々がますます枯れていく。時輔を傷つけて以来聞こえるようになった声が「醜ミニクイ声」とせせら嗤わらう。

　オイ。今ノオ前ノ姿、見テミロヨ。ソノ声ト同ジデヒドイモンダ。……苦シイカ？　ナラモウ、楽ニナロウ。オ前ヲ傷ツケテ苦シメルモノ全部壊セバ楽ニ……。

　……楽に？　ああ、なりたい。こんな苦しみはもうごめんだ。

　この世界で最も忌いむべき……時輔を傷つけ、憎まれる存在になってしまったこの身など、今すぐ消し去ってしまいたい。でも……駄だ目めだ。

　時輔に、殺してもらわなければならない。

　時輔が悪あしき化け物、黒九尾を討うち取ったということにしなければ、時輔は黒九尾の仲間だと思われてしまうし……知らなかったとはいえ、黒九尾を使役していた罪も許してもらえない。

　それが、今の自分が時輔にしてやれることの全すべて。だが、それでも。

（時輔、ごめん……ごめんな？　まだ、俺がつけた傷が痛いよな。辛つらいよな。でも、早く来てもらわないと、俺が俺でいられなくなるから……ごめん。迷めい惑わくばっかりかけて、嫌な思いさせて……本当にごめん）

　どこまでも駄目な自分。そして今いま更さら、「俺の式神になってほしい」という時輔の申し出を受けるべきではなかったと思った。

　分かっていたではないか。自分は、自分を命がけで守ってくれようとした兄が殺されるさまをただ見ていることしかできなかった、薄はく情じようで、どうしようもないやつで、誰かを守るどころか大事にできるはずもないと。

　それでも、あの時……変われる気がしたのだ。

　──仕え甲斐がいがあるぞ。俺は将来この国随ずい一いちの陰おん陽みよう師じになる男ゆえな。

　この男となら……時輔のためなら、自分は変われるかもしれないと。

　でも、今にして思えば、それはただの、体ていのいい言い訳だった。

　自分はただ、時輔のそばにいたかったのだ。一いつ緒しよにいるだけでわくわくして、ふわりと温かい気持ちになれる時輔のそばに……ほら。やっぱり、いつだって自分本位な考え方しかできない──。

　ばりゅるるるる！

　突とつ如じよ、あたりに鳴り響ひびいた爆ばく音おんに、ハルは目を見開いた。とっさに何が起こったのか分からなかったが、もう一度「ばりゅるるるるぅ」と、自身の腹から聞こえてきたことに気がつき、目が点になった。

　地面に突つっ伏ぷし、尻しつ尾ぽをバタバタ振ふり回す。なぜ、こんな状況で腹の虫が鳴く！

　我われながら呆あきれてしまう。それなのに、頭の中に色んな食べ物がぽかんぽかんと浮うかんでくる。そうなってしまうと、思わず……。

（どうせなら、最後に……握にぎり飯が食べたいなあ）

　兄と一緒に食べた、時輔が初めて自分にくれた一番思い出深い食べ物……と、思いつつ顔を上げた矢先、あるものが視界に映って、ハルは瞬まばたきをした。

　なぜか目の前に握り飯が見える。どうして？　こんなもの、さっきまでなかった。

　いや、というか。前にもこんなことがあったような……。

「食わぬのか？」

　ふと耳に届いた、深みのある耳みみ触ざわりのいい低音。

　それが誰の声であるか認にん識しきした刹せつ那な、ハルは慌あわててその場から飛びのいた。

　恐おそる恐る振り返ると、そこには時輔が立っていた。

　十尺近くまで大きくなってしまった自分の目から見ると、ひどく小さくなった気もするが、それでも……いつものように白梅香かおる月白の狩かり衣ぎぬに身を包み、色のない顔をこちらに向けて静かに佇たたずむ清せい冽れつな様は、自分のよく知る時輔だ。

　その姿を見つめ、ハルの胸はぎゅっと詰つまった。

（……よ、かった。時輔、立って歩けるほど、元気で）

　生死にかかわるほどの大おお怪け我がを負わせていたら！　と、心配でしかたなかったからとても嬉うれしい。それに。

（これなら、俺のこと……ちゃんと、殺してくれるよな？）

　心の中でぽつりと独り言ごちると、ハルは大きな牙きばを剝むいて、黙だまったままでいる時輔をせせら嗤った。

「ドウシタ、人間。怖クテ声モ出ヌカ？　少シハ泣キ叫ベ。ソウデナイトツマラン」

　できるだけ悪い魔物らしい言葉を、悪者ぶって言い放つ。

　時輔が自分を殺しやすくなるように、自分を殺した後、罪悪感で心が痛まないように、一いつ生しよう懸けん命めい……それなのに、時輔ときたら。

「懐なつかしいのう」

　両の目を細め、ゆっくりと口を開く。

「初めて逢おうた時も、お前は今のように、立派過ぎる腹の虫を鳴らし、歯を剝き出して俺を威い嚇かくしてきたなあ」

「……」

「あれから、もう十五年も経たつのか。信じられぬ。つい、昨日のことのようだ」

「……ハハ、アハハハハハ！」

　しみじみとした時輔の声を、ハルは無む理り矢や理り嗤って打ち消した。

「昔話ヲシテ命イノチ乞ゴイカ。無ム駄ダゾ。ドンナ命乞イヲ言オウト、頭カラバリバリ喰ッテヤル…」

「ハル」

「……っ」

「もうよい。そのように拙つたなき芝しば居い、見ているこちらがこそばゆい」

　ぞんざいに言って、扇おうぎで首の後ろを搔かく。その態度に、ハルは全身の毛を逆立てた。

　なんだ、それっ？　一生懸命やってるのに、そんな態度あるか！　と、憤ふん慨がいしていると、

「戻もどって参れ」

　耳に届いたその言葉。何を言われたのか分からなくて、まじまじと時輔を見返すと、時輔は真っ直すぐにこちらを見み据すえたまま、もう一度同じ言葉を繰くり返した。

「戻って参れ。あれほどそばにいてくれと申したというに……いけずなやつよ」

「ア…アア……何……何言ッテルッ？」

　とんでもない言葉に、ハルは声を荒あららげた。

「オ前ニハ、コノ姿ガ見エナイノカ。コノ化ケ物ガ」

「化け物などおらん」

「……っ！」

「俺の目の前にいるのは、ハルだけぞ。俺のよく知る、いけずな想おもい人のみ」

　言い切る。その瞳ひとみには確かに、おぞましい黒九尾を映しているというのにだ。

　それはひどく、ハルの心を搔き毟むしった。

　こんな醜い化け物、時輔が好きだと思うはずがない！

　時輔は噓うそを吐ついている。こんな化け物に身をやつした元相棒を憐あわれに想って、無理して優やさしくしているんだ。そうに違ちがいない！

　時輔は優しいから……そうだ。時輔はいつだって優しい。

　女を抱だいて帰ってきた後だろうが、悩なやみを一いつ切さい打ち明けてくれなかろうが、何だろうが、優しくしてくれる。それがどれだけ、ハルの心を傷つけるのかも知らないで……そう。いつだって時輔は……っ。

　駄目だと、心の中で誰かが叫ぶ。今怒おこったりしたら、取り込み過ぎた厄にいよいよ心を蝕むしばまれ、完全な魔ま物ものになって、今度こそ時輔を殺してしまう。

　これ以上考えては駄目だ。何とか、気持ちを落ち着けて……と、必死に自分に言い聞かせるのだが、思考は全然止まらない。

　自分はいつも、時輔のためにと必死なのに、時輔は……時輔は！

「……俺ノ、ヨク知ル？　ハハハ」

　気がついたら、そんな嘲ちよう笑しようが口から零こぼれていた。

　一度堰せきを切ったそれは、もう止まらなくて──。

「オ前ガ……オ前ガ俺ノ何ヲ知ッテルッ？」

　血のように赤い目をかっと見開き、鋭するどい牙を剝き出す。

「何モ知ラナカッタジャナイカ！　俺ガドンナ生キ物カモ、俺ガドンナ気持チデオ前ヲ見テタノカモ、今ノ俺ノ気持チモ……何モ知ラナイ。分カッテナイ！」

「……っ」

「俺ノコト何モ知ラナイクセニ、優シクスルナ！　想ッテルダナンテ言ウナ！」

　オ前ノ薄ウスッペライ優シサニハウンザリダ！

　血を吐はくように絶ぜつ叫きようした。瞬しゆん間かん、あたりに強い突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、枯かれ果てた木をへし折り、なぎ倒たおした。

　時輔にもその衝しよう撃げきが伝わったらしく、時輔の体が後方に弾はじき飛ばされた。

　地面に容よう赦しやなく突き倒される時輔を見ても、ハルは何とも思わなかった。それどころか、いい気味だとさえ思った。自分が今までどれだけ辛い想いをしたか、数億分の一でいいから思い知ればいい。

　しかし、狩衣の袖そでから覗のぞく包帯を見てようやく我に返り、愕がく然ぜんとした。

　自分は、何ということをしてしまったのだ。歩けるほど元気でも、怪け我がをしていることには変わりない。そう、分かっていたはずなのに！

　自分で自分が信じられず慄おののいていると、再び耳に声が届く。

「お前の、言うとおりぞ」

　顔を上げると、こちらを見据える時輔と目が合った。表情は普ふ段だんどおりの真顔だが、顔色は真っ青で、立っているのも辛つらいのだと容易に知れた。

　それでも、時輔は姿勢を伸のばして居住まいを正し、真しん摯しに語りかけてくる。

「言いたくないことを無理に訊きくのはよくない。男に言い寄られるのが嫌いやなら、俺がそういう目で見ていると知れば、お前はきっと傷つく」

「……時、輔」

「静かに見守ろう。黙っていよう。それが、お前を大事にすることだと、ずっと思うていた。だが……そんなことは、噓だった」

　ここで時輔は口を閉じた。それから一度小さく息を吸って、再び意を決したように口を開く。

「俺はただ、怖こわかったのだ。お前の心を覗くことで、この……誰だれかを恨うらまねば立ちゆかぬ醜みにくい心根や、浅ましい劣れつ情じようをお前に覗かれ、嫌きらわれるのが、怖かった」

「……っ」

「ゆえに、己おのが心をひた隠かくしにし……そのくせ、それは全すべてお前のためだと己おのれを偽いつわる。卑ひ怯きようで、矮わい小しような男であった。お前に詰なじられても致いたし方なし」

「！　ソ、ソレハ……ッ」

　己を痛めつけるようなその言葉に、ハルが思わず声を上げると、時輔は一歩前に進み出た。

「詰りたいだけ詰れ。そうして……今まで言いたかったことを全部、話してくれ」

　それは、どうしようもなく優しい声だった。

「何も知らぬくせにと、詰ってくるということは、俺に、聞いてほしいことがあるのであろう？」

「……っ！」

「……心配いたすな。まだ、間に合うゆえ」

「黙レッ！」

　ハルは悲鳴のような叫さけび声を上げ、時輔に襲おそいかかった。

　今の自分には小さく脆もろい体を突つき倒し、牙を剝く。

「イイ加減ナコト言ウナ！　モウ元ニハ戻レナイノニ。何モカモ手遅レナノニ……ッ！」

　言いかけ、ハルははっとした。時輔が、ハルの口元に口づけたのだ。

　こんなにもおぞましい化け物の自分を、ひどく愛いとおしむように。

　あまりのことに固まって動けないでいると、時輔が起き上がり、ハルの顔にそっと身を寄せてきた。

　ジュッ…と何かが焼けるような音がした。木々をも枯れさせる瘴しよう気きを放つハルの体に触ふれたせいで、時輔の体が爛ただれ始めたのだ。

　焦こげた臭においが鼻び腔こうに届く。それでも、時輔はハルを離はなそうとしない。痛みに震ふるえる手で、懸命に……いつものように優しく撫なでてくれる。

　その掌てのひらの感かん触しよくを覚えた瞬間、ハルは悲鳴を上げ、時輔から飛びのいた。

　あまりに取り乱していたものだから盛大に尻しり餅もちをつく。その時、痛々しく爛れた白い手が見えた。

　刹せつ那な、頭ではなく心が思い知る。この男は、今までと変わらず、自分を想ってくれていると。

　すると、心とともに目め頭がしらがどうしようもなく熱くなって、

「ウ…ウウウ……」

　嗚お咽えつを漏もらしながら、ハルは体を丸め、九本の尻しつ尾ぽで顔を隠した。

「時輔……ゴメン……ゴメン、時輔……ウウウ」

「ハル……」

「時輔ハ悪クナイ。悪イノハ、俺ダヨ。俺ガ卑怯デ、嫌ナヤツナンダ」

　目の前で兄が殺されようが、身動き一つ取れないような。相手がどんなに悪いやつらだと分かっていても、食い物を出されたらあっさり言うことを聞いてしまうような。

　忌いみ喰くい神がみであることを黙だまっていたのだってそう。

「努力デ強クナッタッテ噓吐イタノハ、天才ノオ前ト、肩カタヲ並ベテイタカッタカラダ。ソレニ、オ前ニスゴイッテ思ッテモラエレバ……イッパイイッパイ強クナレバ、オ前ニモット……オ前ニ奥サンガデキテモ、必要トシテモラエルト思ッテ……ソシタラ、ツイ、喰イ過ギチャッテ……ウウ」

「……そうか」

「ゴメン。俺、オ前ニ八ツ当タリシタンダ。モット早ク好キダッテ言ッテクレテイタラ、コンナコトニナラナカッタナンテ……自分ハ言エナカッタクセニ。オ前、スゴク勇気出シテ言ッテクレタノニ。ゴ、メン……ゴメ……ッ！」

　大きな耳をしゅんと下げて謝っていたハルは慌あわてた。時輔がハルの首に腕うでを回し、しがみついてきたからだ。

「時輔！　駄ダ目メダ、俺ニ触サワッタリシタラ」

「それは、謝っておるのか？　それとも、口説いておるのか？」

「……ヘ？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ。もう、あの黒こく煙えんは出ておらぬ。大丈夫だ」

「時輔……」

「ありがとう。よう、話してくれた。それと、ハル。お前はもっと自分に自信を持て。お前はとてもよい男だ。お前に『好きだ』と言うてもろうただけで、怖いものが何もなくなったほど」

「……っ！」

「大丈夫だ。全部何とかなる。大丈夫だ」

　揺ゆるぎのない声で言い、さらに身を寄せ、毛を撫でてくる。そんな時輔に、ハルはぽかんと口を開いた。

　何をもって、この状じよう況きようで「大丈夫」などという言葉が出てくるのだ。

　自分は黒九尾に……この国で一番忌いむべき存在になってしまったのだぞ？

　ありとあらゆる生き物から嫌われるだろうし、こんなに大きな体だから隠すこともできないし、恋こい人びととしての触ふれ合いだってできなくて……とにかく、問題を考えていったらきりがない。

　それなのにどうして、そんなに自信満々に大丈夫だなんて言える？　どうして……。

　──お前はとてもよい男だ。お前に『好きだ』と言うてもろうただけで、怖いものが何もなくなったほど。

「……ア」

　先ほど言われた言葉を思い返し、ハルは耳をピンッと立てた。

　しばらく耳をぱたぱたさせながら、その言葉を何度も反はん芻すうした。

　ふと、耳の中を真っ赤にしたかと思うと、時輔の体に頭を擦すりつけた。

「オ、俺ハズット、コノ姿ノママダゾ。コンナニデカクテ」

「そうか。では、お前が入れる大きな屋や敷しきを建てねばな」

「皆ミンナ、俺ノコト嫌イデ……」

「俺がかように想おもうておるというに、足りぬと申すか。ふふん、欲よく張ばりなやつぞ。俺がたくさん想うてやるゆえ、我が慢まんいたせ」

「俺ハヤキモチ焼キダゾ！　オ前ガ他ホカノヤツヲ好キニナッタラ殺スカモシレナイ！」

「奇き遇ぐうだな。俺もお前が浮うわ気きをしたらお前を殺す気がする。ふふん、揃そろいだな」

　怖いことを言ってやっても、さらりとそんな返しをしてくるものだから、

「ッ……俺トハモウ、ヤラシイコトデキナイゾ！　助スケ平ベイナオ前ガ耐タエラレルワケナイ！」

　ついそんなことも言ってしまったのだが、

「？　何を言うておる。できるぞ」

「ソウ、デキ……ルッ？」

　弾はじかれたように顔を上げると、時輔が真顔でこちらを見ていた。

「何を驚おどろいておる。その姿でも全然抱だける。安心いたせ」

「エ？　エ？　コンナ俺ヲ、抱イテクレルノカ……？」

「うむ。挿入いれる穴もあるしな。何の問題もない」

　平然と言ってのけるので、ハルは顎あごが外れそうになるほど口を開いた。

（……な、何なんだよ、こいつ）

　どう考えても問題だらけだろう。こんな毛むくじゃらの、十尺もある化け物相手に……穴があればいいというものじゃ……と、数え切れない突っ込みが浮うかびまくったが、

「ハ……ハハハハ」

　気がつくと、笑いが込み上げてきていた。

「バ、馬バ鹿カダヨ、オ前。ドウシテ、ソウ……ウウウ」

　涙なみだで声が詰つまって、それ以上言葉にできない。そんなハルの顔を時輔はもう一度抱き締しめて、「好きだぞ」と、なおも甘く囁ささやいてくる。

　そんなものだから、口では「馬鹿」と悪態を吐つきつつも、顔を擦り寄せてしまった。

（俺もだよ、時輔。俺も、お前が好き。お前にさえ好きと言ってもらえたら、それだけで幸せ）

　自分はこの世で、一番幸せだ。心の底から、そう想った。

　その時。どこからともなく、しゅぅぅ……という音が耳に届いた。顔を上げてみると、あたりが白いもやに包まれている。

　なんだ、これは？　と、もやの出どころを目で追って驚きよう愕がくした。

　もやはハルの体から立ち昇のぼっていた。そして、立ち昇るたびに体がどんどん小さくなっていって、しまいには黒い毛が鮮あざやかな緋ひ色いろへと変わった。これは、自分が人ひと形がただった時に着ていた水干の色……と、そこまで考えて、ハルははっとした。

「できた！　人型に変へん化げでき……あ！　声！　声も戻もどってる、時輔っ」

　いつもの人型に戻れたことを見せるように、くるりと軽かろやかに一回転して時輔に飛びつく。

　時輔はすぐには何も答えず、目を見開いてハルを見ていたが、ふと息を吐いたかと思うと、小さく笑った。

「なんだ。もう、戻ったのか。せっかく、久しぶりに毛づくろい……してやろうと、思うたに」

「へ？　あ……お、お前なあ。こんな時に何考えて……あ」

　思わず声を上げる。突とつ然ぜん、時輔の体がぐらりと揺れて傾かたむいたのだ。

「時輔！　大丈夫かっ。体、辛つらいのか？」

　すんでのところで抱き留めて尋たずねると、時輔は「別に」と即そく答とうしたが、その顔は先ほどよりもずっと青ざめている。

「どこがだ！　待ってろ。すぐ治してやるから……あ。まず体が冷えてるから、焚たき火びを」

「その前に、文ふみを書かせてくれ。このことを、時好兄に報しらせておかぬと」

　時輔を横抱きに抱かかえ上げおろおろするハルに、時輔はやんわりと告げた。













　時輔が文を書き、それを鳥の形に折って空に放った後、ハルは再び黒九尾の姿に戻り、大きな体で時輔を包み込んだ。

　先ほどは「別に」などと強がりを言っていたが、体を包み込んでやった途と端たん、時輔は気絶するように眠ねむってしまった。やはり相当無理をしていたらしい。

　ハルは厄やくを浄じよう化かして作った福を時輔の体に注ぎ込み始めた。本当は一いつ瞬しゆんで治してやりたいのだけれど、自分のやり方は時間がかかるため、非常にもどかしい。

（……痛かったよな。ごめんな？）

　よく見ると赤色が滲にじんでいる狩かり衣ぎぬの月白に、胸がズキズキ痛んだ。それと同時に、意識を失おうがハルの毛を痛いくらい摑つかんで離はなさない様を見ると、別の意味で胸が痛くなり、時輔の頰ほおを舌先で舐なめた。

　ああなんと困った、愛いとおしい男。……しかし。

　ここで、ハルは髭ひげを下げた。時輔の兄たちをはじめ、黄一郎たちの顔が頭に浮かんだからだ。

　時輔は皆になんと言ってここへ来たのだろう。

　きっと、本当のことなど言ってはいまい。

　時輔と同じく十七年前の心の疵きずが消えていない時定は、ハルのことを受け入れられないだろうし、時好は……ハルへの感情はどうであれ、御お家いえを守ることが使命である彼が、この国で最も忌いむべき化け物とされる黒九尾の受け入れを許すわけがない。

　黄一郎たちにも怖こわい思いをさせてしまったし……しばらく、自分は皆の前に姿を見せないほうがいいかもしれない。

　時輔が迎むかえに来てくれたことは嬉うれしいし、今いま更さら逃にげようとは思わないが、時輔にとって……いや、自分にとっても大事な人たちに辛い思いをさせたり迷めい惑わくをかけるのは嫌いやだし、自分のことで仲なか違たがいしてほしくもない。

（いつかまた、皆で笑い合える日が来ればいいな）

　九本の尻しつ尾ぽで労いたわるように時輔の体を撫なでつつ、そう思っていると、

「また、何やらよからぬことを考えておるな」

　時輔が口を開いたかと思うと、そう言ってきたものだから、ハルは尻尾の毛をびくりと逆立てた。

「へ？　べ、別に、そんなことな……」

「そう言えば……あれは、どこへ行ってしもうたかのう」

　慌あわてて弁明するハルの言葉を遮さえぎり、時輔はそう言った。何のことだと尋ねると、「握にぎり飯」と返してくる。

「握り……ああ。多分、吹ふき飛ばしちまったと思うんだけど……なんだ。腹が減ったのか」

「いや。ただ、あの握り飯は黄一郎が作ったものでな」

「！　黄一郎が……」

「うむ。ハルさまはきっと、何も食べておられぬでしょうから、これをお持ちになってくださいとな。ああ、青べえも手伝ったのだぞ」

　ハルは目を瞠みはった。黒九尾に変じた自分を見て、あんなに怖がっていた黄一郎たちが、まさかそんな……。

「それとな。時定兄が、お前に謝りたいと申しておった」

「え？　時定様が？　何を……」

　動どう揺ようのあまり耳をぱたつかせると、時輔は小さく息を吐いた。

「時定兄のやつ、黒九尾はこの世で最も悪しき化け物だの何だの、お前に言うたそうではないか。そのせいで、お前を余計に追い込んでしもうたに違ちがいない……と、そこまではしおらしゅうてよかったがな。元はと言えば、普ふ段だんから秘密主義過ぎるそちが悪いと扇おうぎで殴なぐってきおって。全く。殴りたいのはこちらのほうだ」

　時定兄は口が軽うて困る！　と、殴られたらしい額を擦さする。

　いつもなら、そんな大おお怪け我がをしていても、時定と喧けん嘩かをするのかと突つっ込んでいるところだが、今はそれどころではない。

「あ、あ……お前、皆みんなになんて言って、ここへ来た」

「うん？　今度こそハルを口説き落としてくると言うたが、それがどうした」

　真顔でとんでもないことを言う時輔に、ハルは「はあ？」と声を上げた。

　ハルを迎えにいくということだけでも大それているのに、口説き落とすだなんて。

　自分たちは男同士で、しかも人間と魔ま物ものだぞ！　この男は何を考えているのだ。

「そ、それを聞いて、皆どう……」

　兄弟の縁えんを切られたり……なんてことは。と、恐おそる恐る尋ねると、

「先ほど言うたとおりぞ。黄一郎は『握り飯作戦でいけば上手うまくいく』と言い、時定兄は『俺は別にハルが黒九尾でも気にせぬゆえ、そちらも気にするなと伝えよ』と……ああ後、『怪け我がを押してきたことを強調すれば落ちるぞ』などと下げ種すなことも申しておった」

　あっけらかんとそんなことを言うので、ハルは仰ぎよう天てんした。

　黄一郎も時定も、何だ、その返しは。もっと他ほかに言うべきことがあるだろう。

「じゃ、じゃあ、時好様はっ？」

「何でもいいから必ず落とせと言われた。お前の面めん倒どうなどハル以外は到とう底てい無理……勘かん弁べんしてほしいと。ふん。時好兄もひどい言いようぞ」

　ハルはますます口を開いた。

「そんな……御家第一の時好様まで、どうしてそんなこと……」

　意味が分からず混乱した。そんなハルの尻尾の一本を抱き寄せ、時輔は微笑わらった。

「どうして？　決まっておる。お前が我われらの家族だからだ」

「っ……か、家族？　俺が……」

「そうだ。我らの大切な」

　大切な家族ぞ。と、言い聞かせるように繰くり返す。

　その言の葉がじわりと心こころに沁しみて、また目め頭がしらが熱くなった。

　時輔だけではなく、時好たちにもそう思ってもらえるなんて、自分はなんという果報者なのだろう。と、歓よろこびを嚙かみしめていると、

「ゆえに、また……宇治家などに、奪うばわれとうないのだ」

　時輔が声を急落させてそう付け足した。

　また？　ハルが目を瞬またたかせると、時輔は笑えみを引っ込め、真顔になった。

「……ハル。我が両親を殺した黒九尾が、お前と同じ、宇治家の蟲こ術じゆつによって作られた元忌いみ喰くい神がみであったことが分かった」

「……え」

　自分と、同じ……？

「彼奴きやつ等は、すでに黒九尾と化していた忌喰神を解き放ったのだ。我が父を殺すために」

「……っ！」

「だが、かのものは我が父どころか、都をも焼いてしもうた。彼奴等はそれを討とう伐ばつし、その手て柄がらで出世した」

「そん、な……そんなのってあるか！」

　あまりのことに、ハルは声を荒あららげた。

「お前の親どころか、無関係の人間を大勢死なせて、魔物になるまで追い込んだ自分の式神を殺して出世？　命を何だと思って……あ」

　そこまで言って、ハルは凍こおりついた。どうしたと尋ねられ、耳を忙せわしなくぱたつかせた。

「俺は、その……殺した忌喰神の代わりにするために、連れて来られたんだよな？　だったら、俺が逃にげたせいで、代わりに誰だれかが……っ」

　震ふるえるハルの尻尾を、時輔はきつく抱だき締しめた。

「安心せい。現当主の宗貞には先代ほどの力量はないゆえ、お前の代わりなど作れん」

「……本当か？」

「うむ。ゆえに、お前を返せと言うてきたのだ。……だが、これ以上彼奴等の好きにさせてなるものか。必ず、叩たたき潰つぶしてみせる……」

「お、俺も……っ」

　時輔の言葉を遮り、ハルは声を張り上げた。

「俺も手伝う！　やっつけて、あいつらがやってるひどいことをやめさせてやるっ」

「ハル……」

「実は、ずっと考えてた。兄ちゃんたちの仇かたきで、俺たち生き物にひどいことするあいつらをやっつけてやりたいって。でも、今の俺は弱いし、あいつらの顔以外何も知らなくて……けど、お前と一いつ緒しよに強くなって、正義の味方を続けていたら、いつかあいつらを見つけることができて、倒たおせるかもしれないって。だから！」

　九本の尻しつ尾ぽをピンッと立て鼻息交じりにまくし立てると、時輔は笑って、ハルの腹をぽんぽん叩いた。

「うむ。では、皆でやろう。だが、しばし待て。今、兄上たちが奔ほん走そうしてくださっておる。悪いのは宇治家。黒九尾は彼奴等に作られ利用されただけとな。お許しの勅ちよくが出たら、ともに戻もどって、思う存分彼奴等を叩きのめしてくれよう……っ！」

　言いかけ、時輔は口を閉じた。突とつ如じよ、落らく雷らいのような爆ばく音おんが轟とどろいたかと思うと、地面が激しく揺ゆれたせいだ。

　ハルは慌てて時輔を深く抱き込み、倒れてくる木々から守った。

　揺れは、すぐに治まった。ハルがほっと息を吐ついていると、時輔が珍めずらしく「ハルッ！」と大声を上げた。

「都の様子が見たい。どこぞ見晴らしがよいところへ連れて行ってくれ」

　ひどく切せつ迫ぱくした口調。こんな喋しやべり方も珍しい。それだけ、大変なことが起こったということか。と、即そく座ざに理解したハルは、時輔を己おのれの背に乗せて地面を蹴けった。

　しばらく走ったところで、鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれた獣けもの道みちを抜ぬけ、周囲を一望できる崖がけにたどり着いたのだが、そこから見えた都の光景に目を瞠った。

　都の中央に見慣れない、黒い小山が見える。……いや、山ではない。

　生き物だ。九本の尻尾が生えた、巨きよ大だいな黒い狐きつね……黒九尾！

（ど、どうして……！　まさか、また宇治家のやつらが作ったのか？）

　だが、宗貞には作る才はないと、先ほど時輔が……と、混乱していると、時輔に毛を引っ張られた。

「ここで考えておっても埒らちが明かん。都に戻るぞ」

「え？　でも……時輔、お前まだ怪我が」

「さようなことを申しておる場合か。それと、人ひと型がたに戻れ。その姿ではまずい」







　こうして、ハルは急ぎ、時輔を背負って都に駆かけ戻った。

　このほうが速いし、何よりまだ傷が完治していない時輔に無理をさせられない。

　傍はたから見れば、華きや奢しやな少年が麗うるわしい貴公子をおんぶしてという、何とも珍ちん妙みような格好であったが、道行く者たちは誰もハルたちに目さえ向けようとしなかった。

　皆、恐きよう怖ふで顔を引きつらせ、我先にと都から逃げていく。

　殺される。助けてと叫さけびながら。

　そんなものだから、ハルは黒九尾が今、どれだけ都で暴れ回って殺さつ戮りくの限りを尽つくしているのだろうと、肝きもを冷やした。黄一郎たち、それから時輔の兄たちは無事なのだろうか。

　どうか無事でいてくれと、必死に祈いのりつつ、逃げてくる人々をかき分け都へと急ぐ。

　羅ら城じよう門もんまでたどり着いたところで、時輔に止まるよう言われ、ハルは足を止めた。

　時輔を地面に下ろしてあたりを見回す。

　逃げ惑まどう人々の悲鳴に溢あふれていたが、都はまだ燃えていない。

　朱雀すざく大おお路じの先に見える、巨大な黒九尾は……暴れても、人を襲おそってもいない。

　ただ、何をするでもなく佇たたずんで、巨きよ体たいから空を黒く染めるほどの黒こく煙えんを立ち昇のぼらせて……いや、逆だ。黒煙が黒九尾の体に吸収されていく。

　喰くっているのだ。都の厄やくを、全身で。そして。

　ばりゅるるるるゥウウウ！

　地面を震わせるほどに轟く、この聞き覚えのあり過ぎる音。

（これ……腹の音だよな？）

　どうやら今は、腹が減って減ってしかたがないらしい。けれど、なぜ腹を空かせている？

　あの黒九尾が自分と同じ、宇治家で作られた忌喰神であるなら、宇治家に降りかかる厄災を喰わされ続けていただろうに。と、ハルが不思議に思っていると、

「ハルさまあ！　時輔さまあ！」

　聞き覚えのある童わらべの声がした。目を向けると、時定を背に乗せた大きな山やま狗いぬが、こちらに向かって駆けてくるのが見えた。あの山狗は……！

「黄一郎！　お前……わっ」

「ハルさま！　戻ってきてくださったのですね。よかった。本当に……ぎゃっ」

「黄一郎。気持ちは分かるが落ち着け。今はそれどころではないっ」

　ハルに飛びついて、大きな舌でハルの顔を舐なめ回す黄一郎の毛を、時定が引っ張る。黄一郎が「申し訳ありません」と、耳を下げながらハルから離はなれると、時定は黄一郎の背から飛び降り、駆け寄って来た。

「時定兄、いかがなさいました」

「いかがも何も、宗貞のやつめ、やりおった」

　忌いま忌ましげに舌打ちして、時定は口早に説明してくれた。

　時輔をハルの生いけ贄にえとして送り出した後、時定たちは用意しておいた証しよう拠この数々を公表し、陰かげで仲間につけておいた公く家げたちとともに、宗貞を追つい及きゆうした。

　時輔を死に追いやれたと浮うかれていたこともあって、宗貞は大いに取り乱し、簡単にぼろを出したが、皆みな気を抜かなかった。

「ここで取り逃がしたら、また恐おそろしい魔ま物ものを召しよう喚かんするかもしれん。完全な無防備であろう今取り押さえるべきだと思うたのだが、それがまずかった」

　──小こ賢ざかしい虫けらどもめっ。……殺してやる。貴様ら全員殺してやるっ！

　庭まで逃げて追い詰つめられた宗貞はそう言ったかと思うと、懐ふところから黒い勾まが玉たまを取り出し、地面に叩きつけた。

　爆音とともに、地面が激しく揺れた。

　あたりが暗くら闇やみに包まれ、何事かと顔を上げると、そこには巨大な黒九尾の姿があった。

「呆あつ気けに取られる俺たちに向かって、あやつめ、こう言いおった。『貴様らの父親を殺した化け物に殺される気分はどうだ』とな」

「！　それは、つまり……」

　固まる時輔に時定は「そうだ」と低い声で答える。

「十七年前、宗義は黒九尾を退治したのではなく、勾玉に封ふう印いんしただけだったのだ。軀むくろを回収したというのも真っ赤な噓うそ。殺していないのだから、軀などそもそもなかった」

　絶句するしかない時定たちを見て、宗貞はけたたましい声を上げて嗤わらった。

　──アハハハ！　やはり、烏丸は我われら宇治家に勝てぬのだ。どう足あ搔がいても、虫けらのように殺される運命っ。……裏切っていない。私は、父上の期待を裏切ってなどいない。宇治家は落ちぶれたりせぬ。烏丸に負けたりせぬ。皆……皆死ぬのだから。アハハハ。

　壊こわれたように嗤い続ける。黒九尾はその嗤い声に応こたえるように、前足を振ふり上げて……宗貞を踏ふみ潰した。

「これは後で分かったことだが、あの黒九尾は宇治家の祖先である術者が創つくり出したもので、数百年に亘わたって、宇治家を守らせてきた。だが、宗義が人を大勢殺あやめさせてしまったことで、宇治家でさえ手をつけられぬ最悪の魔物になってしもうた。それでも、宗義は黒九尾を殺さず」

「いったん封印し、断だん食じきさせることで力を弱め、もう一度使うつもりだったと？」

「おそらくな。だが、その前に宗義は死に、宗貞が受け継ついだが……宗貞のやつ、最さい期ごの口ぶりからして、黒九尾が己に従わぬと分かっておったというに」

「……」

「……つくづく愚おろかよ。宗貞も……宗義も」

　時定が深い溜ため息いきを吐く。それを聞いて、ハルは唇くちびるを嚙かみしめた。

　最期まで救いようがない宗貞たちが、いっそ憐あわれに思えた？　違ちがう。

　そんな宗貞たちにここまで利用される、あの黒九尾が可か哀わい想そうでしかたないのだ。

　自分は運良く逃にげることができたが、かのものは逃げることもできず、何百年も真っ暗な穴の中に独り閉じ込められ、人殺しをさせられたすえに、今度は十七年間、小さな勾玉の中に何も食べさせてもらえないまま閉じ込められ続けた。

　あの禍まが々まがしい姿が、腹の音が、憐れでならない。時輔の両親を殺した相手だと分かっていても、そう思わずにはいられない。

「して、その後どうなりました」

　淡たん々たんとした声が、沈ちん黙もくの中に響ひびく。ハルが顔を上げると、いつもの真顔で時定を見つめる時輔の姿があった。

　しかし、目だけは違っていた。

　煌こう々こうと光るその目には、強い意志が感じられる。

　十七年前の惨さん劇げきは、二度と繰くり返させないという断固たる決意が。

　その目を見て、ハルは軽く頭かぶりを振った。

　迷うな。心を魔に取り込まれてしまったら最後、もう二度と元には戻もどらないのだぞ。

　あの黒九尾を救うことはもう叶かなわない。ならば、今はただ都を守ることに心を砕くだくのみ。

「……宗貞を踏み潰つぶした後、黒九尾はすぐ食事に没ぼつ頭とうし始めた。十七年、何も喰っておらぬゆえな。だが、腹がくちくなったら、見境なく暴れ始めるぞ。先ほども申したとおり、あやつはもう誰だれの手にも負えん。何かをするか分からん」

「はい」

「今、殿てん上じよう人びとを交えた話し合いに兄上が参加しておられるが、無む駄だ骨ぼねであろうゆえと、俺にこれを託たくされた」

　時定が懐から書物を取り出し、時輔に差し出してきた。

　時輔が宇治邸ていから持ってきた、忌いみ喰くい神がみの覚え書きだ。

「これによると、黒九尾を止める方法は二つ。一つは十七年前に宗義が行った封印だが、封印に用いる勾玉を用意するのに、最低五日はかかる」

「五日もっ？　それじゃ、都が丸焼けになる！」

「……もう一つは？」

　叫ぶハルを横目に時輔が先を促うながすと、時定は紙面をめくり、ある箇か所しよを指差した。

「ここに書かれた魔ま法ほう円を描えがき、その中に黒九尾をおびき寄せ、破は魔ま矢やで射殺すというものだ。だが、術者が類たぐい稀まれなる霊れい力りよくの持ち主でなければ不可能とある。残念ながら、どれほどの霊力が必要かまでは、書かれておらぬが」

「おびき寄せる……類稀なる……」

　渡された覚え書きを走り読んでいた時輔はそう呟つぶやくと、ここで初めてハルに目を向けてきた。

　見つめてくるだけで何も言わない。だが、ハルにはそれだけで十分だった。

　時輔がこれからやろうとしていること。固い決意。それから、少しの不安。

　その全すべてを受け止めて、力強く笑って頷うなずいてみせる。大だい丈じよう夫ぶ。俺たちならできると。

　瞬しゆん間かん、時輔の顔に笑えみが溢れた。

「できましょう。俺と、ハルなら」

　ハルの目を見つめたまま、きっぱりと宣言する。すると、時定も満面の笑みを浮かべた。

「はっ！　自うぬ惚ぼれ屋のそちなら、必ずそう言うと思うたぞ。なあ、黄一郎」

「は、はい！　頑がん張ばって、魔法円描くの、手伝った甲斐かいがありました！」

「え？　もう描いてるのか」

　ハルが驚おどろくと、黄一郎は尻しりごと尻しつ尾ぽをふりふり大きく頷いた。

「はい！　式神の皆と一いつ生しよう懸けん命めいに描きました。青べえも桃太も手伝ったんですよ」

「桃太も？　あ……でも、どこに？　あんな大きいやつが入るくらいの魔法円を描こうと思ったら、相当広い場所が必要なはず」

「ふふん。そこは成平様にお頼たのみした。時輔の名を出したら、喜んで庭を提供してくれた」

　時定の言葉にハルは目を丸くする。成平？　あの桜の怪かい異いの依い頼らい人か。

　確かに、あの屋や敷しきの庭は広大で、魔法円を描くには十分な広場もあった。

（こんな短時間で、ここまで用意するなんて……）

　すごいと、ハルは素す直なおに感心したのだが、

「後は、そちを黄一郎に乗せて成平邸に連れて行けば、俺はお役やく御ご免めんだ。……はあ。まこと、兄上は人使いが荒あろうて困る……うん？　時輔。なんだ、その顔は」

「いえ。ただ、知りたいものでございますなあ。さように、時定兄をこき使える弱みを」

　時輔は意地悪く笑ってそんなことを言う。時定が「ふん！」と心底不ふ愉ゆ快かいげに鼻を鳴らした時、爆ばく音おんがあたりに轟とどろいた。

　音がしたほうに目を向けると、前足を振り上げ、御ご所しよを攻こう撃げきし始める黒九尾の姿が見えた。どうやら、腹ごしらえはすんだらしい。

「では、参りましょう。……ハル。待っておるぞ」

「ハルさま、どうかお気をつけて！」

「おう！　任せておけ」

　時輔が差し出してきた掌てのひらを軽く叩たたくと、ハルは黒九尾の姿に戻って駆かけ出した。

　力が制限される人ひと型がたでは相手に太た刀ち打うちできないし、何より、

「わあ！　ここにも黒九尾がいるぞっ」

「助けてっ！」

　皆みなが勝手に道を空けてくれる。

　ひとりでに空いていく道をひた走り、御所までたどり着いた時、ハルは息を吞のんだ。

　三十尺を優に超こえる巨きよ大だいな体たい軀くや、肌はだにひしひしと感じる圧あつ倒とう的強さに慄おののいている？　違う。

　ハルが一番目を引かれたのは、黒九尾が壁かべにつけた、大きな引っ搔かき傷。

　あの形、見覚えがある。……そうだ。あれは、宇治家の洞ほら穴あなに刻み込まれていた無数の痕あと。

　あの時は、薄うす気き味み悪わるい模様だと思うばかりだった。脱だつ走そうに使った、崩くずれかけていた穴を見つけた時も、運がいいと深く考えなかったが、

（あれは……お前の、爪つめ痕あとだったのか）

　胸が締しめつけられる。そして、あの崩れかけた穴が、あの黒九尾が長い時間をかけて懸けん命めいに掘ほったものだと思ったら、目め頭がしらが熱くなった。

　色んな感情が濁だく流りゆうのように荒あれ狂くるい、息が詰まる。

　しかし、そんな感傷も……黒九尾の赤い目玉が、逃げ惑まどう人々に向けられたのを見て、慌あわてて首を振って振り払はらった。

（時輔が、待ってる。俺を、信じて待ってるんだ……！）

　だから、迷うな。自分も時輔を信じて、やるべきことをやるんだ。

　ハルは自分を奮い立たせるように一声鳴いた。

　すると、御所を破は壊かいしていた黒九尾が動きを止め、こちらを向いた。

　不思議そうに目を瞬またたかせ、首を傾かしげる。初めて会った同族に驚おどろいているらしい。

　もしかして、仲間と思ってくれるのか？　と、思った瞬間、巨大な爪が襲おそいかかってきて……やはり、全て敵にしか見えないか。

　ハルは歯を食いしばり、攻撃をかわすと、そのまま突つっ込み、黒九尾の鼻先を引っ搔いた。

　突とつ然ぜんの不意打ちに、相手が尻しり餅もちをつく。その隙すきに、ハルはさっと飛びのき、駆け出した。

「こっちだ！　捕つかまえてみろっ」

　叫さけぶと、黒九尾は目の色を変え、追いかけてきた。よし！　上手うまくいった。

（後は、このまま成平邸まで誘ゆう導どうして……っ）

　ぎょっとした。黒九尾がもうすぐそばにまで迫せまってきている。

　三十間以上距きよ離りを離はなしたはずなのに。巨きよ体たいのくせになんという速さだ。

　普ふ通つうに道を走っていたらやられてしまう。こうなったら、建物を利用して身を守りつつ行くしかない。

（ごめん！　後でいっぱい謝るからっ）

　ハルが入り込んだことでことごとく破壊されていく建物の持ち主に謝りながら、死に物狂いで逃げ惑う。

　そのうち、見覚えのある屋敷が見えてきた。成平の屋敷だ。

　やった！　あと少しだ。しかし、一瞬でも気を抜ぬいたのがまずかった。

　避よけたと思った黒九尾の前足が、横腹に直ちよく撃げきしたのだ。

「……がはっ！」

　骨をバラバラにされるような衝しよう撃げきが走るとともに、ハルの体は空高く吹ふき飛び、地面に叩きつけられた。

「かはっ……ぐ」

　何とか起き上がろうとしたが、何度起き上がろうとしても、体を動かしただけで激痛が走り、立つことができない。

　もがいていると、目の前が陰かげった。

　息を殺し、顔を上げてみると、息がかかるほど近くに黒九尾の顔があった。

　目が合うと、黒九尾は牙きばを剝むき、けたたましい声を上げて鳴いた。

（……喰くわれる！）

　瞬間的にそう思い、身を硬かたくした……が、牙がこの身に喰い込むことはなかった。その上、黒九尾は身を翻ひるがえし、ハルに背を向けてしまった。

　一体どうして。意味が分からなかったが、視界の端はしに捉とらえたあるものに目を瞠みはった。

　黒九尾の尻に何か棒のようなものがついている。あれは……矢？

「よう来たな」

　落ち着き払った男の声が響ひびく。

　ハルは息を止めた。

　黒九尾に対たい峙じする、時輔の姿が見える。

　汚よごれてはいるが、決して清せい冽れつさを失わない月白の狩かり衣ぎぬの袖そでだけを脱ぬぎ、弓を構えている。

「今度は、俺が相手ぞ」

　構えていた弓を下ろし、時輔が黒九尾を見上げる。

　ここでようやく、ハルは……時輔が自分を助けるために、黒九尾に矢を射かけたのだと思い至り、青ざめた。まさか、ハルの危機を知り、助けにきたのか？

（ばか時輔！　持ち場を離れて、何やって……あ）

　ハルは見開いていた目をぱちくりさせた。時輔の足元に描かかれた魔ま法ほう円が見えたからだ。

（……そう、か。ここは、成平邸てい）

　自分はちゃんと、時輔が待つ場所に黒九尾を連れてきた。時輔との約束を守った。

（よ……よかったあ）

　安あん堵どのあまり大きく息を吐ついていると、黒九尾が時輔に向かって吠ほえた。

　背後にいるハルでさえ身が竦すくむほどの、恐きよう怖ふと威い圧あつ感かん。

　だが、時輔は後ずさるどころか、眉まゆ一つ動かさない。何の気負いもない、ゆったりとした風ふ情ぜいでその場に立ち、いつもの……夜の水みな面もに映る月のように静かな光を宿した瞳ひとみで、黒九尾を見み据すえている。

　黒九尾はますます毛を逆立て、地面を蹴けり、時輔めがけて駆け出した。

　時輔が素す早ばやく新しい矢を構える。

　短く呪じゆ文もんを唱え、黒九尾の体が魔法円の中に入ると同時に矢を放った。

　矢は弓から放たれた瞬しゆん間かん、青白い炎ほのおを上げ、燃え上がった。

　そのまま、ひゅぅっと、鋭するどい風切り音を上げながら、黒九尾へと一直線に飛んで行く。

　そして、見事……黒九尾の眉み間けんを貫つらぬいた。

（……やった！　……っ）

　喜びで振ふりかけたハルの尻しつ尾ぽがピンッと立つ。

　眉間を貫かれたというのに、黒九尾の動きが止まらない。それどころか、ますます走る速度を加速させ、牙を剝き出す。……どうしよう。全然効いてない！

　時輔の霊れい力りよくが足りなかったのか？　よく分からないが、とにかく時輔を助けないと！

　だが、そう思った時にはもう、黒九尾の大きな牙が、時輔に襲いかかるところで──。

「と……ときす……わっ」

　ハルは小さく悲鳴を上げた。突とつ如じよ、目を刺さすような強い閃せん光こうが目の前で弾はじけたのだ。

　この光は？　前足で痛む目を擦こすっていると、耳にある音が届いた。

　朗々と呪文を唱える、耳みみ触ざわりのよい……聞いているだけで心が安らぐ、深みのある低音。

　恐おそる恐る目を開いてみる。

　まず目に映ったのは、白く光る魔法円の中で、蒼あおい炎に全身を焼かれて身み悶もだえる黒九尾。

　その傍かたわらで、人差し指と中指を口元に当てて呪文を唱える時輔の姿。

（よ……よかった。時輔、生きてる）

　ほっと胸を撫なで下ろす。その間も、時輔は呪文を唱え続ける。

　黒九尾の体を包む蒼い炎が、ますます燃え盛さかる。それは相当の苦痛らしく、黒九尾は悲鳴に近い叫び声を上げ、もがき苦しんだ。

　そのあまりに悲痛な叫び声に、ハルは先ほど殺されかけたことも忘れて、胸を詰つまらせた。

　聞こえて、しまったのだ。

『イタ、イ……イ、タイヨ……タスケ、テ……カア、チャン……ッ』

　痛みと恐怖に震ふるえながら、必死に母親に助けを求める幼子の声が。

　……心がある。あの蒼い炎に焼かれたせいか、何なのか。あの黒九尾には今、魔まに冒おかされていない自我が存在してしまっている。

　なんという悲劇だろう。

　どんな事情があろうと、あの黒九尾は数え切れない命を殺あやめてしまって、もはや……退治されるより他ほかはないというのに。

『タス、ケテ……サ、ビシイ……カ、アチャン……ダレ、カ……ダレカタスケテ！』

　とうとう倒たおれてしまってもなお、助けを求め続けるその姿に、ハルの目から涙なみだが溢あふれた。

（ごめん……俺には、お前を助けてやれないんだ）

　ごめん。本当にごめん。と、泣きながら詫わびていると、黒九尾に白い影かげが近づいた。

　時輔だ。いつの間にか呪文を唱えるのをやめて、黒九尾へと近づいていく。

　一体どうして……まさか、とどめを刺すつもりか？　はらはらしながら成り行きを見守る。

　時輔がそばに立つと、黒九尾はゆっくりと時輔を見上げた。

　もう、抵てい抗こうする力もないせいか、怯おびえるように体を震わせる。

　その姿を時輔は静かに見つめていたが、ふと手を伸のばしたかと思うと、黒九尾の顔をそっと撫でるではないか。

　黒九尾は勿もち論ろん、見ていたハルも驚いた。親の仇かたきで、これまでずっと、時輔の心を責め苛さいなんできた相手に、どうして……。

　──よいではないですか。鬼おにが救われても。

「……あ」

　──鬼になりたくてなったわけでもなければ、鬼になって苦しみから解放されたわけでもない。ずっと、苦しんできたならば、よいではないですか。

　いつか、時輔が言ったその言葉。

　それは決して口先ばかりではなくて、少しでもいいから苦しみ続ける心が晴れたらと、悪あく霊りようや魔物に対峙するたび、いつも苦心していた。

　呆あきれるほどに優やさしい男だと思っていたが、まさか……親の仇にまで、その信念を貫くとは思うわけもなくて。

（馬ば鹿かだよ、お前。でも……すごいやつだよ。さすが、俺の主様……俺の）

　この世で一番、愛いとおしい男……。

　時輔に優しく撫でられ、光に包まれ消えていく黒九尾の姿を最後に、ハルの意識は途と絶だえた。







　夢を見た。故郷の山で楽しく遊んでいる、子どもの頃ころの夢だ。

　遊び相手は兄。それから……見覚えのない子こ狐ぎつね。

　誰だれだっけ？　最初は分からなかった。けれど、

　ばりゅるるるるぅ。

　ハルの腹が豪ごう快かいに鳴ったかと思うと、　>>>♥

　ばりゅるるるるぅ。

　その子狐もハルと同じ腹の音を鳴らしたものだから、ようやく……誰だか分かった。

　この子狐は、あの黒九尾の在りし日の姿。

　かのものもまた、ハルと同じように、山奥で家族とともに、幸せに暮らしていた。

　決して、誰かを傷つけるようなものに、なりたくなんてなかった。

　──音、おそろいだね。

　はにかむように言って、子狐は赤くなった耳をぱたぱたさせた。

　その姿はどこまでもあどけなく、可愛かわいかった。思わず頭を撫でたくなるくらい。

　それなのに──。







「……ハル。ハル」

　名を呼ばれるとともに体を揺ゆすられて、ハルは目を見開いた。

　すると、愛らしい子狐の姿が消え、代わりにこちらを覗のぞき込む時輔の顔が現れた。その瞳に映るのは、寝しん具ぐに寝ねかされた、耳だけ獣けものの人型の自分。

「……と、時輔？」

　ハルが大きな耳をぱたぱたさせると、時輔は薄うすく笑った。

「すまぬな。無む理り矢や理り起こしたりして。だが、悪い夢を見ておるのかと思うと、ついな」

　そう言って、時輔が頰ほおに触ふれてきた。

　頰に、時輔の温ぬくもりとともに濡ぬれた感かん触しよくを覚える。何なのか分からなくて、自分でも頰に触れ、指先を見てみると濡れていて……自分は泣いていたのか。

「怖こわい夢でも見たのか」

「あ……怖いっていうか、なんていうか……よく、分からない」

　何となく、本当のことが言いづらくて、おずおずと答えると、時輔はなぜかつまらなそうな顔をして、鼻を摘つまんできた。

「ふん。すぐ忘れる程度の夢しか見ていなかったのなら、さっさと起きろ。四日も起きぬからどれほどいい夢を見ておるのかと思うたぞ」

「へ？　あ、ごめん。そこまで寝る気は……ええっ？　四日っ？」

　ハルが飛び起きると、時輔はやれやれと言わんばかりに息を吐ついた。

「お前は死にかけておったのだ。黒九尾に全身の骨を折られてな」

　驚きよう愕がくした。確かに、全身をバラバラにされるみたいに痛いと思ったが、それほどの重傷だったとは。

　今、どこも痛くない。手足も自由に動く。ぴょんぴょん飛び跳はねながら言うと、時輔はまた息を吐いた。

「兄上たちが都中の陰おん陽みよう師じに頼たのみ込んでかき集めた、治ち癒ゆの術に長たけた式神たちのおかげぞ。ちなみに、人型に戻もどしたのは、黒九尾のままだと図ずう体たいがでか過ぎたり何だり不都合が多いゆえだ。この耳は、完全な人型だと体の負担が多いゆえの配はい慮りよだそうだ」

　黒い獣の耳を軽く摘ままれ、ハルは耳をしゅんと下げた。

「それは、その……ごめん。そんなに大変なことになってたなんて知らなくて、えっと」

「詫びなら兄上たちに言え。俺もお前と同じく、四日間昏こん睡すいしておったゆえな」

「え？　そうなのか。なあんだ。だったら、お前も人のこと言えない……ええっ？」

　言いかけて、ハルは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「四日間昏睡って、お前大だい丈じよう夫ぶなのか、寝てなくて」

「案ずるな。もう何ともない。先ほどまで散々聞かされ続けた、時定兄の怒いかり狂くるったキンキン声のせいで、耳が痛いが」

　扇おうぎの先で己おのれの耳を軽く叩たたく。どうやら、時定からきついお説教を喰らったらしい。

「げ、元気ならいいんだけど、でもどうして……！　まさか、俺が負わせた怪け我がのせい……」

「……それもある。だが、使ったことのない大技を二つも立て続けにやったせいで、霊れい力りよくを使い果たしたのが一番の原因」

「大技を……二つ？　黒九尾を退治した術の他に、何かしたのか……っ」

　ハルはびくっとした。

　時輔が目の前に、あるものを突つきつけてきた。

　くりっとした大きな目が愛らしい、小さな子狐だった。ハルと目が合うと、大きな尻しつ尾ぽをちょろちょろ振ふって、小首を傾かしげる。

　とっさに、この子狐が何を意味しているのか分からなかったが、

　ばりゅるるるるぅ。

　突とつ如じよ、子狐の腹から聞こえてきた爆ばく音おんに目を瞠みはった。

「うん？　腹が減ったのか。それなら……桃太」

　呼びかけると、時輔に寄り添そうように蹲うずくまっていた桃太が尻尾をふりふり起き上がった。

「腹が減ったそうだ。台所へ連れて行ってやってくれ」

　時輔がそう言うと、桃太は「きゅぅ！」と一声鳴いて、自分より一回り小さい子狐の首根っこを咥くわえ、よちよち歩きで部屋を出て行った。その様を見て、時輔が小さく笑う。

「桃太のやつめ、ずっとあの調子なのだそうだ。弟ができたようで嬉うれしいのであろう」

「と、時輔。あの子、まさか……」

　時輔は何も言わない。ただ静かに両の目を細めただけだ。ハルは狼ろう狽ばいした。

「いい、のか？　こんなことして」

「よくはない。されど……あの腹の音を、聞いてしもうてはなあ」

「へ？　それって……え？　あの」

　思ってもみなかった言葉に目を白黒させると、時輔は笑って首を振った。

「はは。まあ、それも立派な理由の一つだが、俺は……あの日の救いが、一つでもいいからほしかったのだ」

　救い？　ハルが首を傾げると、時輔は懐ふところからあるものを取り出した。忌いみ喰くい神がみについての覚え書きだ。

「蟲こ術じゆつで魔ま物ものに変えた妖あやかしを浄じよう化かする術は、これに書かれていた。そして、この術は数十年前、宇治宗義が研究を重ねて作り上げた術だとも」

「……え？　宗義？」

　思わず訊きき返す。にわかには信じられない。蟲術を悪用し続け、ついには時輔の父と都を焼いて出世するような男が、そんな術を作るなんて。

　意味が分からず戸と惑まどいの声を漏もらすと、時輔はわずかに眉まゆを顰ひそめた。

「これは、俺の勝手な妄もう想そうだが……宗義は、代々蟲術に頼たよる御お家いえを変えたかったのではないか。蟲術の力ではなく、己おのが力で正々堂々一番の陰陽師となり、父上……時道に勝ちたいと、純じゆん粋すいに思うておった頃が、あったのではないか。だが」

　結局、この術が使われることは一度もなかった。

　宗義は蟲術に走り、時道を憎にくみ、十七年前の惨さん事じを引き起こした。

「今回、宗義の罪に引きずられるように宗貞が死に、散々利用され尽つくしたあの黒九尾が化け物として退治される。それではあまりに、虚むなしいではないか。数え切れぬ犠ぎ牲せい以外、何もない。父上が守りたかった宗義との友情も、この術を作り出した宗義の想おもいも何かも、無意味になる。それが、俺は嫌いやだった」

　そこまで言って、時輔は肩かたを落とした。

「ただの、自己満足かもしれん。いらぬ面めん倒どう事も起こるだろう。だが」

　ここで、暗く沈しずんでいた時輔の目に、強い光が戻った。

「間ま違ちがいにするつもりはない」

「……時輔」

「そのために、これからできる限りの手を尽くすつもりぞ。あの子が、幸せになれるように。それで……ハル？　いかがした」

「へ？　あ、あの……っ」

　唇くちびるを嚙かみしめて、全身をぶるぶる震ふるわせていたハルは、ひっくり返った声を上げた。それから忙せわしなく視線を彷徨さまよわせた後。

「か、からかわないって、約束するなら、言う」

　ぼそぼそと、消え入りそうな声でそう返した。

「うん？　それは内容による……分かった。決してからかわぬゆえ、言うてみろ」

「……本当に本当だな？　じゃあ、えっと……い、今のお前、すごく、格好いい！」

　思い切って、溢あふれ出る今の気持ちを吐と露ろする。

「黒九尾の顔を撫なでてやるお前も、最高に格好いいと思ったけど……いや、その前の、俺を迎むかえに来てくれた時も……というか、お前はいつだって格好いいんだけど、今までで一番……この世で一番、いい男だって心から思う！　目が、眩くらんじゃうくらい……んんっ」

　中が赤くなった耳を昂こう奮ふん気味に動かし、夢中で思ったままを口にしていると、時輔がいきなり口づけてきた。

「と、時輔っ？　あ、あの……んん、ぅ。……ふ」

　戸惑いの声を漏らしても、時輔は口づけをやめない。それどころか、ハルの腕うでを摑つかみ、膝ひざの上に抱だき上げて、さらに深く口づけてくる。

「馬ば鹿か。お前は……なにゆえそうなのだ。普ふ通つう、かような術があると聞けば、己も元の狐きつねに戻りたいと、思うものではないのか？　魔物になってしまったこと、ずいぶん悔くやんだであろう？」

「んぅ……ご、め……ぁ」

「怒おこっておるのではない。俺はただ……」

「俺……戻りたくなんかない」

　時輔の袖そでを摑み、声を振り絞しぼると、時輔が動きを止めた。

「元の狐に……赤ん坊ぼうにまで戻ったら、お前の相棒じゃいられなくなるし、お前のことでいっぱいの、この心が消えちまう。そんなの、絶対に嫌だ」

「……ハル」

「ごめん。黒九尾がそばにいたら、お前たちが迷めい惑わくだってよく分かってるのにこんな…ん」

　再び唇が落ちてきた。ぴちゃぴちゃといういやらしい水音とともに、痺しびれるほどに舌を絡からめられる。

　この接せつ吻ぷんの意味が分からなくて、不安で身を震わせていると、時輔が唇を解き、まじまじと顔を覗のぞき込んできた。

　ハルが潤うるんだ瞳ひとみで瞬まばたきすると、時輔がほっと息を吐いた。

「俺も……お前には、今のままでいてほしい」

「……と、きすけ？」

「ハル。お前は俺をよい男と言うてくれたが、それならば、お前はもっとよい男だ」

「……え」

　ハルがきょとんと目を見開くと、時輔は笑ってハルの頰ほおを撫でてきた。

「言うたであろう？　お前に『好きだ』と言うてもろうただけで、怖こわいものが何もなくなったと。ゆえに、俺は此こ度たびの決断を下すことができて……いや、そもそもお前の助けなくしては、黒九尾を止めることさえできなかった」

「！　そ、それは……」

「お前だけぞ。俺の心を、蟲術にも負けぬ清らかな心で包み込み、『二人ならできる』と笑って、俺の背中を押し……勝てぬかもしれぬ強敵へと向かう俺に、迷うことなくついて来てくれる男は、お前しかおらん」

「と……時輔」

「さようなお前にかように想われ、この唇を受け入れてもらえて、これ以上に嬉しいことはない」

　そんな言葉とともにもう一度、愛いとおしげに頰を撫でられて、ハルの胸はぎゅっと詰つまった。

「時輔……時輔っ」

　時輔への想いが噴ふき出し、思わず時輔にしがみついて、首筋に顔を埋うずめる。

「好きだ……お前のこと、どうしようもなく。相棒でも何でも、お前の一番になりたくて……お前が俺と同じように、俺のこと好きになってくれたら、どれだけいいだろうって、ずっと……絶対無理だって思っても、願わずにはいられなくて」

「……ハル」

「ありがとう。こんな俺を、受け入れて……好きになってくれて、本当に……ん」

　額を擦こすりつけ、狩かり衣ぎぬを握にぎり締しめていると、寝ね巻まきの中に掌てのひらが入ってきた。

　時輔の掌に胸を撫でられて、体が捩よじれる。

「……ああ。今となっては、どうやって……かように可愛かわいいお前に手を出さずにいられたのか分からん」

「ァ……とき、す……ぁ、ん」

　探さぐり当てた乳ち首くびを弄いじりながら、首筋に舌を這はわされて、ハルの体は逃にげを打った。しかし許されず、引き寄せられて、そのまま……先ほどまで寝かされていた寝しん具ぐへと押し倒たおされてしまった。

　帯を解ほどかれ、しなやかで、ほっそりとした裸ら体たいが晒さらされる。

　ハル本人としては、瘦やせっぽちで古傷だらけの汚きたない体としか思っていなかったので、非常に恥はずかしかったのだが、唇を嚙みしめて我が慢まんする。

　時輔と睦むつみたいのだという気持ちを示すために。

　でも、やっぱり恥ずかしくて目を閉じる。そのせいで、見み逃のがした。

　羞しゆう恥ちで焼かれた白い肌はだが色づき、艶つやめいていく様も、匂におい立つような色いろ香かを醸かもすその肌を見た時輔が、眩まぶしいものを見るように目を眇すがめたことも。

「まこと、畜ちく生しように成り下がったことよ。お前も俺も、昏こん睡すいから覚めたばかりだというに、我慢できずに、かような……」

「……ああっ」

　白い首筋、鎖さ骨こつを伝い降りた唇に、乳首を甘く食はまれて、たまらず体をのけ反らせると、脇わき腹ばらのあたりを舐なめるように掌が這った。

「体、辛つらくはないか？」

「ぁ……大だい、丈じよう夫ぶだけど、でも……ゃっ！　と、き……それ、は……んんっ」

　尖とがらせた舌先で右の乳首を、指の腹と爪つめで左の乳首を嬲なぶられる。

　執しつ拗ような愛あい撫ぶに煽あおられて、ハルの乳首はたちまち赤く、硬かたくなった。

　その乳首を痛いほど強く吸い上げられ、もう片方をくにくにと捏こねるように押し潰つぶされると、粟あわ立だつような快感が広がり、ハルは甘くすすり泣いた。

「あ、あ……ん。そ、こばっかり……ゃ……んぅ」

「うん？　そうか？　なら」

「ああっ」

「ここも、触さわってやろうな」

　左乳首を弄っていた手が、下か肢しに触ふれてきた。

　擦られると、ぐちゅりと生々しい音が聞こえると同時に、強い快感が走って──。

「おっと」

「……ひぅ！」

　根元を強く握り込まれて、ハルは腰こしが跳はねた。

「また触れただけで達いこうとしおって。まこと堪こらえ性しようがない」

「あ、あ……ゃ、だ。とき、す……いか、せ……っ！」

　言いかけ、ハルは息を吞のんだ。

　時輔がハルの股またを割り開いたかと思うと、股こ間かんに顔を埋めてきたのだから無理もない。

「時輔っ？　ゃ…やだっ。そんな、汚い……ああっ！」

　ハルは激しく狼ろう狽ばいしたが、すでに蜜みつを垂らす竿さおを温かい口に含ふくまれて、腰がびくりと震ふるえた。

　柔やわらかな皮ひ膚ふにねっとりと舌を這わされ、時に優やさしく、時にきつく吸い上げられる。

　今まで感じたことのない強きよう烈れつな快感に、目を見開く。けれど、いまだに戒いましめは解いてもらえず、達くことができないし、何より……股を大きく広げられ、体で一番汚い箇か所しよに大好きな時輔の顔が埋められるという状じよう況きようへの羞恥が快感を上回って、ハルは烏帽子えぼしが脱ぬげるのも構わず時輔の頭を摑んだ。

「や、ぁ……や、めて……きた、な……ぁ、んっ」

　上手うまく回らない舌で懇こん願がんする。だが、時輔はやめてくれない。

「汚くなどない。お前の体に、汚いところなど、どこにもない」

「ば……ばか。そんな、わけ……！　ぁ、あ……ん」

「綺き麗れいだ。どこもかしこも綺麗で……甘い」　>>>♥

　甘かん露ろ。そう言って、先せん端たんから零こぼれる蜜を舐め取ると、逃げを打つハルの腰を押さえつけ、口と舌と手でいよいよ濃のう厚こうな愛撫を施ほどこしていく。

　その愛撫と、いつも清せい冽れつで凜りんとしている時輔が、烏帽子が外れ、衣服を乱したあられもない姿で、四つん這ばいになって、自分の一物を無心に舐めるという倒とう錯さく的な光景が、前回手でされた以上の快楽をもたらし、ハルの体はおろか羞恥心さえとろとろに蕩とろかした。

「と、きす……ぁ、はぁ。……ゃ……とき、すけ…ぁ……ん、ぅっ」

　ひっきりなしに漏もれる嬌きよう声せいの合間に、拙つたなく時輔の名を呼びながら、腰と時輔の頭を摑つかむ手を、更さらなる刺し激げきを強請ねだるようにくねらせ、擦りつける。

　そんなハルの媚び態たいに時輔は両の目を細めると、濡ぬれた指先をさらに下へと向かわせた。

「……ぁ」

「……よかった」

　物欲しそうにひくつく縁ふちをなぞり、時輔が口角をつり上げる。

「前回ひどう抱いてしまったゆえな。怖がるのではないかと思うたが……そうでもないようだ」

「と、ときす……ああっ」

　時輔の長い人差し指が、菊きく座ざに埋め込まれる。

　口こう淫いんの刺激が強過ぎるせいか、前のような痛みはほとんど感じなかった。代わりに、目の眩くらむような快感が襲おそってきて、全身が震えた。

「此度は、できるだけ……痛いとうせぬゆえな？」

　お前にも、ようなってもらいたい。そう言って、時輔は再びハルの張り詰めたものを咥くわえ込み、慎しん重ちように指を内部に埋め込んでいく。

　その指先は、前回知り得たハルの性感帯を覚えているようで、迷うことなくあるしこりへとたどり着き、そこばかりを執拗に弄り始めた。

　指が動くたび、痺しびれるような悦えつ楽らくがさざ波のように襲ってきて、ハルは身み悶もだえた。

　強過ぎる快感にどうしていいか分からない。だが、戸と惑まどう心とは裏腹に体は何も悩なやんでいなくて、またも時輔の口に擦りつけるように腰を揺ゆらめかせ、内部も……もっとほしいと強請るように収縮を繰くり返し、襞ひだを時輔の指に絡からみつかせる。

　その様はあまりに淫みだらで浅ましく、全身が羞恥で真っ赤になる。しかし、「可愛い」「もっと俺を欲しがるお前を見せてくれ」と熱っぽく囁ささやかれてしまうと、それにさえも感じて、ますます体が熱くなった。

　蕩けるような悦楽。それでも、完全に酔よいしれることができないのは──。

「あ、あ……時輔。ん、ぅ……と、きすけ」

　過ぎる快感で痺れて動かない手を懸けん命めいに動かし、ハルの股間に顔を埋めたままの時輔の頭を摑み、たどたどしく引っ張った。

「うん？　どうした。一度達きたいのか……」

「お前、ばっかり……ずるい」

「……ハル？」

「俺、も……感じてる、可愛いお前が見たい」

「……っ」

「早、く……俺のココで、気持ちよくなってくれ」

　こんなこと、今までの自分なら決して言えなかったろう。

　こんな瘦せっぽちのつまらない体なんか、時輔が悦よろこぶはずないと。でも、時輔に自分の全すべてを受け入れられ、熱ねつ烈れつに愛を囁かれて浮うかれている……時輔がほしくてたまらない今、言わずにはいられなかった。

　そんなハルの言葉に対し、時輔はすぐには何も言ってくれなかった。

　ただ目を見開いたまま黙だまっている。だがふと、目を閉じたかと思うと、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ……。いかんいかん」

「と、時輔？　あの……ぁ」

　時輔が上体を起こし、伸のび上がって顔を近づけてきた。

「ハル。今から挿入いれる。ゆっくり挿入れるゆえ、力を抜ぬいておれ」

　その声は、ひどく掠かすれていた。昂こう奮ふんを押し殺すような。

　この前のように、欲よく望ぼうのままに楔くさびを突つき立てぬよう必死でいるみたいだ。

　遠えん慮りよなんかせず、欲望の赴おもむくままに奪うばえばいい。そう言ってやりたくなったが、やめた。

　これが、この男の性分なのだ。

　どんな状況でも、相手を気き遣づかわずにはいられない。今まではそれが遠慮、自分に対して完全に心を開いていない証しよう拠こだと映り、寂さびしさを覚えたのかもしれないが、やはり……これも今は違ちがって感じる。寂しいと思うどころか、むしろ。

「じゃあ、挿入れるぞ？」

　くちゅりという生々しい音とともに、時輔の猛たけった先端がゆっくりと内部に挿入はいってきた。

　本当にゆっくり、じわじわと。

　そのせいか。それとも、念入りに解ほぐされたせいか。前回ほどには痛みを感じない。

　代わりに感じたのは、己おのれを穿うがつ時輔の自身。

　大きさ。熱さ。脈打つ鼓こ動どうまで、鮮せん明めいに伝わってくる。そして、間近に迫せまる時輔の顔。

「は、ぁ……ん」

　いつもの澄すまし顔が噓うそのように、ほのかに上気した顔に、快感に耐たえるように苦く悶もんの表情を浮かべ、悩ましい吐と息いきを零こぼす。

　それが強烈な色いろ香かを放っていて、全身の血が滾たぎった。

（ああ……時輔。俺なんかに、こんなに感じて……！）

　可愛かわいい可愛い。もっと、乱れた時輔が見たい。気持ちよくさせたい。だから。

「っ……ハルッ？　お、前……んっ」

　時輔の腰が震える。ハルが尻しりに力を入れて、時輔のものを締しめつけたからだ。　>>>♥

「ぁ、あ……とき、す…け……こ、れ……いい？　きも、ち……いい？　んんぅ」

「それ、は……くっ。……ぁ」

　きゅうきゅう締めつけてやると、時輔が歯を食いしばり、腰こしの動きを止めてしまった。

「あ……ごめ、ん。よく、なかった？　じゃあ……こ、こう？　……っ！　ああっ」

　今度は試ためしに腰を突き上げてみた。瞬しゆん間かん、甘い痺れが背筋を突き抜けて、ハルは甲かん高だかい声を上げ、さらに時輔のものを強く締めつけた。

「あ、ああっ。と、きす…けぇ……今の、な…に……ああっ！」

　突とつ然ぜん、乱暴に突き上げられて、ハルは喉のどをのけ反らせた。

「と、き……ァ、あっ。いき、なり……ど…して……ぁ、んっ」

「ああ、くそっ！」

　ハルの足を抱かかえ上げ、最さい奥おうに腰を押し進めながら、時輔は獰どう猛もうな獣けもののようにハルの唇くちびるに嚙かみついてくる。

「お前、さような動き、どこで覚えてきた……んぅ」

「ァ……どこ、も……ふぁ。おれ、ただ……時輔を、気持ちよく、したくて……ぁ。よく、なかったんなら、ごめ……は、ぁ」

　揺さぶられながらも何とか謝ったが、時輔の表情は晴れない。

「本当か」

　念を押される。何度も頷うなずいたが、ぐちゅぐちゅと音が聞こえるくらい内部を搔かき回された。

　先ほどの遠慮っぷりからは考えられない。

「よいか。これから先、何があろうと、お前が睦むつむのは俺だけぞ。間ま違ちごうても、もっと房ぼう事じが上手うまくなりたいと誰だれかに教えを乞こうたり、時輔のためを想おもうなら抱かせろと言われて足を開くな。よいな？」

「あ、あ……う、ん。し…ない。ん……俺には、時輔だけ。ずっと、好きでいて。離はな、さないで……ふ、ぅ」

　訴うつたえると、荒あらい息いき遣づかいの合間、苦く笑しようの気配がした。

「離さないで……か。……うん」

「？　時輔、どうかし……ああっ」

　腰を大きく動かされて、言葉が嬌声に変わった。

「……何でもない。……離すものか。ハル、お前には俺だけ……お前は、俺だけのものぞ」

　誰にもやらぬ。俺の……俺だけの可愛いハル。

　あまりにも直ちよく截せつで熱烈な言葉に、理性は呆あつ気けなく砕くだけ散って、ハルは時輔にしがみついた。

　そこからはもう、言葉さえなくなった。

　夢中で舌を、四し肢しを、腰を絡め、擦こすりつけて……浅ましく、獣のように求め合う。

　何度己の精を放ち、中で出されても満足できない。

　全てがほしい。もっとほしいと、際限なく……意識が途と切ぎれるまで絡み合った。

　それなのに、意識を放ほうる間ま際ぎわ頭に過よぎったのは、

　──離さないで……か。……うん。

　少し歯切れの悪い、時輔の独り言だった。







　黒九尾の怪かい異いが起こった三ヶ月後。季節は白い冬から蒼あおい春へと移り変わっていた。

　破は壊かいされた建物は多かったが、犠ぎ牲せい者しやは宗貞以外になく、建物の修しゆう繕ぜんも滞とどこおりなく進んでいるため、怪異の爪つめ痕あとは都から徐じよ々じよに消えつつあった。

　そんなある日の昼下がり。花が咲さき乱れる烏丸邸ていの庭で、騒さわがしい声が響ひびいた。

　時輔の屋や敷しきが倒とう壊かいして以来、烏丸の屋敷に住むようになって、すっかり時定に懐なついてしまった黄一郎と青べえの声だ。

「時定さまあ。ご本の続き、読んでくださあい！」

「しゃあい！」

「ええい、煩うるさい！」

　まとわりついてくる黄一郎たちに、時定は怒ど鳴なり声を上げた。

「黄一郎、青べえ。我われら兄弟がこの屋敷に帰ってきたのは何日ぶりぞ」

「へ？　七日です」

「そう！　七日だ。七日間も意地の悪い公く家げの相手やら何やらでもうくたくた……ああ！　時輔っ。こやつらはそちの式神であろう。何とかいたせ」

「はは。ご冗じよう談だんを」

　たすき掛がけをして、黒九尾の姿に戻もどったハルの毛づくろいをしていた時輔は、時定のほうを見もしないで、淡たん々たんと返す。

「俺の式神を誑たぶらかし、虜とりこになさったのは時定兄。責任はしっかり取っていただきませんと」

「たぶら……っ？　人聞きの悪いことを申すな。こやつらが勝手に懐いてきた……」

「時定さまは、黄一郎たちがお嫌きらいなのですかっ？」

「かぁっ？」

　黄一郎たちが悲痛な声を上げ、大きな目をうるうるさせ始めるので、時定はぎょっとした。

「いや、別に……そういうわけでは……兄上。何とかしてくだされ！」

　時定は縁えん側がわに座して調べ物をしている時好に声をかけたが、時好は広げた書物から顔さえ上げず、自身の膝ひざ上うえで昼ひる寝ねをしている桃太と、黒九尾だった子こ狐ぎつね、山やま吹ぶきの頭を撫なでた。

「許せ、時定。私はこの二人で手いっぱいだ。そちだけで何とかいたせ」

「……兄上も俺をお見捨てになるのですか……わっ」

「時定さまあ、嫌いにならないでくださいぃいい」

「……なあ。あれ、やめさせたほうがよくないか？　時定様、疲つかれてるのに」

　泣きじゃくりながら、逃にげ惑まどう時定を追いかける黄一郎たちを見つめ、ハルは時輔に声をかけたが、時輔は櫛くしでハルの横腹の毛を梳すきつつ、「よいのだ」と即そく答とうした。

「あのように仲睦まじゅう楽しんでおられるのに、邪じや魔まをしては悪い」

「た、楽しんでる？　あれが？」

「うむ。お前にはそう見えぬか？」

　全然見えない。時輔は相変わらず、ずれた感性をしている。とはいえ。

「ところで、お前は休まなくていいのか？　お前だって疲れてるだろう？」

　ハルは気遣うように、時輔の頰ほおを鼻先で軽く突つついた。

　黒九尾の件以来、烏丸兄弟は事後処理に追われ働きづめだ。

　時輔は特に大変だった。黒九尾が都の結界を破壊してしまったために、怪異が多発し、その処理に追われたことに加え、個人的な仕事の依い頼らいが殺さつ到とうしたのだ。

　時輔は今や、黒九尾を鎮しずめて都を守った英えい雄ゆうと謳うたわれているから。

　それはとても誇ほこらしいことだが、こうも忙いそがしいと時輔が体を壊こわしてしまう。

　幸い、先日結界が修復されたおかげで仕事が減り、今日ようやく休みが取れたが、明日は朝から厄やつ介かいな魔ま物もの退治に向かうことになっている。

　だから、何もない今日くらいはゆっくり休んでほしいと思うのだが、時輔はハルの毛づくろいがしたいと言い出した。

「俺はお前を毛づくろいするのが好きなのだ」と笑え顔がおで強請ねだられると断れるわけがなく、言うとおりにしてやったが、陽光に照らされても青く見える頰が気にかかる。

　そう言うと、時輔は小さく微笑わらって首を振ふった。

「相変わらず、心しん配ぱい性しようなことよ。案ずるな、何ともない。それに……今は、お前のこの姿を愛めでたいのだ」

「！　と、時輔……？　えっと」

「綺き麗れいだ。この、新月の夜空よりも艶つややかで深い漆しつ黒こくの毛も、雄お々おしくしなやかなこの体も全すべて、目が眩くらむほどにまばゆいぞ？」

　艶めいた低音で囁ささやき、陽光に輝かがやく毛並みを形のよい指先でなぞって微笑う。その所作全てが心を激しく搔きむしり、ハルは全身の毛を逆立てた。

「おおおお前なあ！　そ、そういうことをこんなとこで……っ」

　言いかけ、ハルは口を閉じた。時輔の表情が、少し感じを変えたから。

「俺はきっと、どんな姿でも、どんなに変わってしまおうとも、お前のものならば皆みな、美しいと愛いとおしめるだろう」

「……と、時輔？」

「だがな。それは決して……時輔の役に立たぬならいらぬと、平気で己おのれを切り捨て変わっていく、お前の悪あく癖へきを是ぜとしているわけではないぞ」

「……っ」

「もう変わってしまったものはしかたがない。しかし、もう何も……捨ててくれるな。俺は、お前の何もかもが愛おしいのだ。稚ち児ごと言われるからと厭いとうた人ひと型がたの姿も、お前がいらぬと捨てた、元の狐の姿もそうだ」

　俺には何物にも代えられぬ、愛おしいものだ。

　真しん摯しな声で告げられたその言葉に、ハルは瞠どう目もくした。

　固まったまま、時輔を見つめ返す。そうして考えた。時輔がこんなことを言う意味を。

　頭に浮うかんできたのは、これまでの三ヶ月間。

　黒九尾退治に貢こう献けんした功績と、時輔たちの尽じん力りよくにより、ハルは黒九尾でありながら世間に受け入れてもらえた。

　しかし、全員がそうというわけではない。怖こわがられることもあれば、やはり排はい除じよすべきだと主張する者もいるし、相変わらず人型の姿でいれば、「そそる稚児だ」と言われたりして……確実に、以前よりも心無い言動を取られることが増えた。

　それを気にかけて、時輔はこんなことを言っている。

　では、どんな気持ちで……？　と、そこまで考えて、ハルはふっと息を吐ついた。

「？　ハル、どうかしたか……っ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、時輔。大丈夫」

　大きな舌の先で時輔の頰を舐なめ、ハルは九本の尻しつ尾ぽを振った。

「好きだって、思えるんだ。今まで大嫌いだった自分を……お前が、こんなにも想おもってくれる今の自分を」

「……ハル」

「だから、何を言われても気にしないし、今の……ありのままの俺で頑がん張ばっていこうと思って、それで」

　ここまで言って、ハルは口を閉じた。それから所在なさそうに耳をパタパタさせて、

　──離はなさないで……か。……うん。

　あの時、時輔が呟つぶやいた言葉を思い返しつつ、時輔の狩かり衣ぎぬの袖そでをそっと咥くわえた。

「お前のこと、離さない」

「……っ」

「何があっても離れないし、絶対離さない！　ずっと、一いつ緒しよだ」

　九本の尻尾を全部ピンッと立てて、きっぱりと言い切る。

　時輔のあの言葉。言われた時は分からなかったが、今なら分かる。

　魔物である自分が時輔のそばに居続けることは、とても難しいことだ。時輔一人がどれだけ頑張っても駄だ目めかもしれないくらい。

　時輔はそれを知っていたから、あんなことを言った。不安な心を押し隠かくして。

　だから、自分はあの時こう言うべきだったのだ。

　俺もお前を離さない。一人だけでは離れてしまうかもしれないが、二人で互たがいを離さずにいれば、きっと大丈夫だと。

　それが、時輔の望んでいることだと……この三ヶ月、時輔に惜おしみない愛を囁かれ、爪つめの先から髪かみの毛一本に至るまで熱ねつ烈れつに愛され続けて分かった……と、思ったのだが、

「……」

　時輔は何も言わない。目を見開いたまま、固まっている。そんなものだから、ハルの勢いよく立っていた尻尾は次し第だいに一本ずつしな垂れていった。

　自分は何か間ま違ちがえただろうか。髭ひげまで下げていると、いきなり時輔が顔に飛びついてきた。

「しくじった」

「……は？」

「邪じや魔ま者がおるところで……かような話をするのではなかった」

　ハルの鼻筋に顔を埋うずめ、くぐもった声でそんなことを言う。

　一いつ瞬しゆん意味が分からなかったが、遠くのほうでふんっと鼻を鳴らす気配がした。

　黄一郎たちにしがみつかれた格好で、こちらを睨にらんでいる時定だ。

「何が邪魔者だ。そちらこそ、時と場所を選べ。馬ば鹿か者」

「ふふん。よいではないか、時定。可愛かわいい時輔が見られたのだから、それで……」

「可愛いっ？　あ、あ！」

　怒おこる時定とはうってかわった、楽しげな時好のその言葉に、ハルは慌あわてて大きな体で時輔を丸め込み、九本の尻尾で隠した。

「見ないでください！　可愛い時輔は俺だけの……あ」

　そこまで言ったところで、まじまじとこちらを凝ぎよう視ししてくる皆の視線に気づき、ハルはようやく我われに返った。

「い、いや……これは、その」

　ハルはおろおろと耳をぱたつかせたが、後の祭り。時好と時定が噴ふき出すように笑い出して……ああ。

　なんという大失敗。恥はずかしいったらない。だが、それでも、

「……ハル、嬉うれしいぞ」

　皆から隠した時輔がハルに身を寄せ、ハルにだけ聞こえる、ひどく嬉しそうな声で囁いてくれたから、よしと思うことにしよう。

　これからどんどん、こうやって時輔の心に優やさしく触ふれていければいい。

（時輔。俺、頑張るからな）

　花咲さき乱れ、明るい笑え顔がおが溢あふれる庭の真ん中で、時輔を九本の尻尾で抱だき締しめ返しながら、ハルは心の中で思った。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは。雨う月げつ夜や道どうと申します。このたびは、拙せつ作さく『うそつき狐の恋草紙』をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　今回は「攻せめより強い受うけ」をコンセプトに作った話だったりします。

　何気に好きなのです。腕力など、攻より上位にいる受。そして、その受を気け圧おうことなく認め、優しく包み込んでやれる攻がセットだと美味しさ数倍。

　ということで、今回の攻である時とき輔すけは強さよりも懐の深さ重視で頑張ってもらったのですが、結果、二回もハルくんに殺されかける羽目に。まあ、受に殺されかける攻も好物（！）なので、そのへんも書いてて楽しかったです。

　対して、お相手のハルくん。実は当初、クーデレの切れ者キャラにする気だったのですが、気がついたら裏表のない素直な食いしん坊さんに。おかげで下手な噓を必死に吐き続けなければならないわ、腹が鳴りまくってるのに腹いっぱい食べるシーンもないわと色々可哀想なことに。ごめんね、ハルくん。




　さて、そんな今作にイラストをつけてくださった六りく[image: ]ろかえで先生。

　時輔は品よく格好よく、ハルくんも、時輔が素知らぬ顔で萌えまくるほど可愛く描いてくださいました。

　それだけでなく、緊迫したバトルシーンもしっかり描いていただいて……六[image: ]先生、素敵なイラストをありがとうございました！




　担当様も……当初、厄を喰い過ぎると受がゾンビ犬化するというぶっ飛びネタを受け入れてくださっただけでなく、そのネタを世に出せるよう色んなアイデアを出して尽力していただいてありがとうございました！　おかげさまで、こうして形にすることができました。

「いくら食べても瘦やせたまんま」と愚ぐ痴ちるハルくんに憎しみを覚えながらも読んでくれた、絶賛ダイエット中の友人にも感謝感謝です。




　最後に、ここまで読んでくださった皆さま、ありがとうございました。

　愉快で個性的な家族たちをやきもきさせながら、平安の闇を斬る凸でこ凹ぼこコンビの恋草紙を少しでも楽しんでいただけますと幸いです。

　それでは、またこのような形でお会いできることを祈って。





雨月　夜道　
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